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五神真 第30代総長、就任。

五神総長 所信

世界的な視野で
「多様性を活力とする
協働」を牽引する
　グローバル化が加速する中で、資源
の枯渇、環境破壊、エネルギー安全保
障、世界金融不安、貧困、少子高齢化、
感染症に関するパンデミックなど、人
類全体で取り組むべき課題が顕在化し
ています。これらの地球規模の課題に
対処するためには、様々な壁を越えて、
人々が多様な知恵を出し合い、それら
を活用し、連携協力して行動をおこす
こと、すなわち「多様性を活力とする
協働」が不可欠となっています。
　東京大学は、創立以来、東洋の伝統
に根を張りながら、西洋の学術文化を
旺盛に取り込み、東西文化融合の独自
の学術を世界に発信し、人類の知を多
様なものとすることに貢献してきまし

学生の主体性を
刺激する世界最高の
学びの場を創る

三つの基礎力を涵養し、
他者理解と自己相対
化の力を育む

た。この伝統をしっかり引き継ぎ、新
たな知の創造とその活用の道を拓くと
ともに、世界を舞台として行動する人
材を育てることで人類社会に貢献する
ための不断の挑戦を続けていきます。
　この目指すべき目標を明確化し、広
く共有するため「東京大学ビジョン
2020」を策定します。

　グローバル化が一層進む中で、世界
の舞台で活躍する力を効果的に涵養す
るための教育環境を整備します。各分
野での卓越した研究力を活かし、学生
が研究の最前線で知の興奮と喜びを体
験し、それらを糧として自ら意欲をも
って自己を大きく成長させる主体的な
学びを促します。4学期制、初年次ゼ

ミナールをはじめとした少人数教育、
国際化教育、体験活動プログラム、推
薦入試等、既に着手した学部教育改革
についてその定着をはかります。学部
から大学院を通じた教養教育の提供、
学生支援ネットワークの更なる強化を
図ります。

　主体的な学びの中で、学生達の「自
ら原理に立ち戻って考える力」、「考え続
ける忍耐力」、「自ら新しいアイディアや
発想を生む力」の三つの基礎力を鍛え
ると共に、それらを育み、活かすために、
多様性を尊重する精神と他者への理解
を通じて自らを相対化できる広い視野
を獲得し、多くの人々と協働しつつ行
動できる力を養います。

　大学院教育に関しては、世界トップ
レベルの研究を推進し分野を牽引する
研究所やセンターとともに、卓越性、
国際性、文理融合の三つをキーワード
とした国際卓越大学院を創設します。
具体的には、本学が世界をリードでき
る学問分野や新しい融合領域において、

2015年4月1日、五神真先生が東京大学の第30代総長に
就任しました。ここでは、五神新総長の所信を紹介する
とともに、3月18日に広報課が行ったインタビューの内
容を全文掲載します。今後6年間、先頭に立って東京大
学を牽引する五神総長のメッセージを熟読してください。

「国際卓越大学院教育
プログラム」を創設し、
「知のプロフェッショ
ナル」を育成する

五神 真（昭和 32年7月26日生）
　専門：光量子物理学
昭和 55年 3月　本学理学部卒業
昭和 57年 3月　本学大学院理学 
　系研究科修士課程修了
昭和 58年 6月　本学大学院理学
　系研究科博士課程退学
昭和 58年 6月　本学理学部助手
昭和63年12月　本学工学部講師
平成2年11月　本学工学部助教授
平成 7年 4月　本学大学院工学系
　研究科助教授
平成10年8月　本学大学院工学
　系研究科教授
平成17年4月　本学総長特任補佐
平成22年4月　本学大学院工学系
　研究科附属光量子科学研究セン
　ター教授
平成 22年10月　本学大学院理学
　系研究科教授
平成24年 4月　本学副学長
平成26年 4月　本学大学院理学
　系研究科長・理学部長
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知の協創の
世界拠点となる

多様性を拡げつつ、
東大の総合力を
発揮する

知の協創を支援する
プロフェッショナルを
育成しつつ、効果的な
教職協働を実現する

駒場・本郷・柏の三極間
のネットワークを
強化する

卓越した若手研究者
のために、安定性と
流動性を両立させる
人事制度を実現する

現場との緊密な対話、
責任と権限の明確化等
を基軸とした
運営改革を行う

世界水準の教育研究環境を有する修
士・博士一貫の学位プログラム制大学
院を開設します。この大学院において、
自ら考え、新しい知を生み出し、人類
社会のための知の活用を目指して行動
する意欲満ち溢れた人材（「知のプロフ
ェッショナル」）を育成します。ここに
世界中から優秀な人材を惹き付けるとと
もに、本学が有する産学官のネットワー
クを活かしつつ、日本社会の活力の回復
に向けた卒業生等の社会人のパワーアッ
プの場ともなるよう、仕組みを整備しま
す。このプログラムは、次に述べる知の
協創の世界拠点の中核ともなります。

　東京大学が世界における知の協創の
中心地となることを目指します。国境、
文化、世代、産学官の壁を越えて様々
な人々を惹きつけることで価値創造に
参加する層を拡げるとともに、知の探
求を知の活用へとつなげる環境を備え
た「知の協創の世界拠点」を創ってい
きます。具体的には、文系理系といっ
た既存の領域を超えた新しい学術を展
開する先行的な試みをいち早く推進し
ます。また、本学から生まれた知の社
会への展開を効果的に進めるための共
同研究やベンチャー創出、知財管理の
仕組みの高度化と改革を進めます。

　飛躍の機会や課題解決のヒントは価
値創造の舞台となる現場にあります。
それゆえ、「現場との対話」を運営の
基軸とします。また、東京大学のスケ
ールメリットを活かすため、構成員の
各層内及び層間の自由かつ緊密な意思

疎通ができる環境をつくります。組織
運営においては、本部と部局の責任と
権限を明確化した上で緊密な意思疎通
をはかるとともに、情報の共有と意思
決定の透明化を一層進めます。
　社会との関係では、その負託に対し、
より高いレベルで応えるため、経営協
議会等を窓口とした密度の高い実質的
な対話を行う仕組みをつくります。ま
た、構成員間でより高度な研究倫理と
規範意識を共有し、科学と学術に対す
る社会からの信頼を高めます。
　社会からの信頼を前提として、東京
大学の挑戦を可能とする財務基盤を確
立するため、総長のリーダーシップの
もとで、資源の拡大に努めます。

　女性と若手の登用を促進するため、
それを阻んでいる障害やその解決策に
関して建設的で効果的な議論を進め、
その結果を実行に移します。また、世
界中から優秀な教員、研究者、学生を
惹きつけ、存分に活躍できる場を提供
することができるように、より柔軟な
就労体制や充実した支援体制を整備し
ます。さらに、東京大学に関係する全
世代の総合力を結集するため、卒業生、
退職教員等からなる人的ネットワーク
を飛躍的に充実させます。以上により、
多様性を拡げつつ、東京大学の総合力
を発揮できるようにします。

　若手の教員・研究者の存在は、活力
の源泉ですが、その雇用環境が急速に
悪化しており、研究に打ち込むことが

難しくなっています。若手にとっての
「研究する人生」の魅力を回復し、適材
適所の人事配置を可能とすることで、真
に新しいこと、未知なるものにしっか
りと立ち向かえるようにするため、安
定性と流動性を両立させる人事制度を
実現し、雇用環境を抜本的に改善します。

　教員と密接に連携し知の協創を支援
するプロフェッショナルとしての職員
を育成します。ニーズに応じた職員の
能力開発の機会や複線的なキャリアパ
スを提供するとともに、多様な職員の
連携に支えられた効果的な教職協働を
可能とし現場力を高める仕組みを作り
ます。また、意欲ある若手職員を継続
的に確保します。

　駒場では、学問の魅力と自律的学習
の喜びを若者に伝えるための支援を強
化します。本郷では、新図書館も活用
しつつ文理融合連携を推進する総合的
な価値創造の拠点を構築します。柏で
は、北側土地取得を好機と捉え、全学
ビジョンを策定し、魅力あふれる国際
学術拠点及び産学協創の場を構築しま
す。以上のようにキャンパスごとに特
色ある発展を図った上で、総合力の発
揮を可能とし、知的多様性を一層高め
ていくために、駒場、本郷、柏の三極
間を中心とした人的交流や協力関係を
強化します。また、キャンパスと一体
化し、教育機能の一部を担う寮を建設
し、日本人学生と留学生がともに生活
し学び合う環境を整備します。
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広報　総長選出直後には「重責に身の引き締

まる思い」と述べられました。4ヶ月ほどた

ったいまのお気持ちはいかがですか？

五神　「身の引き締まる思い」は変わりませ

んね。重責であることは間違いないですから。

　学校教育法の改正でガバナンス強化や国立

大学改革が叫ばれており、社会は国立大学に

変わってほしいと思っています。これは社会

から大学への期待が大きいということでもあ

ると実感しています。

　東京大学には138年の歴史があります。一

教員という立場を越えて歴史を振り返ると、

しっかりした活動を長年続けてきたことがわ

かります。明治初期、日本は西欧に追いつこ

うと必死でしたが、東大は明治10年から20

年ほどですでに世界に通用する独自の研究を

生み出していました。独自の学問をたかだか

20年でつくりだすのはすごいことです。日

本は西洋の生んだ果実を食べてばかりだと思

われがちですが、そうではなかったのです。

　グローバル化が進むなかで日本が欧米と違

う立ち位置で独自の学問を伸ばすのは、東大

憲章にうたわれた人類全体への貢献にも合致

すること。日本の学術を牽引する責任を担う

東大にとってきわめて重要なことです。2年

後には創立140年。70年を一単位とすると、

第二次大戦終了を境に3つ目の新しい時期に

突入することになる。明治期、終戦直後に匹

敵するほど大事な節目にあるのが現在だと思

います。国や世界をどうつくっていくかを決

める重要な時期だからこそ、東大もしっかり

歩を進めないといけない。これはやはり重責

だ、とあらためて痛感しています。

広報　創立20年で生まれた東大独自の研究

というと、どんなものが念頭にありますか？

五神　たとえば、私に身近な物理学でいえ
ば長岡半太郎先生の土星型原子モデルとか、

細菌学でいえば北里柴三郎先生とか。天文学

でも、文系分野でも、独自の学問が生まれて

いました。また、組織という観点でいえば、

工学部を総合大学に置いたのは東大が世界で

最初です。それまで工学は専門的な学校で行

なうものでしたが、いまでは総合大学に工学

部があるのが一般的ですね。なんでも西洋の

真似をしていたのではなく、大学という組織

についても新しい形を生み出してきたのです。

　私は理学部と工学部を行ったり来たりしな

がら、基礎研究と応用研究はシームレスにつ

ながるものと捉えて研究してきました。いま、

価値創造と知の探求をより密接につなぐこと

が重要だと感じます。産学連携、社会連携を

強化することで大学の活動はより効果的にな

る。社会と大学が助け合う、というよりもっ

となじんだ形で、いわばオーバーラップする

形で発展する予感を持っています。

　大学を変革してほしいという社会の要望の

高まりは歴史的な大きな流れを示しています。

産業界と大学が牽制し合うのでなく互いに信

頼する形でともに何かをつくる。産業界の刺

激で大学が変わり、大学からの刺激で産業構

造も変化する。双方向の変革が進み、この

10年で相当世の中は変わるはずです。それ

を日本が、東大が、先導したいと思います。

広報　10年先の姿が見えているようですね。

五神　いえいえ。ただ、2020年に東京オリ

ンピックがあるのは明るい話ですね。大学と

いうのは、学生を厳しく鍛える場でもありま

すが、基本的には若者が集まるところ。文化

祭の準備をするような雰囲気で、明るくワク

ワクと活動できる環境にしたいんです。そう

いう意味で、オリンピックという大きなお祭

りが控えるのはいいこと。この時期に総長に

なったのは、ラッキーな部分かなと感じます。

厳しい部分もたくさんありますが（笑）。

　文化祭の準備だとワクワク感が大きくて寝

ないでもがんばれますが、実は学問にもそう

いう面があります。新しいものを発見したり、

新現象を誰よりも先に目の当たりにする。こ

れは興奮しますよ。この感動が学問を進める

原動力です。学生がそういう感動に接するこ

とのできる環境を整えるのが私の仕事です。

　私は理系で、主に実験で感動に接するチャ

ンスに恵まれてきましたが、分野が違っても、

学問以外でも、感動に接する機会は大学に転

がっています。学生には、東大の潜在力を存

分に感じてから卒業してほしい。素通りはも

ったいない。そういう意味で、濱田先生の教

育改革によって「初年次ゼミナール」が始ま

ったのは非常によいこと。受験勉強の先にあ

るものに早い時期で触れられるわけですから。

　大学で物事を進めるのは現場の先生です。

彼らとビジョンを共有しながら進むというこ

とをきちんとやりたい。総長のリーダーシッ

プということでは、構成員の力をきちんと引

き出すことが一番大事だと思います。現場の

判断や活動のクォリティを上げ、責任感と緊

張感をもって現場に楽しく一所懸命やっても

らう。これを大学らしく進めるつもりです。

広報　「現場の責任感と緊張感」は五神時代

のキーワードですね。では、そのような思い

を胸に選ばれた執行部をご紹介ください。

五神　今回、役員の顔ぶれを考えるにあた
って意識したのは、現場を熟知した部局長経

験者の皆さんに入っていただくことでした。

現場に責任感と緊張感をもってもらうにはそ

れが適切だと考えました。

　国際担当を古谷研先生にお願いしたのは、

国際の仕事が教育と密接にリンクするもので

あり、大きな教育部局を経験した先生にお願

いすべきだと思ったからです。入試担当の南

風原朝和先生は、入試改革が高大接続も含め

世間の大きな関心事になっているという認識

があり、しっかり対応するために教育分野で

専門性をお持ちの先生に担ってもらおうと思

って。石井洋二郎先生は、大きな教育改革を

実行する初年度ということで、駒場の細部ま

で熟知した先生にきちんと見てもらおうとい

五神新総長インタビュー

「身の引き締まる思い」は不変

文化祭前日のようなワクワク感で

公式の所信には収まりきらない思いや人となりを拾おうと、あまり肝要でないこ
とも含めて広報課員が諸質問をぶつけてみました。教えてください、五神先生！

7,200 字
一挙掲載！
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うこと。保立和夫先生は、工学部という大き

な組織の長を務められたのと、本部長として

産学連携も推進されてきたことから。そして、

東大が新しい成長戦略を考えるには柏を抜き

には語れないということで、柏キャンパスを

牽引してきた大和裕幸先生。戸渡速志理事は

唯一の続投ですね。事務組織については前体

制から継続してバトンをつないでもらうのが

望ましいと考えて、お願いしました。

　研究倫理、コンプライアンスについては、

現役の弁護士である境田正樹さんを学外から

お招きしました。医学部系のコンプライアン

ス案件でもお世話になった経緯があり、法律

の専門家という立場、中立の立場で、研究不

正・研究倫理への対応をどう制度化していく

かをサポートしていただきたいと思っていま

す。学内の人間だけだと、判断の妥当性に疑

問がつく面が残ります。特にこの部門につい

ては学外の方に入ってもらおうと考えました。

広報　一方、女性や若手はいませんでした。

五神　結果としてはそうです。ただ、副学
長として久留島典子先生に入っていただき、

同時に総合図書館長もお願いしました。実は、

女性の総合図書館長は東大の長い歴史で初め

てです。総合図書館長というのは伝統的に総

長の次に重いポストだったと認識しています。

このポストに久留島先生をお迎えしたのは、

一つメッセージを込めたところです。私は理

系ですので、学術の文系の部分をしっかり見

ていただきたいという思いも込めています。

　私の任期は6年間ですが、今回就任された

皆さんは全員が6年間務めるというわけでは

ないでしょう。そのなかで、女性登用は適材

適所で考えていきたいと思います。

　若手については、6年後を考えると、私よ

り少なくとも6歳以上若い人がいないと困る

と思っています。それくらいの年齢層の人が

最終的に運営の中枢に入れるような登用を考

えたい。6年という任期で考えたらこのくら

いの年齢の人がふさわしいと思える人を今後

登用していきたいですね。

広報　新執行部をひとことで表すと？

五神　「現場主義を活かすための執行部」で
しょうか。東大の構造を熟知して現場で何が

起きているかの理解が体に染みついた方々に

よる執行部だと思います。東大にがんばって

ほしいという社会からの期待をしかと受け止

められる執行部、とも言えるかもしれません。

広報　さて、濱田総長時代の「行動シナリオ」

のようなものはつくるのでしょうか？

五神　やはりあったほうがいいと思います。
6年後どんな姿を目指すのかを構成員の皆さ

んと共有するツールとして必要です。提示す

るビジョンに至るために何をするかは各現場

の取組みの集合体であり、本部はそれを補っ

ていく形になると思います。濱田先生が行な

ったように、部局と議論をしながらつくるや

り方も導入したいです。　

　「行動シナリオ」のような形になるかどう

かはわかりませんが、中期目標・中期計画の

補完というイメージを持っています。我々が

実際に何をやりたいかを記すものであり、文

部科学行政からは離れて東大としての自然な

気持ちでビジョンとその行程を記すものです。

振り返ると、「行動シナリオ」も「アクショ

ンプラン」も同様の位置づけでした。

　きちんと書こうとすると、これもあれも落

としてはまずい……となりがちです。網羅的

チェックは中期目標・中期計画でできますか

ら、何をしたいかに絞ろうと思います。いわ

ば、ウィッシュリストですね。出発点として

何をしたいのかをこのウィッシュリストで確

認することが重要です。外的環境はいろいろ

変わり得ますが、6年間のなかで常にそこに

戻って方向を見失わないためのものですね。

広報　策定時期はいつぐらいになりますか？

五神　平成27年度の早いうちに出したいと

思っています。1年かけて出そうとは思いま

せん。1年かけるような立派なものはつくら

ない、と言ったほうが適切でしょうか。数ペ

ージ程度のコンパクトなものをイメージして

います。名前は、「アクションプラン」と「行

動シナリオ」のどちらか、ということではな

く、第3の名前を考えたいと思っています。

広報　「五神ウィッシュリスト」とか？

五神　近いかもね。「五神ビジョン」とか、
ありふれた名になるんじゃないかな※（笑）。

広報　選出以降、「知の共創プラットフォー

ム」という言葉が何度も出てきていますね。

五神　言葉は「知の協
4

創の世界拠点」に改

めました。社会と大学が協働しながら何かを

つくるという思いを強めたかったんです。

　デジタル化時代の到来により、20年後に

はいまの職業の65％はなくなるといわれま

す。人間にしかできないことをやるのが価値

創造の意味で重要です。そこを考えるのが大

学の役割。産業界も新しい産業構造がどちら

に向かうのかを探っていて、東大の卒業生で

も産業界で模索している人は多い。そこに学

生も加わって新しい社会をつくっていく。そ

れが「知の協創の世界拠点」のイメージです。

　価値を生み出す作業は理系というイメージ

が強かったと思いますが、価値を生み出す元

となる知は、文系分野にもたくさんあります。

人文社会科学の人が価値創造に参加しやすい

仕組みをつくりたい。東大出身の若い起業家

を見ると文系の人もたくさんいます。彼らを

在学中からエンカレッジすれば新しい学問を

つくれるだろうし、文系の学問がテクノロジ

ーと融合すればより効果的です。整備が始ま

っているアカデミック・コモンズにからめて

これを進めたいと思っています。

広報　前図書館長の古田元夫先生が、新図書

館計画の船出まではやったので次の総長と館

長にその活用を期待する、と述べていました。

五神　アカデミック・コモンズは本郷の重
要な整備事業です。次の70年の出発点、新

しいシンボルとなる活動の場をつくりたいで

すね。文理融合の場であり、書物をベースと

した人文社会科学がデジタル化とともにどう

変わるのか、時代の流れを象徴する場でもあ

ります。ベンチャーも含めて新しい価値創造

が出てくる場としてイメージしています。伝

統的な学問と新しい価値を融和させるのが一

つの東大らしさだと思います。

広報　国立大学学長の学長裁量経費（運営費

交付金の一般経費の5％相当額）が話題になりま

図書館長のポストに込めた思い

「五神ウィッシュリスト」策定 !?

※その後、名称は「東京大学ビジョン 2020」に（→ p2）。
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した。どのように活用しますか？

五神　これは、年々減っている運営費交付
金の内側に線が入って総長の裁量で使えます

よ、というだけの話です。使える額が増えた

わけではなく、逆に、いままで必要経費とし

て使っていた額が減るということですね。各

部局で硬直化してできないことを、総長がリ

ーダーシップを発揮してどのようにやるかと

いうことで、総長が何をやるかという話その

ものです。だから、自由裁量枠を使ってこれ

をやろう、というふうには考えていません。

　ポイントはお金の使い方の工夫です。同じ

お金でも有効に使うということ。一例を示す

と、若手研究者のポストですが、東大は実は

たくさん若手研究者を雇用しています。問題

はそれがほぼ短い有期雇用であること。安定

性のない雇用のために、若手が不安になって

研究者という道の魅力が薄れています。税金

を安定した雇用に振り分けて、同じ額でも

「生き金」にしなければならない。お金をも

っとくださいとお願いするのではなく、「生

き金」を増やす必要があります。

　加えて、社会から信頼されることによって、

東大の活動の直接の受益者である産業界がコ

ストに見合う支援をしてくれる仕組みをつく

らないといけない。同時に運営改革を進め、

ガバナンス強化の手法として導入された自由

裁量枠以上に成果を出したいと思います。

広報　研究ひと筋の五神先生ですが、奥様と

の晩酌時も話題は研究に関することですか？

五神　晩酌の話はよく記事に書かれますが、
要するに二人とも晩酌が好きなだけです。も

ちろん研究の話なんてしませんよ。こちらが

研究の話をしても全然理解してもらえないで

しょうし、私がどういう研究をしているか聞

かれてもよくわからないでしょうね。

広報　研究以外の話も聞きたいです。昔は粘

土やアマチュア無線が好きだったそうですね。

五神　子供の頃、近所に彫刻家のアトリエ
がありました。ちょっとした美術教室ですが、

何か教えるというよりは自由にやらせる感じ

のところ。そこでよく粘土細工をつくりまし

た。子供の作品を先生が気に入ると石膏にと

ってアトリエに飾ってくれることがあるんで

すが、私の作品も飾られたことがあって。も

のづくりの楽しさはそこで味わいましたね。

先生のように気ままに作品をつくって暮らす

人生は楽しそうだな、でもどうやったらでき

るんだろう……と子供心に思いました。

　アマチュア無線は中学から。公立の中学だ

ったので高価な無線機が買えず、自作したり

中古品をもらったりしていた。校舎の屋上に

竹竿を立ててワイヤーを張っていたんですが、

卒業後、雷が落ちて後輩が怒られた、なんて

こともありましたね。いま思うと、勉強以外

のことにもけっこう時間をかけていました。

広報　では、現在の好物は何ですか？

五神　食べ物？　和・洋・中、なんでも好
きです。しいていえば中華かな。横浜にも住

んでいますから中華街に行くのは楽しみの一

つです。大学近くに酢豚が非常にうまい店が

あって好きなんですが、店名は内緒（笑）。

広報　誰かに似ていると言われたことは？

五神　いえ、特にないですね。
広報　風貌以外でも、たとえば研究のやり方

が誰かに似ていると言われたことは？

五神　意識したことはありません。初期の
頃から自分流でやってきたように思います。

広報　以前、影響を受けた先生として、霜田

光一先生のお名前を出されていましたね。

五神　霜田先生は、大学院時代に講義を聞
いてインスパイアされた先生です。後にノー

ベル物理学賞を受賞するテオドール・ヘンシ

ュ先生の、新しい実験法に関する論文を霜田

先生が紹介するのを聞いて、研究のアイデア

を思いつき、それが私の修士論文・博士論文

になりました。私とヘンシュ先生の研究はま

ったく別の分野ですが、なぜかこのとき私の

頭の中ではつながった。さっそく試してみた

ら1～2ヶ月で非常にうまくいって、しかも

その実験は世界初のものだった。それで研究

はおもしろいと思ったんですね。

広報　毎年春にご自宅で「春の宴」というバ

ーベキュー大会を開催しているそうですね。

五神　はい。ゴールデンウィークの前くら
いですね。もう20年以上続いています。横

浜の自宅に研究室の学生やプロジェクトのメ

ンバーが集まります。

広報　五神先生が自ら肉を焼くんですか？

五神　いえ。コンロを何台か借りて、幹事
の学生が食材を買ってきて食べて飲む形です

ね。私はちょっと上等な肉を準備しておいて

差し入れする感じです。

　炭火の起こし方やコンロの扱いなどを見て

いると、個々の特徴が見えてきます。段取り

のいい子とそうでない子とか（笑）。そうい

う様子を見て、この学生にはこういう研究テ

ーマがいいかな、などと考えるヒントにして

いた時期もありました。東大生はシステマテ

ィックに物事を伝承するのが得意で、いまは

もうノウハウが伝わっているようですけどね。

　この宴には、研究室の学生に限らず、プロ

ジェクトに関わった社会人、卒業生、外国人

の先生やその家族も呼んでいます。毎回、豊

かな情報交換の場にもなっていると思います。

広報　これも「知の協創の世界拠点」の一つと

いうわけですね。最後に、新総長の言葉を待

っている教職員にメッセージをお願いします。

五神　いま、大学が変わることが求められ
ています。どう変わるかを考えなければいけ

ませんが、そのモデルがあるわけではないの

で、我々は発想力をもって新しいものをつく

らなければいけません。職員も教員も学生も、

みんなでアイデアを出し合って新しいものを

つくることが必要です。それはとても楽しい

ことですよ。私は研究者ですから、研究の分

野でそういうことを続けてきましたが、大学

運営の仕事でも工夫をすればよくなるし楽し

くもなる。いっしょに知恵を出し合っていき

ましょう。現場と本部、教員と職員の風通し

をよくして、みんなで助け合って知恵を出し

合っていきましょう。

広報　ありがとうございました。「五神ビジ

ョン」をワクワクしながら待っています。

（2015年3月18日、理学系研究科長室にて）

「生き金」を増やす工夫こそ必要

自宅のBBQの宴で交流の輪 !?
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平成27年度役員等を以下のとおり紹介します。

総長
（任期）平成27年4月1日～平成33年3月31日

五神 真

理事・副学長

理事

監事

副学長 総長室顧問

総長特任補佐

総長特別参与

大和 裕幸
（担当）財務、総務、渉外

保立 和夫
（担当）研究、産学連携、資産・施設

石井 洋二郎
（担当）教育、評価

古谷 研
（担当）国際、病院

南風原 朝和
（担当）学生支援、入試、環境安全

境田 正樹
（担当）コンプライアンス・研究倫理、監査、
          運営企画

戸渡 速志
（担当）事務組織、法務、人事労務、広報

有信 睦弘

杉山 健一

相原 博昭
（担当）環境安全、入試企画、学術戦略、科学研
          究行動規範、中期目標・中期計画

久留島 典子
（担当）図書館、男女共同参画

小関 敏彦
（担当）卓越大学院、卓越研究員、学術推進支援、
　　　財務戦略

武田 展雄
（担当）柏地区整備、社会連携

森山 工
（担当）学部教育

野城 智也
（担当）キャンパス・施設

ステファン ノレーン

山田 興一

伊藤 たかね
（担当）学部教育国際化

相田 仁
（担当）学部教育

橋本 和仁
（担当）科学技術制度

岩村 正彦
（担当）若手向け雇用制度改革等

藤原 帰一
（担当）国際関係

大江 和彦
（担当）病院担当補佐

園田 茂人
（担当）国際

高井 まどか
（担当）男女共同参画

坂田 一郎
（担当）総務補佐、運営企画補佐

武田 洋幸
（担当）広報企画、学術運営企画

関村 直人
（担当）国際

難波 成任
（担当）EMP

副理事

松田 成史
（担当）人事制度改革

山路 一隆
（担当）渉外本部担当

紺野 鉄二
（担当）男女共同参画、業務改革、経理・調達

関谷 孝
（担当）教養教育改革

平成27年度役員等の紹介
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新理事・副学長、新副学長、新副理事の略歴および就任に当たっての挨拶を以下のとおり掲載します。

新役員等の略歴と就任の挨拶

大和 裕幸

保立 和夫

理事・副学長

理事・副学長

昭和52年3月　本学工学部船舶工学科卒業
昭和57年3月　本学大学院工学系研究科船舶工学専門課程修了 
 工学博士
昭和57年4月　科学技術庁航空宇宙技術研究所（現JAXA）入所
昭和63年11月　 本学工学部助教授 
平成9年7月　本学大学院工学系研究科教授
平成11年4月　本学大学院新領域創成科学研究科教授
平成21年4月　本学大学院新領域創成科学研究科研究科長
平成24年4月　本学大学院工学系研究科副研究科長
平成24年4月　本学柏図書館長
平成25年4月　本学理事・副学長
平成26年4月　本学副学長
専門分野：産業環境学、交通システム、知識情報システム
研究内容：1) 大和裕幸・中田圭一編『人工環境学』東大出版会, 
平成18年(2006)　2) 大和裕幸（共著）、『人間環境学の作る世界』
朝倉書店、平成27年(2015)
趣味：目的のない散歩や読書

昭和49年 3月　本学工学部電子工学科　卒業
昭和54年 3月　本学大学院博士課程　修了（工学博士）
昭和54年 4月　本学宇宙航空研究所　専任講師
平成 5年 6月　 本学先端科学技術研究センター　教授
平成 9年 4月　本学大学院工学系研究科　教授
平成11年4月　本学大学院新領域創成科学研究科　教授
平成13年10月　本学大学院工学系研究科　教授
平成20～21年度　本学大学院工学系研究科長／工学部長
平成23～25年度　本学産学連携本部長
専門分野：電子工学（システムフォトニクス）
研究内容：1) K. Hotate and Z. He, “Synthesis of optical 
coherence function and its applications in distributed and 
multiplexed optical sensing,” IEEE J. of Lightwave Technol., 
Vol.24, No.7, pp.2541-2557, July 2006. <Invited>　2) K. 
Hotate, “Fiber distributed Brillouin sensing with optical 
correlation domain techniques,” Optical Fiber Technology 
(Elsevier Inc.), Vol. 19, No. 6, Part B, pp. 700-719, Dec. 2013.   
<Invited>
趣味：カラオケ

←2015年4月1日（水）、本部棟12階大
会議室において、五神新総長、新理事
の皆さんの就任式が行われました。

世界に貢献するために国立大学法人の実質を確立する

就任のご挨拶

Hiroyuki Yamato

Kazuo Hotate

　このたび、財務・総務・渉外担当の理事・副

学長を拝命いたしました。平成25年度に1年間

理事・副学長を仰せつかり、2回目になります。

　国立大学法人化後、10年以上経過しました。

国立大学は多くの自由を手にしたのですが、折

からの財政難で、運営費交付金と定員の削減、

施設の老朽化など逆風のなかで苦しい経営をし

いられ、法人化の実質が未確立です。大学の中

での合理的な合意形成による運営も困難な状況

です。世界に貢献するためには、自由な教育研

究環境を維持して社会の付託に応える大学シス

テムを確立することが急務です。

　まず、大学の行動は総長―役員会―教育研究

評議会―経営協議会―科所長会議―部局教授会

等で十分な議論を行い構成員の総意でなされる

　この度、理事・副学長を拝命致しました。担

当は、研究、産学連携、資産・施設です。よろ

しくお願い申しあげます。1979年に、本学電

子工学専攻から博士号を授与されて、当時の本

学宇宙航空研究所にて教員活動を開始致しまし

た。後の組織改編もあって、工学部付属研究施設、

先端研、工学系、新領域、そして再び工学系と、

多くの学内組織を経験させて頂きました。この

間に専門分野は不変でしたが、それでも所属部

局によって、教育、研究、運営でのスタンスが

異なることを実感しました。東京大学は規模の

大きな総合大学です。ここには、私の経験とは

比較にならない程の多様性が満ち溢れています。

この多様性こそが東大の強みですから、これを

ことが基本で、これら会議の透明性高い運用と

情報流通が必須です。

　教育研究環境の維持発展、教育研究の新しい

試みには長期財務計画が不可欠で、その計画を

確実に実行しなくてはなりません。また運営費

交付金ばかりでなく、外部資金や寄附など様々

な収入構造が必要です。

　文化創造、科学技術、政治経済の諸分野で停

滞感あるいは人材払底の感があります。東大は

学問で世界に貢献する大学です。世界の頭脳が

ここに集まり豊かな環境の中で切磋琢磨する場

となり、文系理系ともに傑出した人材を輩出し

続けなくてはなりません。

　常にこのことを念頭において財務・総務・渉

外の仕事をしていく所存です。

生かした大学組織の運営が重要です。その為に

は、本部と部局間および部局と部局間での情報

交換と意思疎通を実質化することが必須です。

　東京大学での研究は、オリジナリティに溢れ

世界を先導する研究です。研究者の皆様が、豊

富な知識を糧に、自由な発想を展開し、そこに

研究者の意地も加味して、そして辿り着くのが

貴重なオリジナリティの原石です。これを磨き

上げて行かれる過程で、研究、産学連携、資産・

施設の担当者として、お手伝いが出来るように

努めさせて頂きたいと思います。世界中探して

も無かったこの原石を磨き上げて、その成果が

社会実装できたとき、きっと歩幅の広いイノベ

ーションが生まれるものと信じます。
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石井 洋二郎

古谷 研

南風原 朝和

理事・副学長

理事・副学長

理事・副学長

昭和50年3月　本学法学部卒業
昭和53年9月　パリ第4大学修士課程修了
昭和55年3月　本学大学院人文科学研究科仏語仏文学専攻修士 
 課程修了
昭和55年4月　 本学教養学部助手 
昭和57年10月　京都大学教養部助教授
昭和62年4月　本学教養学部助教授
平成6年4月　本学教養学部教授
平成8年4月　本学大学院総合文化研究科教授
平成21年4月　学術博士（本学）
平成22年4月　本学大学院総合文化研究科副研究科長・教養学 
 部副学部長
平成24年4月　本学副学長
平成25年2月　本学大学院総合文化研究科長・教養学部長
専門分野：フランス文学・フランス思想
研究内容：1) 石井洋二郎『ロートレアモン　越境と創造』筑摩
書房,　2008年.　2) 石井洋二郎『フランス的思考―野生の思考
者たちの系譜―』中央公論新社,　2010年.
趣味：カラオケ、旅行、ドライブ

昭和50年3月　本学理学部生物学科卒業
昭和56年3月　本学大学院農学系研究科博士課程修了
昭和56年4月　本学海洋研究所助手
昭和63年10月　 三重大学生物資源学部助教授 
平成8年4月　本学大学院農学生命科学研究科助教授
平成11年9月　本学大学院農学生命科学研究科教授
平成25年4月　本学大学院農学生命科学研究科長･農学部長
専門分野：水圏生物科学
研究内容：1) 古谷　研（共編著）『海洋保全生態学』 講談社, 
2012.　2) 古谷　研 「海洋における植物プランクトンの生理生態
と物質循環における役割に関する研究」 『海の研究』24 (2015): 
63-76.
趣味：登山、自然探勝

昭和52年3月　本学教育学部卒業
昭和56年12月　アイオワ大学大学院教育学研究科博士課程修了
昭和57年9月　新潟大学教育学部講師
昭和58年10月　 新潟大学教育学部助教授 
平成5年10月　本学教育学部助教授
平成7年4月　本学総長補佐
平成14年4月　本学大学院教育学研究科教授
平成20年4月　本学教育学部附属中等教育学校長
平成25年4月　本学大学院教育学研究科長・教育学部長
専門分野：心理統計学、心理測定学
研究内容：1) 南風原朝和『続・心理統計学の基礎』有斐閣，
2014　2) 南風原朝和『量的研究法』東京大学出版会，2011
趣味：授業、焼酎

就任のご挨拶

就任にあたって

就任のご挨拶

Yojiro Ishii

Ken  Furuya

Tomokazu Haebara

　このたび、教育・評価担当の理事・副学長を

拝命いたしました。総合文化研究科長・教養学

部長に引き続いての身に余る重責ですが、誠心

誠意務めさせていただく所存です。

　濱田総長時代に進められてきた「学部教育の

総合的改革」では、カリキュラムの刷新、学事

暦の変更、進学選択方式の改善等、いくつもの

重要課題への取組がなされました。五神総長時

代には、これらの改革を定着させ実装していく

ことが重要なテーマの一つになると認識してお

ります。また、今後教育現場で生じるであろう

さまざまな課題を検証しつつ、適宜修正や調整

をおこなっていくことも必要です。各部局の状

況を的確に把握し、全学的な観点から適切な対

応をして参りたいと思います。

　2年間の農学生命科学研究科長･農学部長の任

の後、4月より理事･副学長を務めさせて頂くこ

とになりました。五神真新総長のビジョンのも

とで、主に「国際」と「病院」を担当いたします。

あらゆる分野でグローバル化が加速する中にあ

って、本学では国際化に向けて様々な取り組み

がなされています。これらを着実に発展させて

非英語圏にあるトップクラスの研究型総合大学

としての体制を整備していきます。そもそも学

術はボーダレスであり、国際的な研究交流はこ

れまでも活発に行われてきました。その経験と

蓄積を基に、交流相手の大学･研究機関との連携

を通じて優れた教員を招聘するとともに若手の

交流を促進し、学生の国際的な流動性を高めて

　このたび，五神総長のもとで，学生支援，入試，

環境安全を担当する理事・副学長を務めること

になりました。どうぞよろしくお願いします。

　学生支援と環境安全については，長谷川前理

事からの引継ぎとなります。担当の「学生支援」

はこれまで「学生」と呼ばれていましたが，そ

の業務の目的を明確にするために「学生支援」

という名称にしていただきました。入試につい

ては，相原前理事から一部引継ぐとともに，か

なりの部分，相原先生と協力して進めていくこ

とになります。

　入試は，本学で初めて推薦入試が導入される

年度にあたります。また，中教審の答申におい

　教育関係では、PEAK、GLPなどに関する諸

課題に取り組み、教育内容の多様化・高度化に

資する先進的な試みをさらに発展させていきた

いと考えております。

　一方、評価に関しては喫緊の課題として、第

3期中期目標・中期計画の策定があります。今

後6年間の東京大学の在り方を方向づける重要

な計画ですので、各方面の意見を十分に踏まえ

ながら作業を進めて参ります。

　東京大学は学問の府としての矜持を忘れること

なく、本来あるべき教育・研究の姿を自ら定義し、

社会に発信していかなければなりません。その責

任を果たすため、及ばずながら微力を尽くしたい

と存じますので、どうぞよろしくご指導・ご支援

をいただきますよう、お願い申し上げます。

いくことによりキャンパスのグローバル化を進

めていきたいと思います。医学部附属病院は医

科研付属病院などの関連部門とともに、医療内容、

研究レベル、経営面で名実ともに我が国トップ

レベルにあります。現在、さらなる医療の質の

向上、研究環境の整備、人材育成、運営面の充

実にむけた改革が始動しており､ 関連部局との

協力のもとにこれらが円滑に進むように本部機

能を活用していきます。これらの担当に関連し

て「国際高等研究所」および「生命系学術」も

担当します。いずれも本学の学術の多様性と卓

越性を追求するうえでの要となるものです。こ

の他の担当も含め、慣れない仕事ですが、皆様

のご指導、ご助言とご協力をお願いいたします。

ては新テストの導入とともに，各大学の個別入

試についても新たな提言がなされており，その

点からも注目されています。本学で学ぶにふさ

わしい資質・能力を有する優秀な人材を広く受

け入れることができるよう，努めてまいりたい

と思います。そして，入試を通して受け入れた

学生が，安全な環境のもとで，その能力を存分

に伸ばしていけるよう，支援していきたいと思

います。

　本部の職員の皆様，各部局の教職員の皆様，

そして学生の皆様のご協力を，よろしくお願い

します。
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境田 正樹

久留島 典子

武田 展雄

理事

副学長

副学長

平成21年4月　大阪大学臨床医工学融合研究教育センター　招 
 へい教授
平成22年4月～平成23年8月　独立行政法人国立がん研究セン 
 ター理事長特任補佐
平成23年8月　東北大学大学院医学系研究科・医学部　客員教授
平成27年1月　 FIBA（国際バスケットボール連盟）制裁案件に関す

るジャパン2024タスクフォース委員 
専門分野：研究倫理、スポーツガバナンス、企業コンプライア
ンス
研究内容：1) 境田正樹著「東北メディカル・メガバンク計画に
おける法的・倫理的課題」民事法研究会「Law & Technology
　62号」2014年1月号　2) 境田正樹著「スポーツ立国化に向け
て～J リーグ・ドーピング紛争が残した課題」有斐閣「法学教室」
2009年5月号
趣味：テニス、おいしい店の食べ歩き

昭和53年3月　本学文学部卒業
昭和55年3月　本学大学院人文科学研究科国史学専門課程修士 
 課程修了
昭和56年3月　本学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士 
 課程退学
昭和56年4月　 本学史料編さん所助手 
平成 4年 4月　本学史料編さん所助教授
平成11年10月　本学史料編さん所教授
平成25年4月　本学史料編纂所所長
専門分野：日本中世史
研究内容：1) 久留島典子『日本の歴史13　一揆と戦国大名』講
談社　2001年　2) 久留島典子『一揆の世界と法』山川出版社、
2011年

昭和50年3月　本学工学部航空学科卒業
昭和52年3月　本学工学系研究科航空学専攻修士課程修了
昭和55年8月　米国フロリダ大学大学院工業力学専攻PhD課程修了
昭和57年3月　 本学工学系研究科航空学専攻博士課程修了 
昭和58年4月　日本原子力研究所高崎研究所研究員
昭和59年3月　九州大学応用力学研究所助教授
昭和63年5月　本学先端科学技術研究センター助教授
平成8年7月　本学国際・産学共同研究センター教授
平成10年4月　本学工学系研究科航空宇宙工学専攻教授
平成11年4月　本学新領域創成科学研究科先端エネルギー工学専攻教授
平成25年4月　本学新領域創成科学研究科研究科長
専門分野：複合材料工学、知的構造材料学
研究内容：1) N. Takeda et al., "Fiber Bragg Grating Sensors in 
Aeronautics and Astronautics",  Fiber Bragg Grating Sensors: Recent 
Advancements, Industrial Application and Market Exploitation (E-Book), 
Bentham Sci. Publ., Ltd., 2011, Chap. 9.　2) 武田展雄，水口周，“CFRP積層
構造のヘルスモニタリング・ライフサイクルモニタリング”CFRP/CFRTPの
加工技術と性能評価, サイエンス＆テクノロジー社, 2012, 第8章第2節.

就任のご挨拶

副学長就任のご挨拶

副学長就任のご挨拶

Masaki Sakaida

Noriko Kurushima

Nobuo Takeda

　この度、東京大学の理事を拝命いたしまし

た。主に担当させて頂く分野は、「研究倫理」と

「コンプライアンス」です。これまで、独立行

政法人国立がん研究センターや日本フェンシン

グ協会、日本バスケットボール協会等のガバナ

ンス改革に関わらせて頂いた経験はございます

が、国立大学法人の運営に関わることは初めて

の経験となります。いろいろと不慣れな点もあ

り、ご迷惑をおかけすることもあるかと存じま

すが、皆様方のお力添えを頂き、精一杯職務を

全うしたいと存じます。

　また、昨今、研究不正や研究不祥事が大きな

社会問題となっていますが、本学におきまして

　2年間の史料編纂所長の後、副学長を拝命し

ました。図書館および男女共同参画を担当し、

あわせて附属図書館長を務めることとなりました。

　図書館については、現在全学的プロジェクト

として進んでいる新図書館計画をさらに推進し、

東京大学の学術情報基盤をより一層充実させる

ことが使命であると受けとめています。未来を

展望した新しい機能を持つと同時に、これまで

蓄積してきた知の基盤を、確実に後世に伝えて

いくこともまた、図書館の重要な役割といえま

す。本学における学習、教育および研究活動を

支えると同時に、学知の収集、保存および発信

の拠点としての学術研究基盤という、東京大学

図書館憲章に示された基本を踏まえながら、こ

の大事業を進めていきたいと思います。今後本

　2年間の大学院新領域創成科学研究科長の後、

柏地区整備推進・社会連携を担当する副学長を拝

命しました。柏地区は本郷、駒場に続く、第三の

キャンパスとして15年余をかけ、徐々にですが

確実に発展してきました。大学院としての新領域、

世界トップクラスの理系研究所である、物性研究所、

宇宙線研究所、大気海洋研究所、カブリ数物連携

宇宙研究機構、更には空間情報科学研究センター、

人工物工学研究センター等のセンター群も揃って

います。生産技術研究所千葉実験所大型施設の移

転も始まっています。また、最寄り駅のTX柏の

葉キャンパス駅は急速に発展してきており、駅近

くには本学のフューチャーセンターも完成し、産

学官連携、国際連携、社会連携の拠点として活動

も、研究ガバナンスの確立は大きな課題である

と存じます。

　2011年から2012年にかけては、内閣官房医

療イノベーション推進室（現内閣官房健康・医

療戦略室）におきまして、医学研究を含む医療

政策の立案に関わらせて頂く機会を頂き、また

2011年からは東北メディカル・メガバンク計

画の倫理・法律問題に関わる機会を頂きました。

まだまだ経験不足ではございますが、皆様方のお

力を頂きながら、本学における研究ガバナンスの

確立にも精一杯尽力して参りたいと存じます。

　これからの皆様方のご支援ご協力を何卒よろ

しくお願い申し上げます。

格化するアカデミック・コモンズの建設・改修

工事が終了し、設備を配置して新図書館として

始動にいたるまでには、多くの困難が予想され

ます。全学の教職員・学生の皆様のご理解とご

支援を賜りますようお願い申し上げます。

　一方、男女共同参画の推進も喫緊の課題といえ

ます。東京大学では、ここ十数年にわたって男女

共同参画室等を中心に様々 な施策を試みていますが、

世界の主要な大学と比較した時の学生・教員等の

女性比率を見る限り、いまだ低い水準にとどまっ

ています。構成員の多様性の確保という観点から

も、なぜ施策が実効性を持たないのか、その原因

を丹念に解明し、皆様のご理解とご協力を得ながら、

粘り強い取組を続けていく必要があります。この

点についても何とぞよろしくお願い申し上げます。

し始めています。キャンパス全体としての活動も

多く、キャンパスの一体感は益々広がっています。

　元来、全学支援を得て設立された大学院であ

る新領域は、本郷、駒場の他研究科・学部との人

事交流も多く、4研究所も含め、ウインタープロ

グラム、サマープログラム等を通した全学的な国

際化教育にも、キャンパス全体として推進してい

きたいと考えます。比較的に面積的な余裕があり、

自然にも恵まれた国際キャンパスとして全学に開

かれた場としての発展を目指します。

　個人的には、長年やってきた日本独自の航空

宇宙機用知的複合材料システムの実用化が迫り、

研究にも時間が必要ですが、元気に楽しく働き

たいと心を新たにしております。
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森山 工

松田 成史

山路 一隆

副学長

副理事

副理事

昭和59年3月　本学教養学部卒業
平成6年7月　本学総合文化研究科博士課程修了
平成12年4月　本学総合文化研究科助教授
平成19年4月　 本学総合文化研究科准教授 
平成24年4月　本学総合文化研究科教授
平成24年4月　本学総長補佐
専門分野：文化人類学
研究内容：1) Moriyama, Takumi. "Cultural Resource in 
Action." Japanese Review of Cultural Anthropology 14 
(2013): 31-53.　2) 森山工（共編著）『マダガスカルを知るための
62章』明石書店，2013年．

昭和60年3月　岡山大学法学部卒業
昭和60年4月　岡山大学採用
昭和62年10月　文部省大臣官房人事課
平成17年4月　 本学人事部人事課長 
平成19年4月　文部科学省大臣官房人事課給与班主査
平成21年7月　文部科学省大臣官房人事課任用班主査
平成24年4月　文化庁長官官房政策課独立行政法人支援室長
平成26年4月　本学人事部長
平成26年10月　本学副理事（兼）人事部長

昭和44年5月　本学工学部化学工学科卒業
昭和44年6月　出光興産株式会社 入社
平成12年6月　出光石油化学株式会社 取締役
平成16年7月　 メモリーテック株式会社 取締役   
平成22年4月　本学卒業生室 副室長
平成26年4月　本学渉外本部 本部長

教育改革の着実な実施と検証に向けて

副理事就任にあたって

シナリオ性の高い寄附活動に向けて

Takumi Moriyama

Shigefumi Matsuda

Kazutaka Yamaji

　このたび学部教育の担当として副学長を拝命

いたしました。

　本学では、入学時期の検討に端を発し、学部

教育の総合的な改革に向けた議論が重ねられて

きました。そもそも本学は、学部教育において

どのような人材を育成し、社会に送り出すべき

なのでしょうか。わたしはそれは、主体性と能

動性を備え、批判的思考力によってみずからの

認識を鍛えることのできる人、異なる価値観を

理解・尊重し、多様性に開かれた志向性とコミ

ュニケーション能力をもつ人、他者との係わり

で自己の位置を測定するような自己相対性を備

えつつ、他者に対する社会的・公共的な責任感

と使命感をもって行動する人であると考えます。

　もちろん、本学は従来からもこのような人材

　このたび人事制度改革担当の副理事に就任し

ました松田成史です。

　国立大学法人化後11年が経過しましたが、本

学では、従来の国家公務員制度の枠組みから様々

な面で国立大学法人に相応しい制度への転換を行

ってきました。人事制度についても、職員の独自

採用試験の導入や短時間勤務職員からの採用の実

施、課長登用試験による幹部職員への登用制度へ

の開始、また、教員についても「教授（特例）ポ

スト」制度や「クロス･アポイントメント」制度

などの新たな人事制度を導入して、教育研究活動

の活性化や柔軟化、優秀な若手教員のポスト確保

などの取組みを実施してきているところです。

　平成25年11月に示された国立大学改革プラン

　東京大学の渉外活動も十年の経験を積み､ 累

計320億円強の寄附実績を踏まえた活動領域再

設定の時期を迎えました。

　東京大学基金の実績分析からは、概ね寄附金

額上位1％の寄附者が寄附金額全体の90％を占

めており、多数の人の支持を得られている事と

同時に、高額寄附者の支援・賛同を得ているか

が累計寄附金額を左右することが分かります。

　一方、世界を見てみますと、隣の中国では100

億円規模の寄附プログラムが複数立ち上がる情勢

になってきています。清華大学の例では300億円

の基金を立ち上げ、米・中の学生計200人を寝食

共に学ばせ､ これを50年間続けるプログラムと

を多く輩出してきました。しかし、過去3年の

あいだ、このような教育目標を明確に、また自

覚的に設定することで、学部教育に変革すべき

点があることも議論されてきました。今年度か

ら始動する4ターム制を取り入れた新学事暦と

前期課程における新カリキュラムは、学習過程

が学生にとって実のあるものとなること、学習

過程において学生の主体性・自主性・能動性を

涵養すること、学生の多様な背景や関心、目的

意識などに応じた柔軟な学習を促すことなどを

念頭に置いて構想されています。

　学部教育のこうした改革を着実に実施すると

ともに、その有効性やさらなる課題を現場にお

いて検証してゆくことに、微力ながらつくす所

存です。

でも大学の機能強化を実現するための方策の一

つとして人事･給与システムの弾力化が掲げら

れていますが、運営費交付金が毎年削減されて

いる中、貴重な人件費を有効に活用して、本学

の教育研究活動をさらに活性化させていくため

には、既成の枠にとらわれない新たな発想によ

る柔軟な人事制度の検討、展開が不可欠です。

　五神新総長も、取り組むべき喫緊の課題の一つ

として若手研究者の登用を謳われ、研究者にとっ

て重要な流動性と同時に雇用の安定性が実現でき

る新しいシステムの創成を目指されており、微力

ではありますが、五神総長の下で新たな人事制度

の確立に尽力してまいりたいと考えております。

　ご指導、ご鞭撻の程をよろしくお願いいたします。

なっています。大学の国際戦略上からは、超大型

寄附プロジェクトが必要な時代となりました。

　今後の方向性は卒業生、教職員の皆様への地

道な寄附活動と同時に､ 富裕層を対象とした寄

附活動強化及び大型寄附プロジェクトの立ち上

げを行っていくことが重要となってきます。

　寄附活動の基本は「寄附をしてみたくなる大

学の魅力を、潜在寄附者にキチッと伝え」、「寄

附を受けた後は、寄附者に納得感のある活動を

展開していくこと」にあります。

　基金のさらなる充実に向けて、大学の方針と密

着した、シナリオ性の高い寄附活動を展開いたし

たく､ 皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。
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このたび退任された総長、理事・副学長、副学長、副理事の退任に当たっての挨拶を以下のとおり掲載します。

退任の挨拶
この 6年で東大の森は動き始めました

　いま、総長としての責務を果たし終
えたという感慨をもって任期を全うで
きたことを、これまで支えて下さった
教員、職員、学生、そして卒業生の皆
さんに心より感謝したいと思います。
それぞれ重い任務を遂行してくれた理
事や副学長、幹部職員の皆さんにもと
ても恵まれた6年でした。「森を動かす」
という言葉は、私が就任に際して発し
たメッセージでしたが、部分部分の改
善では社会の変化のスピードに間に合
わない、社会からの期待に応えられな
いという危機感を背景に述べた言葉で
した。いま、「森は動いた」、少なくと
も「動き始めた」という実感が持てる
状況に至ったことを、嬉しく思います。
　6年前というのは振り返ると、ずい
ぶん以前のような、同時にほんの少し
前のような気もします。それでも思い
返すと、リーマンショックの後で社会
が揺れ動いていたこと、政治の世界で
も政権交代があったこと、また任期
の2年目の終わりに東日本大震災が起
きたことなど、この間に社会にずいぶ
ん大きな変化があったと改めて思いま
す。また、グローバル化といった課題も、
取り組みを始めた頃には、まださほど
社会全体の意識になっていなかったと
思いますが、ここまで来て、ごく当た
り前のような事柄になりました。

　私が大学運営の柱としてきたのは
『東京大学の行動シナリオ』です。最
終的に10本の柱を軸にしながら、数値
目標も含めて多くの課題への取り組み
を着実に進めることができたのは、効
果的であったと思います。とくに教育
改革については、秋入学の論議に始ま
って、4ターム制の工夫や教育の質の
高度化、推薦入試の導入など大きな動
きとなりましたが、それに限らず、東
日本大震災への対応や卒業生とのネッ
トワークの強化なども含めて、それぞ
れの柱で目に見える進捗が見られまし
た。6年という期間があったからこそ、
手堅く、かつかなりの規模の改革を行
うことが出来たということは、間違い
なく言えるように思います。
　といっても、改革はあくまで大学の
活動の一部です。日常の教育研究や社
会連携、あるいは診療などの活動がい
かにきちんと行われているかというと
ころにこそ、大学の根源的な力が見え
てきます。改革の過程であれ、そうし
た日常の場面であれ、私が強く印象づ
けられたことは、当たり前のようです
が、東京大学の強さの源泉は人にあ
る、ということでした。総長というのは、
全学にわたって、さらには卒業生を含
めて、さまざまな分野の非常に多くの
人に会い、話をすることができる立場

濱田 純一前総長

です。教員、職員、学生などを問わず、
ひとり一人がそれぞれに魅力的であり、
東京大学がこれだけ多くの人々の日々
の活動によって生きている有機体であ
るということを実感し、感動できたこ
と、またそれによって励まされたこと
は、総長という立場の「特権」かもし
れません。
　時代の変化はまだまだ激しいものが
あります。最近では、グローバル化に
くわえて、ガバナンスや高大接続、さ
らには運営財源の問題など、大学をめ
ぐる外部の動きも大きくなっています。
こうした中で東京大学にとって何より
大切なことは、大学としてイニシアテ
ィブをとりながら自らの将来の姿を定
めていくことにあります。また、その
ことを通じて全国の大学をリードして
進んでいく責任が東京大学にはありま
す。総長を務めていて感じたのは、東
京大学にはまだまだ大きな潜在力があ
るということです。歴代の総長は、そ
の潜在力の部分をさらに伸ばそうと力
を注いできたように思います。私の場
合は、その大きな一つが学部教育でし
た。五神新総長もまた、東京大学の教
育力研究力をさらに伸ばしていく新た
な取り組みにチャレンジなさるはずで
す。心よりのエールとともに責務を五
神総長に引き継ぎたいと思います。



13

features no.1467 / 2015.4.23

前田 正史

長谷川 壽一

松本 洋一郎

前理事・副学長

前理事・副学長

前理事・副学長

“いわれる前に”

退任のご挨拶

退任のご挨拶

　濱田総長が就任当初から言われた「タフでグローバル」、これは学

生のみならず東大が目指す姿です。“先頭に立つ勇気” が必要です。4

年前、東日本大震災が起こりました。内藤廣元副学長のもと土地の

所有や利用にまで踏み込んだ復興プランを当時の政府に提言しまし

たが、反応はありませんでした。非常に残念なことです。秋入学は、

大学が前に一歩出るという姿を見せることで復興を象徴しようとさ

れた総長と清水孝雄元理事の思いもあったのではないでしょうか。

　ロジスティクス担当としては、著しく傷ついていたキャンパス全

体の価値を再構築するために関係者の努力で“要綱”、“大綱”を提

　濱田総長の任期最後の2年間、理事・副学長を務めさせていただき

ました。1年目は、学生・評価・環境安全を、また2年目は学生・環

境安全・広報を担当しました。学生支援という学生に最も身近なポ

ジションで本部業務に関わることができたのは、非常に幸運なこと

でした。神宮球場はじめ日本各地で行われた運動部の競技の応援に

出掛けたこと、総長賞の選考で素晴らしい学生諸君と巡り会えたこ

と、一緒に被災地に出向き復興支援にささやかな貢献ができたこと

などは楽しい思い出です。環境安全の職務では、教育や研究が不断

の安全管理業務の上に支えられていることが実感できました。安全・

　濱田総長の下で主に研究担当理事として6年間働かせて頂きました。

無事に退任できますのも、皆様のお陰と厚く御礼申し上げます。研

究型総合大学として世界と切磋琢磨する基盤を構築し、研究者が気

持ちよく研究できる場を構築することに注力して来ました。行動シ

ナリオに「学術の多様性の確保と卓越性の追求」とあるように、総

合大学が卓越性を追求するには、先ず多様性を確保すべきで、基礎

研究が多様に行われていてこそ卓越性は担保できるということです。

また、多くの競争相手と切磋琢磨出来る環境の構築が重要です。熾

烈な競争の前段階の基盤的分野は、複数の組織で行った方が効率的

案し、国際宿舎整備や柏の整備、修繕準備積立制度も進めることが

できました。教員の人事制度におけるクロスアポイントメントやス

プリットアポイントメント、教授（特例）ポストの制度構築も世の

中より“前に”できたと思っています。震災対応の給与削減や経常

的な交付金削減はあるものの、予算を部局が使いやすいかたちもで

きました。皆さんには、世界の中で、アジアに位置することを意識

しつつ、世界のトップ10へ、そして5へと向かっていただきたいと

思います。確かに容易なことではないかもしれませんが、皆さんな

らできます。健闘を祈ります。

安心は直接目に見えにくいところですが、それなくして大学の活動

は成り立ちません。広報では、研究不正に関する記者会見のような

緊張を伴うこともありましたが、東大ハチ公像の序幕式や新英文HP

の公開など広報本来の業務にも多々立ちあえました。最後に、濱田

総長の最大の業績である総合的教育改革については、通称基本検の

座長代理として、総長の理念を形にすることができ、生涯の誇りと

感じています。2年間、支えて下さった教職員諸氏、学生諸君に厚く

御礼申し上げます。

で、その中で真の卓越性を追求することが重要です。その意味で有

力な研究大学の連合体であるRU11の活動を積極的に行って来ました。

一方で、東大は論文の数は多いものの、引用される頻度は多くない

と評価されています。研究者がもっと世界の研究コミュニティーで

活躍することが肝要で、特に若手の研究者が滞在型の共同研究が出

来る環境を作るべきだと思います。世界基準での研究者雇用を実践

するカブリIPMUでは、待遇を含め人事制度など大きな改革を行い、

世界でも最高水準の研究所に育ちました。様々な改革は道半ばですが、

今後の益々の東大の発展を祈念して、退任の挨拶とします。

←↑2015年3月31日（火）、本部棟12階大会議室において濱田総長と理
事の皆さんの退任式が行われました。式の後、多くの教職員が集まっ
た本部棟前でねぎらいの花束を贈られた皆さんは、万来の拍手のなか、
お一人ずつ迎えの公用車に乗り込んで本部棟を後にしました。
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苫米地 令

羽田 正

永田 敬

前理事

前副学長

前副学長

理事退任のご挨拶

大学における教育研究と言語

退任挨拶：夢を見続けて

　3月末で理事を退任いたしました。東京大学には、職員として採用

されてから通算10年10月勤務させていただきました。

　昨年4月からはコンプライアンス担当理事として、新たなコンプラ

イアンス体制の下、1年間、種々の事案の調査、検討、審議、調整

に携わってまいりました。職場改善に向けた教職員アンケート調査

も、数部局にお願いをして、本年度初めて実施させていただきました。

各部局長を始め、各部局の方々にはご協力いただき、誠にありがと

うございました。何とか勤めあげることができたのも、教職員の皆

　私たちの多くは、日本語を用いて人間と世界と宇宙を論じ、理解

しています。日本語による高度で総合的な知の体系は、多様性が重

視される現代世界における貴重な財産です。一方、世界の多くの学

術分野では英語が共通語となり、研究者には英語の運用能力が必須

です。また、社会人となった卒業生の多くは、英語を用いた国際的

な交渉や商談の場に臨むことになるでしょう。このような状況を鑑

みたとき、本学の大学院と学部におけるカリキュラムの内容と教育

言語はいかにあるべきでしょう。この問いに対する答えは、学術の

　平成25年度から、教養教育と進学振分け改革を担当する副学長と

して、専ら「学部教育の総合的改革」に係ってきました。任期を終

えた今の心境は、Indiana Jones and the Last Crusadeのラストシーン

で"And what did you �nd, Dad?"と尋ねられた老教授の一言には到

様方のお陰であると感謝いたしております。

　人事制度企画担当としては、クロス・アポイントメント制度、ス

プリット・アポイントメント制度など、教員の新たな人事制度につ

いて、それぞれの仕組みが更に活用しやすくなるよう制度の柔軟化

を図りました。これによって、東京大学の教育・研究活動が益々充実、

発展することを願っております。

　最後に、改めまして、ご指導、ご協力いただいた全ての方々に御

礼を申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

分野と教育の段階によって様々ですが、大学として調和のとれた一

定の指針が必要です。総合的教育改革が進む中で、各部局、さらに

は大学全体でこの重要な問題について十分な議論がなされ、非英語

圏に位置する研究型総合大学のモデルとなるような斬新で魅力的な

教育研究の内容と仕組みが生まれることを願っています。

　副学長・国際本部長として、多くのすぐれた教職員とともに東京

大学の未来を創造する仕事の一端に携わったこの3年間は、辛い中

でも充実した幸せな日々でした。本当にありがとうございました。

底及びませんが、この2年間、東京大学の教育改革という大きな夢を

見続けることができました。そのなかで多くの時間と苦楽を共にし

てくださった方々に心から感謝し、この場をお借りして御礼申し上

げます。ありがとうございました。

江川 雅子前理事同窓という学外者
　2009年から6年間、国際、社会連携、広報、産学連携、男女共同

参画などを担当しました。日本の組織で働いた経験のなかった私は、

学外者のような存在だったでしょうし、同窓でありながら自らもそ

のように感じておりました。改革を進めるには、個人として、国内

外のビジネス界、ハーバード大学・一橋大学での体験をもとに思い

切ったことを言うしかない、とその役に徹する覚悟を決めました。

　6年間に多くの方々の努力が実り、全学交換留学制度、サマース

クールなどが充実し、学部学生の半数近くが、4年間に一度は東大の

支援や自助努力で海外へ行くようになりました。そのうち約2割は東

大の支援によるものです。2011年7月に発足した社会連携部は今で

は総勢42名となり、渉外本部・卒業生室の活動も質量ともに充実し

ました。広報では、UTokyo Research、ブランド戦略、英文HPの改

修などに取り組みました。

　初の女性理事として、女子学生を増やし、女性教職員の活躍を後

押ししたいと努力しましたが、力及ばず大きく進展しなかったのが

残念です。外国人教員も殆ど増えていません。多様性は東大憲章に

も謳われていますが、学内の危機感は希薄です。

　皆様のおかげで6年の任期を全うすることができました。母校の

東大で皆様と仕事ができたのは大変光栄なことでした。どうもあり

がとうございました。



15

features no.1467 / 2015.4.23

福田 裕穂

中塚 数夫

吉見 俊哉

前副学長

前副理事

前副学長

退任のご挨拶

退任のご挨拶

副学長退任のご挨拶

　平成27年3月31日をもちまして、入試改革担当の副学長を退任い

たしました。この間、推薦入試のあらましを決めることができまし

たのは、ひとえに、濱田純一総長、佐藤慎一、相原博昭両理事・副

学長、各部局の教員、入試課職員の皆様の献身的な努力によるもの

であると、深く感謝いたします。

　各部局の担当者と推薦入試の議論を進める中で、東京大学の懐の

深さを知ったことは、私にとって大変よい勉強となりました。また、

推薦入試は、高等学校教師などの教育関係者や生徒にとって魅力あ

るものであってもらう必要があります。このために、様々な機会を

　平成23年4月から副理事（経理・調達担当）に就任し、また、調

達本部長として、皆様のご支援をいただき4年間勤めさせていただき

ました。本当に有り難うございました。

　調達本部は、法人化に向けて平成14年に財務分析室がスタートし、

その課題として調達改善の取組が開始され、平成17年に財務分析室

から独立して設置されました。

　設置当初から、事務用品・機器、試薬等12の区分を設定し、中期

計画に掲げる「調達方法を改善し、資金のより一層の有効利用を推

進する」を具現化するべく活動を行ってきました。具体的には、電

子購買等のシステム化、契約の包括化・複数年度化、契約の集中化

　平成27年3月31日をもちまして4年半務めさせていただいた副学長

を退任しました。在任中は、教育企画室長としての活動が最大の柱

でした。この間、教育企画室では、東京大学は学生への教育責任と

社会への説明責任を高度に果たす大学になるべきとの認識から、教

育におけるヨコの横断化、タテの連続化、教育の国際化の３つを柱

に改革案を策定してまいりました。4年半に及ぶ活動で、「ヨコの横

断化」では、①時間割の全学統一、②シラバスの全学的可視化・構

造化、③科目ナンバリングによるカリキュラム構造化、④全学共通

教育科目の制度化等に取り組みました。「タテの連続化」では、①カ

リキュラム面での高大連携強化、②大学院科目等履修生制度による

学部後期課程と大学院修士課程の接続柔軟化、③FD基本方針策定と

とらえて、推薦入試を東京大学の教育改革の一貫として位置づけつつ、

社会に説明をしてきました。こうした中で、教育関係者が、有為な

若い人たちを育てたいという意気に燃えていることを知ったことも、

大いなる喜びでした。

　これからは、今年11月からの推薦入試の実施を遺漏無く行うため

のより緻密な設計が必要になってきます。これを担当するにまさに

相応しい先生にバトンタッチすることができましたことを、心より

感謝しながら、今後は理学系での仕事に精を出したいと思っていま

す。

により、経費節減や契約等業務の効率化を図ってきました。

　しかし、旅費業務の外部委託について、チケット手配による経費

節減に課題がありこの改善に向けて利用説明会や大学向け独自運賃

の適用及びオンラインチケット手配等を導入してきましたが、教職

員の方々からはシステムの利便性等多くのご意見、ご批判をいただき、

現在も、鋭意検討しているところです。

　システム利用による経費節減と調達改善は全学の教職員が一丸と

なった利用と協力が必要でありますので、皆様のご支援を切に期待

いたしております。

若手研究者を対象としたプレFDプログラムの実施等に取り組みまし

た。「教育の国際化」では、①国際的に信頼されるための教育の質保

証、②グローバルリーダー育成事業の支援、③サマープログラム実

施体制の企画等に取り組みました。これらが一定の成果を挙げるため、

濱田総長をはじめ役員の方々、学内諸部局長、事務職員の皆様に多

大なご支援をいただいたことを深く感謝しております。今日、デジ

タル化とグローバル化の激流の中で、高等教育は地球規模で激変し

ています。この激動に立ち遅れることなく、教育の質や価値を向上

させていくことこそ本学の大学（University）としての使命であると

確信しています。

原田 昇前副学長退任のご挨拶
　副学長を退任いたしました。1年間でしたが、ご指導まことにあり

がとうございました。

　産学連携本部長として、先ず、産学連携本部の皆様の努力に感謝

します。次に、出資事業については、懇談会発足に始まり、総長、

理事をはじめとする多くの皆様のご指導のもと、昨年12月26日に特

定研究成果活用支援事業の認定申請書を文部科学大臣に提出し、2月

10日に国立大学法人評価委員会官民イノベーション部会の審査があ

り、文部科学省の審査は終了したことを感謝します。今後は、経済

産業省の審査を受け、了承が得られれば、文部科学大臣・経済産業

大臣からの認定となります。これまでの懇談会や科所長会議の議論

の蓄積を踏まえ、東京大学の産学連携活動の強化に帰結することを

期待します。

　科学行動規範委員会委員長としては、理事、委員会委員、事務局

をはじめとする多くの皆様のご尽力により、前任者から引き継いだ

案件について、昨年12月26日に、調査報告（最終）の記者会見を実

施できたことを感謝します。今後、科学行動規範が、不正行為未然

防止の徹底とともに、順守されることを期待します。
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濱田 純一
東京大学総長

　平成26年度卒業式が、3月25日（水）に、3年ぶりに安田
講堂において挙行されました。
　式は、第一部（理系学部）が9時15分、第二部（文系学部）
が11時30分に開式し、約2,800名の卒業生（卒業者数3,160名）
が出席しました。
　開式に先立ち、音楽部管弦楽団によるバッハ作曲の「管弦
楽組曲3番BWV1068より序曲」の演奏があった後、総長をは
じめ、理事・副学長、理事、各学部の学部長及びご来賓（各
学部の同窓会等代表者）の方々がアカデミック・ガウンを着
用のうえ登壇し、ご来賓の紹介があった後、開式となりました。
　はじめに、濱田総長から、各学部卒業生代表に、順次、学

　晴れて卒業の日を迎えられた皆さん、おめ

でとうございます。東京大学の教職員を代表

して、心よりお祝いを申し上げます。このた

び学部を卒業する学生の数は、3,160名にな

ります。このうち留学生は65名です。本日は、

多くのご家族の皆さまにもご来校いただいて

おり、お祝いと感謝を申し上げたいと思いま

す。ここ2年の卒業式の式典は、この安田講

堂－正式の名称は「大講堂」ですが－の耐震

改修のための工事が大規模に行われていたた

めに、学外で実施されていました。このたび

の卒業式からまた安田講堂に戻って挙行され

ることになりました。

　耐震改修と言いましたが、その工事のきっ

かけとなったのは、東日本大震災です。今日

のこの場には、4年前に東京大学に入学して

卒業の日を迎えている皆さんも数多くいると

思いますが、それらの皆さんの入学は、まさ

にこの東日本大震災の発生の直後でした。そ

の年の入学式は中止こそしなかったものの、

被災の惨禍への哀悼の思いと余震のリスクへ

の考慮から、小柴ホールで代表の皆さんだけ

が出席するごく小規模な式典としました。そ

のことを思い出すと、ちょうど耐震改修工事

が終わり新装なったこの安田講堂から多くの

皆さんを送り出せることを、まことに嬉しく

思います。

　この安田講堂の改修にあたっては、構造部

分や天井などの耐震強化と併せて設備の近代

化が行われ、さらに、講堂創建当初のオリジ

ナルな計画案に近い形に戻すことも図られま

した。のみならず、竣工時には未整備な状態

にあった1階、2階部分についても今回計画

的な整備が行われたことによって、このたび

の工事で安田講堂が本当の意味で初めて完成

をみたと言ってよいかもしれません。昨日挙

行された大学院の学位記授与式、そして本日

のこの卒業式の式典は、いわばそのこけら落

位記が授与されました。続いて、濱田総長から卒業生に向け
た告辞が述べられた後、卒業生総代（第一部　理学部　豊田
良順さん、第二部　文学部 村重陵さん）から答辞が述べら
れました。その後、音楽部合唱団コールアカデミー、音楽部
女声合唱団コーロ・レティツィアによる東京大学の歌「大空
と」の合唱、出席者全員による同じく東京大学の歌である「た
だ一つ」の斉唱をもって式を終了しました。
　なお、本式典では、壇上において手話通訳を行い、御殿下
記念館（ご家族会場）ではスクリーンに安田講堂内の式典模
様（手話通訳の映像と字幕も表示）の放映を行い、ご家族な
ど約3,300名が出席しました。

平成26年度卒業式

平成 26年度卒業式 総長告辞
東日本大震災と安田講堂改修
の両方を経験した皆さんへ
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としでもあります。

　東日本大震災の発生、そして安田講堂の大

規模な改修と、学部における学生生活の始ま

りと終わりにこうした二つの偶然に出合った

皆さんには、その偶然の出来事の持つ重みを

感じ取って、これからの人生の糧としてもら

いたいと願っています。それは、すでに在学

中に東日本大震災に伴う異例の学事日程を経

験して本日卒業の日を迎えている皆さんにも

期待したいことですが、その一つは時代の重

みであり、もう一つは歴史の重みです。すな

わち、一つは、東日本大震災の発生をきっか

けに社会や学問に投げかけられた課題の重み

であり、もう一つは、この安田講堂の歴史に

凝縮されてきた学問の重みです。

　大震災の惨禍を経験して、その重みを受け

止めるということは、「忘れない」という言

葉に象徴されます。その「忘れない」という

ことの核心は、いまだ途上にある被災地の復

興や被災された方々の生活再建を、引き続き

見守り支援していこうとすることにあるのは

言うまでもありません。この3月11日に、東

京大学大気海洋研究所附属の国際沿岸海洋研

究センターのある岩手県大槌町での慰霊祭に

私も参列してきましたが、大津波で市街地が

壊滅した大槌ではやっと土地の嵩上げのため

の土
ど も

盛りが始まった段階で、街が形をなして

いくにはまだまだ長い時間がかかります。そ

うした息の長い取り組みを支え続けるために、

私たちが「忘れない」ということは大切なこ

とです。

　それと同時に、学問にかかわる者、かかわ

ってきた者として、「忘れない」ということに

はまた特別の意味があります。それは、大震災、

そしてそれに伴って起きた原子力発電所の事故

に際して、科学や技術に対して社会から不安や

不信の念が向けられたことを「忘れない」とい

うことです。この震災直後の5月に、東京大学

の大学院工学系研究科は、『震災後の工学は何

をめざすのか』という小冊子をまとめました。

この冊子は翌年一冊の本としてまとめられまし

たが、その序にあたる箇所で、当時の北森武彦

工学系研究科長は、次のように記しています。

少し長くなりますが、その時期に、私たち大学

に生きる者が共有していた緊張感を思い起こし

ていただくために引用します。

　「この度の震災では、自然の猛威と破壊力

の凄まじさを目の当たりにし、複数の原子力

発電施設の同時事故、火力発電所の停止と、

それらにつづく電力供給危機、また、通信網

の機能不足やサプライチェーンの断絶による

製造業の機能不全など、我が国を支えている

科学技術に対して、多くの人々が不安に思い、

また、長年築かれてきた研究開発への信頼が

損なわれるのではないかと懸念された。私た

ち工学者にも、営々と築いてきた科学技術と

自身の工学者としてのあり方に自問する人々

や、また、密接に関係してきたはずの社会や

人々との連携にもその複雑さの迷霧に阻喪す

る人々も少なくない。学生諸君も工学という

学問に対する期待感の喪失や自身の将来や進

路への迷いが生じているかもしれない。」

という文章です。いまここにいる皆さんの中

にも、当時、こうした時代の雰囲気を、具体

的にであれ漠然とであれ、感じた人が少なか

らずいることと思います。

　しかし、そうした迷いの前で立ち止まって

しまうのは、学問にかかわる者、学問を修め

た者の責任を放棄することです。たしかに学

問、科学の認識には限界があります。しかし、

その限界を乗り越えようと絶えず必死の努力

を続けることで人々の叡智をさらに広げ、さ

らに深め、人類により豊かな幸せをもたらし

てきたのが学問の歴史です。工学系研究科も、

そうした覚悟に立って、震災後の工学の目指

す方向として、基礎基盤工学と総合工学との

連携を強化するとともに技術と社会とのかか

わりを一層密にするといった課題を強く意識

しながら取り組みをすすめてきました。大震

災の直後に入学した、あるいは在学中に大震

災を経験したという偶然に出合った皆さんに

「忘れない」でもらいたいのは、このように

学問、科学への不信や迷い、限界へのもどか

しさに直面する経験をしたという記憶です。

そして、それと同時に、それでも乗り越えよ

うと課題に全力で向き合っていかなければい

けないという責任感と緊張感の記憶です。学

問にかかわった者にとって「忘れない」とい

うのは、決して立ち止まることでは無く、前

へ進むということです。

　最後にもう一つ、皆さんに「忘れない」で

もらいたいのは、この大震災の直後に、私た

ちの社会の仕組みや価値、私たちの生き方が、

さらには、生きるということの意味そのもの

も問われたという事実です。私たちが当たり

前のように過ごしてきた日常が本当にそれで

よかったのか、エネルギー問題をはじめとし

て問い直されたのが、大震災後の時代でした。

こうした問いかけには、自然科学系の学問の

みならず、人文系、社会系の学問も含めて、

私たちが培ってきた学問がそれぞれの立場か

ら向き合うことを迫られました。たとえばサ

ステイナビリティ（持続可能性）という概念

をめぐる議論もその一つであり、そこでは、

環境科学や技術だけでなく、経済はもちろん

文明やこころの問題なども取り上げられてい

ます。このわずか４年間のうちにも、さまざ

まな出来事が日々起こり、社会変化のスピー

ドも速い中で、震災直後のような根本的な問

い直しの姿勢を持つゆとりが無くなってしま

っているようにも感じます。ただ、大震災直

後の緊張の中で学問をするという大きな偶然

に出合った皆さんだからこそ、そうした時代

が提起したことの重みを受け止め、その重み

を感じ続けてもらいたいと思います。そのこ

とが、皆さんをこれからさらに成長させると

同時に、人々へのより大きな貢献を生み出し

ていくための駆動力となるはずです。

　これまで東日本大震災の経験を軸に時代の

重みということを話してきましたが、歴史の

重みということにも触れておきたいと思いま

時代の重みと歴史の重み
課題の重みと学問の重み

学問の過去・現在・未来へと
想像力をふくらませる好機に
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す。私たちの学問、そして知的な世界は、言

うまでもなく人類の長い歴史の上に成立して

います。とはいえ、私たちが日頃感じる歴史

というのはしばしば抽象的・概念的なもので

あり、あるいは断片的・部分的なものです。

そこから何を読み取り感じ取っていくかは、

個々人の知識・経験や想像力によるところが

大きいのです。それでも、すでに4年間ある

いはそれ以上の期間にわたって学問に慣れ親

しむ経験を経た皆さんには、いまこの安田講

堂という卓越した知がシンボル化されている

場にいることが、東京大学における学問の歴

史を肌身で体感し、学問の過去・現在・未来

への想像力をふくらませる、またとない機会

になると思います。

　この大講堂が建設されたのは関東大震災を

挟んだ時期でした。建設途上で大地震に見舞

われましたが大きな損傷は無く建築が継続さ

れ、大正14年（1925年）に竣工しました。

今日まで長年にわたる利用の過程でそのオリ

ジナルな姿が損なわれたところもありますが、

建物のデザイン面だけから見ても、この大講

堂を設けるにあたって込められていた、当時

の大学人の学問に対する大きな夢を感じ取る

ことが出来ます。建物の外観は、本郷キャン

パスの多くの建物を特徴付けているいわゆる

内田ゴシック様式で、後に総長となった工学

部の内田祥三教授が設計したものです。同時

に、内部は柔らかなロマネスク風に造作され、

また、この舞台近くの天井を見上げるとそれ

がよく分かりますが、アール・デコの様式も

一部に取り入れられています。学問のシンボ

ルに相応しく、時代の多様な感覚がふんだん

に盛り込まれた建物です。

　さらに、このたびの改修にあたっては、往時

の面影を安全面にも配慮して現代に蘇らせるた

めに、屋根の構造部分では創建当初からの鉄骨

に新しい鉄骨を組み合わせて耐震性を強化し、

窓枠の部分でも従来のスチールと新しいアルミ

との組み合わせがなされ、またガラス繊維で補

強された石膏のような新しい素材の活用なども

試みられています。その意味で、いま皆さんが

いる安田講堂は、過去と現在が融合した建物で

す。歴史というものの本質はまさにそのような

ものであり、そこには、先人の成果を絶えず更

新しながら自らを進化させてきた東京大学の学

問の姿と相重なるものがあります。

　また、言うまでもなくこの大講堂は、この

中での数多くの出来事や学術の催しを通じて、

時代のさまざまな空気を刻み込んできました。

第二次世界大戦に際して学徒動員で出征する学

生たちの壮行会がここで行われたのは1943年

11月のことでした。あるいは、大学紛争の際

にここで学生と機動隊が対峙したのは、1969

年1月のことでした。この場ではこうした卒業

式のような式典のほかに、学術の最先端を世に

問う講演会やシンポジウムなども数多く開催さ

れてきたのは、多くの皆さんが知っていること

と思います。それぞれの時代を特徴づける思想

や理論、アイデアや発見が熱っぽく報告され議

論される場となってきました。市民への公開講

座もこの大講堂で長年にわたって実施され、東

京大学の知を多くの人々と共有する場でもあり

ました。こうしたすべての意味で、この大講堂

の空間には、長い時の流れの中で、この床を踏

みその椅子に座ったであろう無数の人々の知へ

の熱く真摯な思いが凝縮されています。それが、

歴史の重みです。

　皆さんの頭上にはシャンデリアが架かって

います。その真上にあたる小屋組の中心部に

は、いまも創建以来の大きな木製の棟札が取

り付けられています。棟札というのは、建物

の建築の趣旨や建築主などを記したものです

が、そこに記されている言葉は、「天長地久」

「国土安穏」、そして「学運隆昌」です。そう

した先人の強い思いが、この建物に込められ

ています。ぜひ、この安田講堂という空間の

空気を胸一杯に吸い込むことによって、東京

大学の豊かな学問の歴史と社会の発展に尽く

してきた歴史を感じ取ってください。そして、

皆さんがこれから、大学での学びを生かして

活躍し、学問の未来や社会の未来に大きな貢

献をすることによって、皆さん自身もまた、

この安田講堂に象徴される東京大学の歴史の

一部になるのだ、という気概を持って、新た

な門出に臨んでいただきたいと思います。

　タフに、そしてグローバルに、皆さんのこ

れからの大いなる健闘をお祈りします。

平成27年（2015年）3月25日

　本日は、ご多忙の中、教職員ならび

にご来賓の方々をはじめ、多くの皆様

のご臨席を賜り、このように盛大な式

典を催していただきましたことに、卒

業生一同心より御礼申し上げます。無

事卒業の日を迎えることができ、大変

嬉しく思います。また只今、総長の濱

田純一先生よりありがたい告辞のお言

葉を賜りましたこと、重ねて御礼申し

上げます。

　卒業にあたり、大学生活を振り返り

ますと、第一線でご活躍の先生方や優

秀な学友に囲まれ、恵まれた環境で学

問と向き合う傍ら、思い思いの課外活

動を楽しむこともできた、充実した年

月でした。駒場で過ごした前期課程で

は幅広い知識を習得する多くの機会を

いただきました。後期課程では専門に

分かれ、各自の分野を深めました。

　私の場合は、最先端の化学の世界に

身を置くことのできる理学部化学科に

進学し、研究室の皆様に助けられなが

ら、毎日研究に専念させていただきま

した。化学では物理現象や生命活動の

根源となる分子を扱います。目に見え

ない世界で分子を自在に創製すること

は生やさしいことではありませんが、

大変興味深く、やりがいを感じていま

す。卒業研究では、金属錯体を基盤と

した機能性ナノ材料の開発に取り組み、

光機能性ナノ細線などの創製に励みま

した。4月からは東京大学大学院に進

学しますが、自分の携わる研究で少し

でも科学の発展と人類の持続的繁栄に

貢献できるよう尽力していきたいと考

えています。

　今後、卒業生は一人ひとり異なる道

を歩むことになります。世界中で様々

な問題が深刻化している昨今、それぞ

れが東京大学で培った知識と経験をも

とに、これらの課題に立ち向かい、グ

ローバルなリーダーシップと協調性を

東大の歴史の一部になる気概を

答辞
（第一部）

理学部
豊田良順さん
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発揮しながら、輝かしい未来の構築に

努めてまいります。

　最後に、これまで熱心にご指導くだ

さいました諸先生方、お世話になりま

平成26年度学位記授与式

した皆様に改めて御礼申し上げるとと

もに、私たちの成長を温かく見守って
くれた家族に感謝します。

　本日、東京大学を卒業する私たちの

ために、このような祝賀の場を設けて

くださったこと、さまざまな方のご臨

席を賜ったこと、そして、祝福と激励

の言葉を手向けてくださったことに対

して、私たちは心から感謝申し上げま

す。

　私たちが東京大学で学んだことは多

岐にわたりますが、その中でも、皆が

共通して学んだことのひとつとして、

「言葉」に対する真摯な態度を挙げる

ことができるでしょう。

　私たちは、自分の言葉にせよ、他者

の言葉にせよ、一字一句にいたるまで

ゆるがせにしてはなりません。たとえ、

誤解やすれ違いが避けがたいものであ

るとしても、その可能性をどこまでも

低くするべく、私たちは慎重に、辛抱

強く言葉を交わしあっていかなければ

なりません。

　私たちはまた、いかなる言葉にも、

それを発する人の名前が刻まれている

ということを、強く自覚する必要があ

ります。祝賀の言葉や感謝の言葉、裁

きの言葉や和解の言葉、さらには、誹

謗やたわ言にいたるまで、言葉には名

前が刻まれています。匿名という名目

のうちにもおそらく、名前の痕跡はい

くらか残らざるをえません。さらに、

東京大学を卒業する私たちは、東京大

学という名前をも、いくらか背負わな

ければなりません。私たちは、しかし、

そのような逃れがたい名前の刻印を前

にして、沈黙や自粛に陥るべきではな

いでしょう。私たちは、名前の重圧に

屈することなく、語り出さなければな

りません。

　私たちが語り出さなければならない

時̶̶それはしばしば、何らかの危

機に直面している時でしょう。しかし、

そこで必要とされる言葉は、必ずしも、

その危機に間に合うとは限りません。

だからこそ、目下の危機のみならず、

過ぎ去った危機、あるいは来るべき危

機に関しても、私たちは語り続けなけ

ればなりません。そして、そのために

も私たちは、いま必要とされている言

葉、時局に適った言葉̶̶それは有

用な言葉、役に立つ言葉とも言えるで

しょうが、そのような言葉だけを追い

求めるのではなく、いまは必要でない

言葉、いまは無用な言葉が、さまざま

に語り出されるゆとりを確保し、それ

を言祝がなければなりません。

　本日、この式典によって祝福されつ

つ卒業していく私たちは、自分に固有

の名前のみならず、東京大学という名

前をも、あるいは明白に、あるいは痕

跡として負いながら、それぞれの語る

べき言葉を模索していきます。

　最後に、しかし最小でなく、これま

で私たちを支え、導いてくださったす

べての方々に、深く感謝を申し上げて、

答辞といたします。

文学部
村重陵さん

　平成26年度学位記授与式が、3月24日（火）に、3年ぶりに
安田講堂において挙行されました。
　式は、第一部（文系研究科）が9時15分、第二部（理系研
究科）が11時30分に開式し、約2,900名の修了生（修了者数
4,320名(修士課程2,848名、博士課程1,135名、専門職学位課
程337名））が出席しました。
　開式に先立ち、音楽部管弦楽団によるバッハ作曲の「管弦
楽組曲第3番BWV1068より序曲」の演奏があった後、総長を
はじめ、理事・副学長、理事、各研究科長及び各研究所長がア
カデミック・ガウンを着用のうえ登壇し、開式となりました。 
　はじめに、濱田総長から各研究科・課程の修了生代表に、順

次、学位記が授与されました。続いて、濱田総長から修了生に
向けた告辞が述べられた後、修了生総代（第一部　学際情報学
府　安藤元博さん、第二部　情報理工学系研究科　秋葉拓哉さ
ん）から答辞が述べられました。その後、音楽部合唱団コール
アカデミー、音楽部女声合唱団コーロ・レティツィアによる東
京大学の歌「大空と」の合唱、出席者全員による同じく東京大
学の歌である「ただ一つ」の斉唱をもって式を終了しました。
　なお、本式典では、壇上において手話通訳を行い、御殿下
記念館（ご家族会場）ではスクリーンに安田講堂内の式典模
様（手話通訳の映像と字幕も表示）の放映を行い、ご家族な
ど約2,900名が出席しました。

答辞
（第二部）
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濱田 純一
東京大学総長

　本日ここに学位記を授与される皆さん、お

めでとうございます。晴れてこの日をお迎え

になった皆さんに、東京大学の教職員を代表

して、心よりお祝いを申し上げます。このた

び大学院を修了する学生の数は、修士課程

2,848名、博士課程1,135名、専門職学位課

程337名です。合計で4,320名となります。

留学生の皆さんはこのうち720名で16％ほど

の割合を占めており、母国を離れて生活する

大変さの中で見事に学位を取得してくれたこ

とを嬉しく思います。また、これまで長い期

間にわたり、皆さんの勉学を支え続けて下さ

ったご家族の皆さまにも、感謝とお祝いを申

し上げたいと思います。

　皆さんがこうして学位を取得するまでには、

学ぶこと、研究をすることの厳しさ、苦しさ

に直面し、挫けそうになったこともあるだろ

うと思います。それは、おそらく、真剣に学

びの道を志した誰しもが経験することです。

第二次世界大戦が終わって間もなくの時期に、

東京大学の総長に就任して大学の再建に心血

を注いだ南原繁先生は、アララギ派の歌人と

しても知られていますが、その句の一つに次

のようなものがあります。「愚かしくひとつ

のことに思ひこり学びつづけつつ吾が生は経

むか」というものですが、卓抜した政治学者

であっても、研究の途上でこのような感懐を

持つこともあったのです。「愚かしく」とい

うのはなかなかに強い表現であり、また、句

集の中でこの句が収められている節には『業

苦』という題名が付されているのですが、私

自身の研究生活を思い起こしても、そうした

感覚にとらわれた経験がたしかにあります。

ただ、そうした経験や思いも乗り越えて晴れ

て学位を得た皆さんには、次のような句もぜ

ひ紹介しておきたいと思います。

　これは、やはり南原先生が、旧制の第一高

等学校に長く勤務していた友人の死を悼んで

詠んだ句の一つですが、「学者君が一生の業

やもろつ人の心に染みて永久にのこらむ」と

いうものです。皆さんが身を削るような勉学

や研究の上に生み出してきた成果は、まさし

くこの句にあるように、時代や場所を超えた

ものとして多くの人々に共有されていく可能

性を持っています。今日この安田講堂に集っ

ている皆さんは、そうした価値ある仕事に携

わってきたことを誇りに出来る人たちです。

　さて、この大講堂－安田講堂ですが、かな

り大規模な耐震改修工事が行われてきました

ので、ここ2年の学位記授与の式典は学外で

実施されてきました。つい先日やっと工事が

終わり、このたびの式典からまたこちらに戻

って挙行されることになりました。この工事

にあたっては、構造部分や天井などの耐震性

の強化と併せて、設備を現代的な水準にあわ

せるための整備も行われ、使い勝手が大変よ

くなりました。また、講堂創建時のオリジナ

ルな意匠の復元にも力が注がれました。のみ

ならず、かつての竣工時にはまだ完全な整備

がなされていなかった1階、2階部分につい

てもこのたび計画的な部屋割りが行われて、

この学位記授与の式典が、安田講堂のいわば

本当の意味での完成のこけら落としの機会と

なります。大学院で知の頂点を究めるべく学

び続けてきた皆さんを、長い歴史を越え先人

の思いを受け継いで知のシンボルとなったこ

の安田講堂から、今日送り出せることを、ま

ことに嬉しく思います。

　もっとも、いま知のシンボルという言葉を

使いましたが、その「知」をめぐる現代の状

況はどのようなものでしょうか。それは、歴

史の中で敬意を払われてきた知と同じような

地位を今も保っているのでしょうか。知識が

持つ大切さは、たとえば「知識基盤社会」と

いった言葉が用いられることにも見られるよ

うに、決して色あせているわけではありませ

ん。少し以前のものになりますが、平成17

年に出された「我が国の高等教育の将来像」

と題する中央教育審議会の答申では、21世

紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・

文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の

基盤として飛躍的に重要性を増すと述べられ

ていました。これが「知識基盤社会」である

というわけです。

　このように知識の重要性を誰しも疑うこと

はありませんが、他方で、「知性」ということ

になると、この言葉をポジティブな意味合いで

聞くことが最近は少なくなってきた気がします。

むしろ、「知性の限界」ということが語られたり、

あるいは「反知性主義」が時代の一つの空気と

して話題になったりすることもあります。また、

知性と類縁関係にあるであろう理性という用語

についても、その登場場面が減ってきているよ

うな印象を受けます。むしろ、理性の限界、理

性のゆらぎ、理性の不安といった言葉もしばし

ば耳にします。さらには、知的なものが、短期

的・直接的な課題への対応のための、いわば道

具として期待される傾向が強まっているように

見えることも気になります。そして、物事への

取り組みにあたって、多角的に丁寧な議論を重

ねるよりも、感覚的な判断や期待・願望・雰囲

気に応えることがしばしば優先される時代にな

りつつあるような気もします。そのような、い

わば知性の地位低下の理由として何があるのか

は真剣に考えてみなければなりませんが、たと

えば、科学的な言説や学問的な認識の限界に対

する失望があるかもしれませんし、現代の情報

化社会でさまざまな知識が断片化し、知識とた

んなる情報との境界が崩れてきているような状

況も関係しているかもしれません。さらには、

知識がしばしば権威や権力と結びつく場合があ

ることへの批判の感情もあるように感じます。

平成26年度学位記授与式 総長告辞

知識基盤社会である一方で
「知性」の地位は低下している
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　知性がこうした状況にあることは、どのよう

な影響をもたらすのでしょうか。知識がさまざ

まな具体的課題の解決やイノベーションに役立

つことはたしかです。ただ、知性という観念が

薄れていくことは、知識の役割が短期的な道具

的用途に向けられがちな傾向を強めていくよう

な気がします。知性なり理性というものは、本

質的に長い時間軸の中で形成され、かつ長い時

間軸の中で効用を生み出していくものであるは

ずだというのが私の理解です。

　「知性」という言葉について、これまであえ

て定義を与えることなく話をしてきました。知

性を表す言葉は、当然に国によってさまざまな

言語表現があり、またギリシャの昔から数限り

ない人々によって論じられてきたものであって、

一つの定義で事足りるということはありません。

ただ、少なくとも、知性というのは、アリスト

テレスの時代以来、感覚的なものとは区別され

るものと捉えられ、抽象化や概念化、理解や推

論、多様な経験や観察による思考の総合化や相

対化を踏まえた認識をなしうる資質と理解して

よいだろうと思います。また同時に、こうした

資質の涵養は、人格の形成そのものと重なるも

のとも捉えられてきたように思います。こうい

うと難しい話のようですが、実はそれは、皆さ

んが学部で真剣に学び、そして大学院で研究を

突き詰めてきたプロセスと重なっています。皆

さんは、学びや研究の中で、意識的にせよ無意

識的にせよ、十分な時間をかけた、絶えずリフ

レクティブな過程を経て学術の成果をまとめ上

げてきたはずです。そして、おそらくその過程

の中で、自分自身の成長ということも実感して

いるはずです。それが、知性というものを身に

付けてきた、ということです。意識すべきなの

は、その知性を存分に発揮できる場を見出す、

あるいは作り出すということ、そしてその知性

をさらに磨き続ける、ということです。

　いま知性というものが置かれている時代環

境を考えさせる事例として、私が最近関わっ

てきた学外での活動に触れておきたいと思い

ます。それは、経済界、労働界、学識者の有

志で組織するグループの勉強会で、新しい日

本の創造を目指して公共を担う人材の支援や

日本の政策形成の人的・知的ネットワークの

立て直しを図るべく、2030年を想定して日

本の自画像を描いてみようと議論を重ねてき

ました。その詳細をここでお話しする余裕は

ありませんが、そうした未来の日本の姿を描

こうとする時には、当然、いま現在、何が課

題なのかを意識的に俎上にあげることが必要

となります。そこで未来に向けた取り組みを

妨げるものとして批判的に取り上げられてい

るのが、社会における「余剰幻想」というも

のであり、また「短期的思考・志向の広がり」

という現象です。「余剰幻想」というのは過

去の成長の遺産に寄りかかり、過去の考え方、

生き方、働き方のままに将来を描き続けよう

という体質を指しています。日本の場合は、

戦後の高度経済成長の余剰幻想から抜け切れ

ないで、財政危機や少子高齢化などの課題に

対して抜本的な対策をとれないでいることの

問題が指摘されているわけですが、こうした

余剰幻想は、社会の諸々の変化のスピードの

速さに追われて生じている面もある「短期的

思考・志向の広がり」と必然的に連動してい

るはずです。すなわち、これまでの社会のか

たちがこれからも基本的にそのまま続いてい

くだろうという感覚を持ち続ける限り、短期

的な視野でものを考えていればよく、長い目

で将来を見通すような議論は必ずしも必要で

はないということになってしまいます。

　いまお話ししたような時代状況が、どうや

ら、さきほど話してきたような、知性が置か

れている現代の環境と関連しているように思

います。すなわち、これまでの社会的な枠組

みや価値観の延長上で考える「余剰幻想」が

ある限りは、長い時間軸に立った思考や見通

しを提供する知性、また長い時間軸がなけれ

ば十分に機能を発揮することが出来ない知性

の役割は限られてきます。ただ、逆に、こう

した「余剰幻想」の支配する時代状況を突破

していくことができるのも、知性に他なりま

せん。さきほどの研究グループのレポートは、

富のように「見えるもの」だけでなく、社会

の中で育まれてきた美や感性や倫理といった

価値、培ってきた技術力や社会構想力の可能

性といった、「見えないもの」の大切さとい

うことにも言及しています。そうした「見え

ないもの」をじっくりと育み、認識し、また

支え続けていくのも、やはり知性以外の何物

でもありません。日本の社会が、あるいは世

界の多くの国々がさまざまに困難な課題を抱

えていることは事実です。そして、そうした

課題の少なからずが、現状の延長上の思考や

枠組みだけでは解決できないことも事実です。

それだけに、いまここに大学院という厳しい

知的な修練の場を経て明日の時代を担うべく

旅立っていこうとする皆さんに、社会におけ

る知性の再興、知性の再活性化という課題を

託したいと思います。

　今日の話の冒頭で、この安田講堂の改修と

いうことに触れましたが、皆さんの目の前の

舞台上に描かれた壁画にちょっと目をやって

いただきたいと思います。これは安田講堂の

創建時に、小杉未
みせい

醒という洋画家によって描

かれたもので、このたびの改修にあたって東

京藝術大学の研究室の手を借りて修復されま

した。くすみがとれて、かつてより絵がずい

ぶんと鮮明になったように見えます。舞台正

面に向かって左が「湧泉」、右が「採果」と

題されており、「知恵が泉のように湧き出し、

大きな成果となって実を結ぶ」というテーマ

を寓意的に描いたものであると、伝えられて

います。この講堂が90年にわたって見つめ

続けてきたであろう東京大学の教育研究の歴

史は、実際、そのようなものでした。この絵

に描かれている人々からは不思議な印象を受

けます。あるいは天平風のようでもあり、あ

るいはギリシャ・ローマ風でもありますが、

はっきりしません。当時の記録を読むと、大

学側から絵のモチーフを「時代と場所を超越」

したものにしてほしいという希望があったと

いうことが、小杉画伯の言葉として出てきます。

知性というのは本質的に長い
時間軸の中で形成されるもの

時代と場所を超越して
躍動する知的な世界へ
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　まさしく知性というものは、かくあるべき

だと思います。皆さんがこれから社会の現場に

出て行くのであれ、あるいは、大学など研究機

関で研究を続けていくのであれ、限られた時間

や特定の場でしか通用しない知識だけでなく、

「時代と場所を超越」して躍動する知的な世界

を保ち、かつ磨き続けていただきたいと思いま

す。知性というのは、完結したものではなく過

程であって、つねにリフレクティブに自らを成

長させ続けているという状態が、その本質です。

そのダイナミズムを意識的に維持し続けること

が皆さんの人生をさらに豊かなものとし、また、

さまざまな形での社会への貢献を確実に生み出

していくはずです。

　タフに、そしてグローバルに、皆さんのこ

れからのご健闘をお祈りします。

平成27年（2015年）3月24日

　本日は、濱田総長をはじめ、諸先生

方のご臨席を賜り、このように盛大な

学位記授与式を催していただき、あり

がとうございます。修了生を代表して、

厚く御礼申し上げます。また、ただいま、

濱田総長よりご告辞と激励のお言葉を

賜りましたこと、感謝申し上げます。

　本日、この場に集った修了生は、東

京大学大学院に入学し、修士課程、博

士課程または専門学位課程で日々研究

に励んでまいりました。

　私の場合は社会情報学を専門分野と

し、「市場社会において、私益の追求

と公益はいかに両立しうるのか」とい

う18世紀のアダム・スミス以来の経

　本日は、先生方並びにご来賓の皆様の

ご臨席を賜り、このように盛大な式典を

催して頂きまして誠にありがとうござい

ます。また、只今濱田総長より心からの

励ましのお言葉を賜りましたこと、修了

生一同、心より厚く御礼申し上げます。

　私たちは、数年前に本学の門を叩いて

以来、日々研究に励み、本日こうして念

願の日を迎えています。これまでの研究

生活は決して順風満帆なものではありま

せんでした。考えぬいてやっと閃いたこ

との大半は上手くいきませんでした。ま

た、ついに発表に値する発見だと思える

ものがあっても、既に別の誰かによって

発表されていることを知り落胆すること

が少なくありませんでした。そして、ど

うにか論文の形にすることができても、

厳しいピア・レビューによりなかなか成

果と認められないこともありました。

済思想のテーマに対して、社会の高度

情報化がその問題を解く鍵になる可能

性について研究してまいりました。そ

の研究の動機は、これまでの人生経験

によっています。私は現在に至るまで

長く広告会社に所属し、市場社会の只

中で仕事をしてきました。広告やマー

ケティングを通じて消費者に対して

「私益の追求」を促してきましたが、

そうした仕事に携わっているうちに、

それが社会全体にとってどのような意

義をもっているのかという、内なる問

いを抱くようになりました。その問題

を解くために市場社会のルーツにまで

遡り、その理論と、ICTにより変革さ

れつつある現在の市場との関係を解き

明かすことを試みたのであります。

　以上は社会人と学生とを兼ねている

私固有の経験です。もとより、修了生

一人一人の研究の内容、およびその動

機は、様々に異なっていることでしょう。

次々に壁が立はだかる苦労と挫折の連続

であったと思います。

　しかし、指導教員をはじめとする諸

先生方にご指導ご鞭撻を賜るに連れ、

こういった過程こそが、人類が確固た

る「知」を創造し獲得する重要な営み

なのだと強く感じるようになりました。

先人の積み重ねた発見に基づいて活動

を行うことは、しばしば「巨人の肩の

上に立つ」と例えられます。一度自身

の研究に熱中し成果を急ぎすぎると、

まるで巨人が自分の前に立ちはだかり、

成果の新規性を削ぎ疑問を投げかけ足

を引っ張るかのように感じられてしま

います。ところが、私達は巨人に立ち

向かっているわけではなく、巨人をよ

り大きくするために努力しているはず

です。私達が現在様々な技術に支えら

　しかしながら、社会に生きる一人の

人間として感じとった経験が自身の研

究をおしすすめる力となっていること

は、おそらくここに集う皆に共通して

いるのではないでしょうか。

　研究とは、いかなる分野のものであれ、

現実と理論との対話です。私たちが果た

すべき知的創造とは、抽象と経験の間を

行き来する循環運動そのものにあります。

　日本および世界の現実には、医療、

食糧、財政や雇用、貧困、平等、民族

の共生、環境とエネルギーなど、さま

ざまな課題が山積しています。私たち

東京大学大学院の修了生は、こうした

困難な問題を克服するために現実に対

する洞察とそれにたちむかう意思をも

ち、あらたな知識をうみ、知識をもっ

てさらなる現実にあたり、問題への認

識を深め、知識をより高度化する、そ

うした持続的なループ運動の力を信じ、

実践していくものです。

れ豊かな暮らしができ、そしてこうや

って新たな知を創造するに至っている

のも、計り知れない先人たちの努力に

よる知の積み重ねによるものです。そ

の尊さを理解するにつれ、巨人が決し

て崩れてしまうことのないよう着実な

過程を経ることに納得がいき、そして

自らの成果が認められ巨人の一部とな

っていくことの喜びをより一層感じる

ことができるようになりました。

　さて、私達修了生一同は本日をもっ

て社会へと巣立っていきます。東京大

学にて最先端の科学技術と研究に取り

組む姿勢を身につけた私達には、日本

のリーダーとして活躍し、日本を、そ

して人類をより良い未来へと導くとい

う、非常に大きな責務が課されている

と認識しております。例えば、私が専

　本日、学位を授与された後も、私た

ちの人生は続きます。あるものは学術

の世界に残り、あるものは社会の現場

に身を置くことになるでしょう。しか

し私たちはみな、それぞれの持ち場に

おけるこうした往還運動の持続によっ

てこそ人類の困難な課題を乗り越えら

れることを確信し、明日からの毎日を

あらたな決意をもって過ごしてまいり

たいと思います。

　最後になりましたが、今日を迎えるこ

とができたのは、これまで私たちをご指

導くださいました諸先生方、職員の皆様、

切磋琢磨してきた友人たち、そして暖か

く見守ってくださったご家族の皆様の支

えがあったからこそのことです。私たち

の日々の現実を支え続けてくださった皆

様に、心より感謝申し上げます。

　東京大学の更なるご発展を祈念いた

しまして、答辞とさせていただきます。

門とする情報理工学では、コンピュー

タシステムの高速化と高度化を続ける

ことにより、遠からずコンピュータの

知能が人類を大きく超える「技術的特

異点」を迎え、そのインパクトは産業

革命を超えるとも言われています。そ

ういった大きな課題に、将来の仲間た

ちと協力して取り組み、次の時代をよ

り良いものとして創造するべく尽力す

る覚悟であります。

　最後になりますが、今日まで研究、

研鑽の大切さをご指導下さった恩師の

先生方と、日々の研究活動を支えて下

さった家族や友人に修了生一同、心よ

り感謝を申し上げます。東京大学の更

なるご発展を祈念いたしまして、答辞

とさせていただきます。

学際情報学府
安藤元博さん

情報理工学系
研究科
秋葉拓哉さん

答辞

答辞

（第一部）

（第二部）
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　平成27年度学部入学式及び大学院入学式が4月13日
（月）に、日本武道館において挙行されました。
　午前の学部入学式には約3,000名の新入生と、そのご
家族など約6,400名、合わせて約9,400名が、午後の大学
院入学式には、約2,900名の新入生と、そのご家族など
約3,400名、合わせて約6,300名が出席しました。
　午前9時45分、運動会応援部による演舞があり、音楽
部管弦楽団によるサンサーンス作曲の「サムソンとデリ
ラより"バッカナール"」及びワーグナー作曲の「ニュル
ンベルクのマイスタージンガー前奏曲」の演奏後、五神
真総長はじめ理事・副学長、理事、学部長、研究科長、
研究所長並びに来賓の苅谷剛彦オックスフォード大学教
授が登壇し、10時40分開式となりました。
　式では、はじめに音楽部管弦楽団、音楽部合唱団コー
ルアカデミー、音楽部女声合唱団コーロ・レティツィア
による、東京大学の歌「大空と」の奏楽、合唱の後、総
長が式辞を述べ、続いて、小川桂一郎教養学部長が式辞
を述べました。式辞の後、苅谷剛彦オックスフォード大
学教授から祝辞をいただきました。その後、入学生総代
高宮日南子さん（理科I類）による宣誓が行われました。

最後に運動会応援部のリードにより新入生をまじえ全員で東京
大学の歌「ただ一つ」の奏楽、合唱をもって、11時40分に式
を終えました。
　大学院入学式においては、13時25分から運動会応援部によ
る演舞、音楽部管弦楽団によるサンサーンス作曲の「サムソン
とデリラより"バッカナール"」及びワーグナー作曲の「ニュル
ンベルクのマイスタージンガー前奏曲」の演奏後、五神真総長
はじめ理事・副学長、理事、研究科長、研究所長並びに来賓の
佐藤勝彦大学共同利用機関法人自然科学研究機構長が登壇し、
14時20分開式となりました。
　式では、音楽部管弦楽団、音楽部合唱団コールアカデミー、
音楽部女声合唱団コーロ・レティツィアによる、東京大学の歌
「大空と」の奏楽、合唱の後、総長が式辞を述べ、続いて、坂
井修一情報理工学系研究科長が式辞を述べました。式辞の後、
佐藤勝彦大学共同利用機関法人自然科学研究機構長から祝辞を
いただきました。その後、入学生総代田中涼介さん（総合文化
研究科）による宣誓が行われました。最後に運動会応援部のリ
ードにより新入生をまじえ全員で東京大学の歌「ただ一つ」の
奏楽、合唱をもって、15時30分に式を終えました。

平成27年度入学式・大学院入学式

　本日ここに東京大学に入学された新入生の

皆さんに、東京大学の教職員を代表して、心

からお祝いと歓迎の意を表します。皆さんを

新たな仲間として東京大学にお迎えすること

は、私たち教職員にとっても大変喜ばしいこ

とです。

　目標としてきた東大入試を突破し、念願が

平成 27年度入学式 総長式辞

五神 真
東京大学総長

叶ったという喜びと、大学での新しい生活へ

の期待に胸を膨らませていることと思います。

東京大学の恵まれた教育環境を思う存分に活

用して、大きく成長してください。

　ご列席のご家族の方々にも、心からお喜び

申し上げます。皆さんが大切に育んでこられ

たお子さんが、東京大学でその能力をさらに
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大きく伸ばすことができるよう、私たち教職

員も全力を尽くしたいと思います。

　本日入学された皆様は3,144名です。うち、

女子学生は580名、外国人留学生は38名です。

あとで詳しくお話しするように、東京大学は、

多様性を大切にしたいと考えています。それ

は、優れた人材が育つためには、多様な人材

が集まって切磋琢磨する環境が不可欠だから

です。東京大学には、全ての都道府県の出身

者が在籍しています。その点では多様性に富

む大学と言えます。しかし、女子学生と外国

人留学生の比率については、残念ながら私た

ちの期待する水準には至っていません。私は、

東京大学の学生の多様性をさらに豊かなもの

にしていかねばならないと考えています。

　新入生の中には、東日本大震災で大きな被

害を受けた地域から進学された方々も含まれ

ています。中学生のときに大震災に遭い、復

旧復興が進む中で高校時代を過ごし、困難な

環境の中で勉学に励まれ、そして今日この日

を迎えられました。ハンディキャップを乗り

越えたご努力に、心より敬意を表します。大

震災発生から4年の歳月が流れました。しか

し、復興はいまだ道半ばです。東京大学はこ

の間、濱田前総長の下で、多くの教職員や学

生が様々な復興支援の活動を行ってまいりま

した。これからも、復興にむけた貢献を続け

ていく決意でおります。新入生の皆さんも、

復興支援のボランティアの輪にぜひ積極的に

加わってください。

　さて、東京大学は1877年（明治10年）4

月12日に創立されました。昨日が東京大学

の138回目の誕生日です。皆さんが3年生に

進学するときに、東京大学は創立140周年を

迎えることになります。

　東京大学の前身である蕃書調所は1857年、

種痘所は1858年の幕末期に設立されました。

明治期に入り、文明開化の時代になると、西

洋諸国の近代化の成果を一気に導入すること

が必要になりました。その中枢的役割を担う

ために東京大学が設立されました。そこで教

育の中心的役割を担ったのは、西洋諸国から

招聘した外国人教師、いわゆるお雇い外国人

で、講義はほとんど外国語で行われていまし

た。設立当初の東京大学は、今よりもはるか

に国際化していたのです。

　東京大学は、1886年（明治19年）に公布

された帝国大学令によって帝国大学に改組さ

れ、総合大学としての原型が整いました。そ

の際に、工部省が所管していた工部大学校が

帝国大学に統合されました。これは実は、世

界史的に見て画期的な試みだったのです。中

世ヨーロッパに起源を持つ西洋諸国では、大

学は、医学、理学、法学、文学などの古典的

な学問を教育研究する組織であり、工学のよ

うな実用技術は大学では取り扱わないとする

考えが支配的だったのです。東京大学は、工

学を学問として、他の古典的な学問と同格で

総合大学の構成要素と位置付けたわけです。

これは世界で初めてだったのです。現在では、

欧米の大学に工学部が設置されているのは普

通のことになりましたが、東京大学のこの試

みは、先駆的なアイディアだったのです。

　この頃既に、東京大学から優れた人材が育

ちはじめていました。アドレナリンの結晶抽

出に成功した高峰譲吉、緯度変化のZ項を発

見した木村栄、土星型原子模型を提唱した長

岡半太郎など、教科書に紹介されているよう

な著名な研究者は、いずれも東京大学の創設

期の卒業生です。彼らは、単に西洋の先進的

な学術を学んだだけでなく、それぞれの領域

で従来の学問の常識を超える、世界最先端の

学術成果をあげた人物たちです。

　高峰たちのように、知識を武器として活動

し、既存の常識を超える新たな発明や発見を

し、そのことを通じて世界を舞台に、人類社

会に貢献するような人物を、私は「知のプロ

フェッショナル」と呼びたいと思います。高

峰たちは傑出した「知のプロフェッショナル」

ではありますが、彼らは決して例外ではあり

ません。私は、東京大学総長として、東京大

学で学ぶ全ての学生諸君が「知のプロフェッ

ショナル」になって欲しいと願っています。

またそれは可能なことであると確信していま

す。

　それでは、どうしたら皆さんは「知のプロ

フェッショナル」になることができるのでし

ょうか。

　「知のプロフェッショナル」になるためには、

当然のことながら、それぞれの専門領域で最

先端の知識を身に付けなくてはなりません。

皆さんがこれから身に付けなければならない

専門知識はきわめて高度なものですが、東大

入試に合格した皆さんなら、よほど怠けない

限り、十分に咀嚼可能でしょう。しかし、い

かに高度であっても、単に既存の知識を吸収

するだけでは、不十分なのです。皆さんが、

既存の知識の限界を突破する「知のプロフェ

ッショナル」になるためには、最先端の知識

を身に付けることに加えて、3つの基礎力を

身につけることが不可欠だと私は考えていま

す。

　第1の基礎力、それは、「自ら新しいアイデ

ィアや発想を生み出す力」です。

　高等学校では、身につけるべき知識はあら

かじめ定められていました。その知識を学び

取ることが即ち学習でした。東京大学の入学

試験においても、高等学校の学習指導要領の

範囲を超えた問題を出題しないことを原則に

しています。ですから、皆さんがこれまで励

んでこられた受験勉強は、いわば有限の枠内

における勉強だったのです。それに対して、

東京大学におけるこれからの学びは、自由で

あり、かつ無限です。そもそも大学には指導

要領など存在しません。東京大学では世界最

先端の知の探求を目指し、日々研究がすすめ

られています。大学教育はその最先端の知の

担い手を育成することを目指しています。世

界の最先端には、先人によるお手本はありま

せん。これまでのように先生が授業で教えて

くれたことに満足するだけでは、既存の知の

限界を突破することは永遠にできません。そ

こで求められるのは、「自ら新しいアイディ

アや発想を生み出す力」なのです。

東大が創立 10年で試みた
世界初のアイディアとは？

「知のプロフェッショナル」に
なるには 3つの基礎力が必要
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　第2の基礎力は、「考え続ける忍耐力」です。

　東京大学の入学試験では、受験生が持って

いる知識の多さよりも、持っている知識を組

み合わせて解を導く力､すなわち「考える力」

を重視しています。ですから、東京大学の入

学試験に合格した皆さんは、優れた「考える

力」を持っていると言えます。しかし、東京

大学の学びで求められる「考える力」は、そ

れよりもはるかに高い水準のものなのです。

というのも、入学試験では解答時間が決まっ

ています。問題を解くために考える時間は、

せいぜい2時間か3時間です。そして、試験

問題には基本的に正解が存在します。それに

対して、最先端の知を追求する大学の学びで

は、どうすれば正解に辿り着けるのか誰にも

分かりません。そもそも正解があるのかも分

からないのです。そこで求められるのは、単

なる「考える力」ではなく、「考え続ける力」

なのです。考え続ける期間は、何日も、何週

間も、時には何ヶ月にも及ぶかもしれません。

ですから、それは「考え続ける忍耐力」と呼

ぶべき力なのです。天才の一瞬の閃きによっ

て生み出されたとされる歴史的な発見であっ

ても、実は、殆どの場合、「考え続ける忍耐力」

の産物なのです。

　第3の基礎力は、「自ら原理に立ち戻って考

える力」です。

　大学での学びを通じて、皆さんはそれぞれ

の専攻する専門分野を選び、やがてそれぞれ

の専門分野におけるエキスパートとして活躍

することになるでしょう。学問は、高度化す

ればするほど専門化し、細分化される傾向が

あります。細分化が進む中で、袋小路に迷い

込んだ経験を持たない幸運な研究者は、むし

ろ稀です。袋小路に迷い込んだ時、研究者を

救うのは、「自ら原理に立ち戻って考える力」

なのです。原理に立ち戻ることで、自分が今

どこに立っているのかを確認し、進むべき方

向を見いだすのです。

　これまでお話ししたことから、東京大学に

おける学びが、高校時代の学習や受験勉強と

は質的に大きく異なるものであることはご理

解頂けたと思います。皆さんは、東京大学に

合格して、受験勉強から解放されました。そ

してそれは、「自ら新しいアイディアや発想

を出す力」、「考え続ける忍耐力」、「自ら原理

に立ち戻って考える力」という3つの基礎力

を身につけるための、新たな学びへのスター

トに他ならないのです。

　受験勉強からこの新たな学びへの転換には、

ギアチェンジが必要になります。東京大学は、

濱田前総長のもとで「学部教育の総合的改革」

と呼ばれる大規模な教育改革に取り組んでき

ました。それは、みなさんがこのギアチェン

ジをスムースに行えるようにするためのもの

です。新入生が最初の1年間、大学を休学し、

自ら作った計画に基づいて様々な体験活動に

取り組む初年次長期自主活動プログラム

（FLYプログラム）、自らが選択して多様な活

動を経験する体験活動プログラムなどがあり

ます。また、皆さんの学年から始まる、初年

次ゼミナールでは、様々な分野の第一線で活

躍する教員が、少人数のクラスで、自らの研

究体験を踏まえながら、大学での学びについ

て語り、皆さんの知的好奇心に火を付けたい

と思っています。ここではこれらのプログラ

ムの詳細な説明は省きますが、皆さんの新た

な学びへの挑戦を応援しています。どうか存

分に活用してください。

　さて、大学の学びの中で3つの基礎力を身

に付けた皆さんは、「知のプロフェッショナ

ル」に向けて次第に歩んでいくことになりま

す。そこで、皆さんがこれから「知のプロフ

ェッショナル」になる上で欠かせないのが、

「何のために」という問いに答えることなの

です。

　この問いに対する答えを見つけるのは皆さ

ん自身です。私たち教員は答えを教えること

はできません。しかし、皆さんに対して、そ

れぞれの専門を生かして、人類の抱える諸問

題を解決することに貢献していただきたいと

願うことは、許されると思います。

　20世紀は「科学技術の世紀」と呼ばれ、

科学技術の多くの分野で目覚ましい革新が生

み出されました。21世紀に入って、変革の

速度はますます増しています。科学技術の発

展は、かつて人類が抱えていた多くの問題を

解決しましたが、同時に新たな問題を発生さ

せました。例えば資源の枯渇、環境破壊、世

界金融不安、地域間の格差拡大等です。これ

らは地球規模の深刻な問題であり、人類の存

続を脅かしています。私たちは、人類の未来

のために、学問の力を通じてこれらの諸問題

の解決に貢献する責任があります。皆さんは

是非、それぞれの専門を生かして、これらの

諸問題を解決することに挑戦し、貢献してく

ださい。

　これらの課題は、いずれも難問です。こう

した難問を解決するのに必要なものは何か。

私は、「多様性すなわちダイバーシティー

（diversity）の尊重」そして「自己を相対化

する視野」の二つが絶対に必要であると考え

ています。

　「多様性の尊重」が必要なのは、これらの

正解の分からない難問を解くためには、多様

な観点から様々な知恵を出し合うことが不可

欠だからです。その前提として、多様性が尊

重されなくてはなりません。多様性の尊重と

は、人々の国籍、性別、年齢、言語、文化、

宗教などの違いを大切にし、互いの個性を尊

重することです。現在急速に進行しつつある

グローバル化は、人々の生活をフラット化す

る、すなわち画一化する方向に導く傾向があ

ります。しかし、個性を塗りつぶして、皆が

同じような生活をする社会は人類の進むべき

方向ではないはずです。

　私は、グローバル化の中で顕在化してきて

いる問題を解決するためには、むしろ画一化

の対極にある多様性の尊重が不可欠だと考え

ています。多様性が尊重される社会において、

人々が異なる視座からの知恵を出しあい、地

域や国境を越えて共に行動し、協力して社会

をよりよい状態に導くのです。すなわち「多

様性を活力とする協働」が地球規模で行われ

新たな学びを始めるために
受験勉強からのギアチェンジを
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ることこそ、真のグローバル化の姿でなくて

はなりません。

　「多様性を活力とする協働」とは、自らと

異なるものを理解し、互いの違いを尊重しあ

いながら協力することです。そのために求め

られるのが、私のいう「自己を相対化する視

野」なのです。皆さんがこれから学ぶ駒場の

教養学部は、「自己を相対化する視野」を獲

得するための絶好の条件が整っています。東

京大学に入学した全ての新入生が学ぶ教養学

部には、全国、そして海外から多様な学生が

集まっています。皆さんは、クラスだけでは

なく、課外活動や学生寮での生活などを通し

て、自分とは異なるバックグラウンドを持つ

友人を見つけ、意識して交流してください。

　私自身も、教養学部時代のサークル活動で

培った、文系理系を越えた交流は、生涯の貴

重な財産になっています。

　皆さんは、これから教養学部で学ぶ中で、

自ら進むべき専門分野を見極め、選ぶことに

なります。しかし、私は皆さんに対して、あ

えて、自らの選ぶ専門分野の対極にあるよう

　新入生のみなさん、入学おめでとうござい

ます。難関をくぐり抜けて念願の東京大学入

学を果たされたことを心よりお祝い申し上げ

ます。また、ご両親をはじめとするご家族の

皆様にも、お祝い申し上げます。

　東京大学に入学した学生は、全員が、まず、

教養学部に在籍して、少なくとも 2年間を

駒場キャンパスで過ごします。その 2年間は、

東京大学では前期課程と呼んでいますが、そ

こでリベラルアーツ、すなわち、教養教育の

基本的な理念に基づく幅の広い一般基礎教育

を受け、その間にさまざまな可能性を模索し

ながら、自分の専門を決めて、後期課程の学

科に進学していきます。

　この教養学部の 2年間は、それをどのよ

うに過ごすかによって、その先の長い人生が

変わるといっても過言でないほど、大切な期

間です。その間にみなさんは、月並みな言い

方ではありますが、よく学び、よく遊んでく

ださい。そして、その学びと遊びを通して、

な学問に触れ、自らの専門についてもそれを

相対化する視野を教養学部時代に身に付ける

ことを、強く勧めたいのです。文系の皆さん

は、自然科学の最先端の学問に是非触れてみ

てください。理系の皆さんは、文化や社会の

在り方に関する人類の叡智に是非触れてみて

ください。せっかくの機会を素通りして卒業

してしまってはもったいないのです。

　このように自らと異なるものとの交流を体

験することを通じて、皆さんは「自己を相対

化する視野」を獲得することができるでしょ

う。そしてそれは、「知のプロフェショナル」

として活動するはずの皆さんの可能性を大き

く拡げるはずです。

　

　私は、この4月1日に東京大学総長に就任

したばかりです。皆さんと同じ1年生です。

東京大学の教育研究の水準をさらに高度なも

のとすることに努め、皆さんが東京大学を卒

業するとき、「東京大学で学んでよかった」

と心から思えるような大学にしたいと考えて

います。伝統は守るだけのものではなく、創

り出すものです。皆さん、是非一緒に東京大

学の新しい伝統を創っていきましょう。

　最後になりますが、何事を成し遂げるにも

健康が第一です。その為には規則正しい生活

をすることがなによりです。規則正しい生活

をする秘訣をお教えしましょう。まず、朝、

きちんと起きて朝食をしっかり食べること、

そして授業に出席することです。

　「知のプロフェッショナル」を目指して大

きく成長してください。皆さんのご健闘を祈

ります。

平成27年（2015年）4月13日

「自己を相対化する視野」を得る
ための絶好の条件が駒場にある

教養学部長式辞

小川 桂一郎
東京大学教養学部長

良き師と良き友を得てください。教養学部は、

そのための最高の環境です。みなさんは、そ

れを最大限活用してください。今、教養学部

長として申し上げたいことは、この当たり前

のことに尽きるのですが、それについて思う

ことを、少しばかり付け加えたいと思います。

　まず、学びについてですが、それは 2つ

に分けられます。一つは、将来の仕事に必要

な知識や技能を習得することを目的とした専

門基礎としての学び、もう一つは、仕事には

直接的には必要とされないものの、人間とし

て、偏りのない幅広い見識と教養を身につけ

るために必要な学びです。教養学部は、その

両方についてバランスのとれた教育を行って

います。

　専門基礎としての学びは、職業人として自

立していくためのものですので、自分の将来

の進路が決まれば、誰でも一生懸命取り組み

ます。東大入試合格という明確な目標に向け

て努力し、それを達成されたみなさんですの

で、専門基礎の勉強については、何の心配も

していません。

　しかし、大学に入学したばかりの時点で、

将来の進路を決めている人はむしろ少数で、

大部分の人はまだ決まっていません。そもそ

も、自分が本当は何が好きで、何をやりたい

のかもわからないという人も少なくないと思

います。しかし、それは、まったく心配する

専門基礎としての学びと
見識をつけるための学び
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ことではありません。それどころか、むしろ

当然のことです。なぜなら、みなさんのこれ

までの人生経験も、学んできたことも、ごく

限られたものに過ぎないからです。日本の近

代教育の根底を築いた偉大な教育者の言葉に、

「専門学科と職業の選定は遅いほど良い」と

あるくらいです。

　教養学部に入られたみなさんは、誰もが、

まずこのことを意識したうえで、自分の世界

を拡げる努力をしてください。それは、でき

るだけ広い学問分野に触れ、その中に入り込

み、迷いを重ねることです。この努力は、す

でに進路を決めたつもりの人にとっても必要

です。自分の世界が拡がると、それまで当然

のこととして決めていた自分の進路を見直す

ことになる可能性もあるからです。教養学部

は、みなさんのその努力を、さまざまな形で

強力に後押しします。それが、教養学部にお

ける教養教育です。

　教養学部で開講される授業の範囲は非常に

広く、その内容はきわめて多彩です。講義

の数は毎年 2000以上に上ります。それには、

物理や化学といったなじみのある科目名とと

もに、タイトルすら見たことのないようなも

のもあるでしょう。初めて見るタイトルの科

目の内容がみなさんにとって非常に新鮮であ

ることはもちろんですが、よく知っているつ

もりの科目の授業も、その内容は、高校まで

とは驚くほど異なることでしょう。ぜひ、そ

の知的興奮を味わってください。

　授業に出るにあたっては、その内容を理解

することはもちろんですが、教員とのコミュ

ニケーションも、劣らず大切です。東京大学

での授業の多くは、その分野の第一線の研究

者、すなわちその分野の学問の構築に参画し

ている教員によって行われます。授業のなか

で、そのような教員の学問に対する情熱を感

じ、その考え方や生きる姿勢を学び取ってほ

しいと思います。それは教科書を読むだけで

は得ることのできない、とても大切なことで

す。それが、生涯の師との出会いとなり、あ

るいは、将来の進路を決定する機会となるか

もしれません。そのような機会は、もちろん、

待っているだけでは決して訪れません。気に

入った授業には十分な準備をして出席し、積

極的に対話に参加してみてください。同学を

志す友人との間に深い友情を育むきっかけと

もなるでしょう。一つでもそのような授業に

出会えることを願っています。

　みなさんが教養学部で受ける授業の多くは、

教養を身につけるための科目ですが、同じ科

目でも、人によってその位置づけは変わりま

す。いずれにせよ、みなさんが教養学部で学

ぶ多くの科目は、将来の職業に直結しないと

いう点においては一種の“遊び”のように思

われるかも知れませんが、しかし、その遊び

こそが、人間として偏りのない幅広い見識と

教養の源となるのです。

　これまで学業のことばかりお話してきまし

たが、教養学部の学生生活のもう一つの柱は

課外活動です。課外活動は学業ではないので、

これは純粋な遊びといえますが、今申し上げ

た観点に立つと、とても大切な営みであり、

教養学部としても重視しています。実際、さ

まざまなスポーツや文化芸術活動がさかんに

行われており、その中には、驚くほど高いレ

ベルに達しているものもあります。親から見

ると、子供は勉強するために東大に入ったは

ずなのに、課外活動にばかりうつつを抜かし

ていると思われるかもしれませんが、それも

教養学部における広い意味での教育の一環で

すので、ご心配は無用です。

　課外活動を重視するのは、好きなことに没

頭するときに得られる高揚感を体験し、それ

が生きる喜びそのものといえることを知って

ほしいからです。また、好きなことに徹底的

に取り組み、努力していけば、やがてそれは、

自分だけではなく、他の人にも喜びをもたら

せるようになることもわかるでしょう。たと

えば、スポーツや音楽演奏は、最初のうちは

なかなかうまくできません。それでも、困難

を一つ一つ克服してゆくのはとても楽しいも

のです。努力を重ねてある程度上手にできる

ようになってくると、自分だけでなく、それ

を見たり聴いたりしてくれる人にも楽しんで

もらえるようになります。これは、他の人と

の間で深いレベルのコミュニケーションが成

立し、それによって喜びが生まれることを意

味しています。音楽の演奏であれば、自分が

奏でている音楽がこんなにも美しいものなの

だという思いが聴き手に伝わり、それが感動

を呼び起こすのだといえるでしょう。

　自分の思いが深いレベルで他者と共有され

る喜びは、創造を伴うあらゆる営みに共通し

ます。自然科学や人文科学の研究の喜びも、

自分の発見したことの面白さを伝え、それを

共有してもらえることにあります。したがっ

て、課外活動としてよく遊ぶことも、よく学

ぶことに劣らず大切なのです。

　しかも、課外活動を通して得られる友人と

の間には、共通の趣味を介しているだけに、

とても強固な結びつきが生まれます。生涯を

通しての友人も得られるでしょう。指導者に

師事すれば、その先生とも強い結びつきが得

られます。

　みなさんが、教養学部における学びと遊び

を通して、良き師と良き友に巡り会うととも

に、自分が本当に喜びをもって深めてゆける

ものを見出して、その道に進むに十分な基礎

を養われることを心から願って、私の式辞と

いたします。

授業では内容とともに教員と
のコミュニケーションが大切

好きなことに没頭する際の
高揚感は生きる喜びそのもの ♬東京大学の歌

「ただ一つ」
作詞・大森幸男　作曲・山口琢磨

ただ一つ　旗かげ高し
いまかがやける　深

みそら

空の光
天
てんちょう

寵を　負える子ら　友よ　友
ここなる丘に　東大の旗立てり
伝統の旗　東大の光
たたえ　たたえん　たたえ　たたえん

ただ一つ　歌ごえ高し
いまなりわたる　疾

はやて

風の力
双
そうがん

眼の　澄める子ら　友よ　友
ここなる杜

もり

に　東大の歌湧
わ

けり
伝統の歌　東大の力
たたえ　たたえん　たたえ　たたえん
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祝辞
　皆さん、入学おめでとう。入学試験という

ハードルを越え、東京大学での教育を受ける

権利を得たこと、それは誰にでも得られるも

のではない､ とても恵まれた権利です。それ

を今後皆さんがどのように生かしていくか。

それは皆さん自身の決意と行動にかかってい

ます。

　私事になりますが、ちょうど 40年前、私

も皆さんの側におりました。この大きな会場

のどこかの席で､ 今の皆さんと同じように、

少し緊張した面持ちで、入学式に参加しまし

た。

　その頃は、海外留学も限られた一握りの人

のものでした。英語の苦手だった私にとって

は、その後、自分がアメリカの大学で社会学

の博士号を取得し、論文を英語で発表するよ

うになるなど、想像もできませんでした。ま

してや、その後、東大の教員となり、さらに

は 50代でオックスフォード大学で教えるよ

うになろうとは、40年前の私には、夢とし

て思い描くことさえできないほどの大きな変

化でした。

　それらを可能としたのは、自分自身の努力

も多少はあったでしょうが、おそらくそれ以

上に、この 40年間に急速に進んだグローバ

ル化が後押ししてくれたのだと思っていま

す。そして、おそらく皆さんは、それ以上に

想像を超えた大きな変化を今後体験していく

ことでしょう。具体的な予測は難しいでしょ

うが、地球的な規模で生じる、人類にとって

困難で複雑な課題に直面し、その解決を目指

して、知的な格闘を続けていかなければなら

ない、それだけはたしかです。そのための準

備の時間と場を皆さんは与えられた。東京大

学で学ぶ権利を得たということは、そういう

ことだと思います。

　今の皆さんは､ 日本で最難関の入試に合

格し、東大生になれたことを喜んでいること

でしょう。たしかにそれは祝福に値すること

です。しかし、皆さんがそこで慢心してし

まったら、それは私たちにとって多大な知的

損失以外のなにものでもありません。東大で

18年間教え、2008年からはオックスフォー

ドで教えている私の経験からみると、世界の

トップレベルの大学の学生たちは、学ぶ量も

学び方も、今の東大生に比べ何倍も厳しい学

生生活を送っているからです。

　オックスフォードを例に挙げれば、チュー

トリアルと呼ばれる仕組みが学生たちの学習

に磨きをかけます。標準的なチュートリアル

は、週 1時間、先生一人に学生 2，3人のき

わめて少人数で行われます。毎回大量の文献

の講読が課され、それらを読みこなした上で、

自分で考え、それを毎週レポートとしてまと

めて提出する（A4で 10枚くらい）ことが

求められます。そして、それらをもとに少人

数で議論する。そこで繰り広げられる学習の

量と質、いずれをとっても、東大で皆さんが

課される学習の数倍に及びます。

　オックスフォードでは、週 5日毎日 8時

間の学習をすることを「フルタイムの学生」

と呼びます。実際には、それでも足りないほ

どの学習が課されます。文字通り、アルバイ

トなどをする余裕はありません。

　チュートリアルとは形式は異なるものの、

ハーバードやプリンストンといった大学でも、

相当量の学習を課すことが当たり前に行われ

ています。それというのも、これらワールド

クラスの大学では、知的に優秀な人たちにさ

らに磨きをかけて、私たち人類が直面してい

る困難な課題を解決するための能力をいっそ

う高めたいと考えているからです。解決すべ

き問題が困難であると認識していればいるほ

ど、学生たちに遊ばせている余裕などないの

です。

　しかも、英語という国際語でこれらをこ

なすのです。つまり、そこでの学習の成果

は、そのままグローバルに通用する知識や能

力に転換できます。そういう大学に、世界中

から優秀な学生と教員とお金が集まり、世界

の問題、人類が抱える問題の解決に貢献でき

る､ 知の伝達と創造を繰り広げているので

苅谷 剛彦
オックスフォード大学教授

さん

す。ワールドクラスであるとは、自分たちこ

そが世界が直面する問題の解決に知的に関わ

れるという、自信と自負をもっているという

ことです。

　それに比べると、残念ながら東大生の知的

な鍛錬は不十分だといわざるを得ません。日

本の中でトップであることに甘んじているか

らでしょう。世界が抱える問題に果敢に挑ん

でいく。そのために、知的な能力にいっそう

磨きをかける。そういう学生に課された学習

という面で、他のワールドクラスの大学とは

大きな差がつけられているのです。

　このように見ると、日本の大学が大変不利

な状態に置かれていることがわかります。と

くに人文社会系の学問では、世界とのギャッ

プは大きいといわざるを得ません。ところが、

このギャップは見方を変えれば､ 日本の大

学の強みとなり得ます。

　西欧の言語を母国語とする人びとにとって

日本語は、もっとも習得困難な言語の一つで

す。アルファベットとは異なる、漢字、ひら

がな、カタカナ、ローマ字という 4つの文

字体系をもち、しかも文法上も全く異なる特

徴を持っています。

　外から見れば、こうした習得の難しい言語

を使って、日本人はこれまでに膨大な知識を

創造し､ 蓄積してきました。たとえば、東

京大学の総合図書館の書庫に入ってみてくだ

東大生になったことだけで
慢心するのは多大な知的損失

世界とのギャップは日本の
大学の強みとなり得る



29

features no.1467 / 2015.4.23

さい。そこに収蔵された、日本人が作り上げ

てきた膨大な知識の多くは､ 日本語で書か

れています。

　非西欧圏で最初に近代化に成功した日本

は、西欧諸国とは異なる独自の経験をたどっ

て現代に至りました。豊かで平和な今日の日

本社会ができるまで、無理な近代化がもたら

す悲惨な出来事もたくさん経験しました。戦

争を始め、原爆も原発事故もその他の環境破

壊も､ 戦時下での人権の抑圧も､ 植民地支

配も。こうした経験を､ それぞれの時代の

優れた頭脳が日本語で書き残し、日本ならで

はの知識の創造と蓄積を行ってきたのです。

体験自体が世界史的にユニークであるばかり

か、この膨大な知に母国語でアクセスできる

私たちは、人類の知の創造にとって一つのア

ドバンテージを得ているといってよいでしょ

う。

　このように振り返ると、私たちが私たちな

りに世界に貢献できる道が見えてきます。グ

ローバルな視野をもち、私たちが作り上げて

きた知識を上手に使いこなしながら、さらな

る知の創造に参加する。さらには、外国語を

使って､ 日本語のできない人びととの知の

共有化を進めていく。広い視野をもって知識

の創造と共有化に皆さんが参加していくこと

は、欧米の大学とは別の形での、人類への貢

献となるでしょう。そういう日本の大学にし

かできない貢献を少しでも多くするために、

皆さんには入学後の学習や研究に磨きをかけ

てほしいのです。

　おちおちはしていられません。好むと好ま

ざるとにかかわらず、私たちは、これまで以

上に、急速に、大規模に進むグローバル化の

影響にさらされていくでしょう。温暖化の問

題、紛争やテロ、貧困や格差、差別や人権の

抑圧、あるいは感染症の拡大など、人類が直

面している課題と困難は大きく、しかも地球

的な規模で、複雑に関係し合っています。ま

だ見ぬ問題も出てくることでしょう。それに

対し、これまでに蓄積された知識も､ これ

から作り出す知識も総動員して、私たちは問

題の解決を図っていく。それしかないのです。

日本の経験と日本語で作られた知識も十分そ

の一端を担うはずです。

　皆さんにとって、この大学で学ぶ権利を得

たことと、それに伴う義務との関係がおわか

りいただけたことでしょう。

　入学おめでとうございます。皆さんが知の

創造と蓄積とその活用に関わる､ 大学とい

う学問共同体の一員となられたことを、心よ

り祝福いたします。

日本の大学にしかできない
人類への貢献を少しでも多く

入学生総代宣誓

　草木の緑が萌え出した今日のよき

日に、平成27年度東京大学入学式に

出席できますことを、私達は大変嬉

しく思っております。本日は、この

ような盛大なる入学式を、私達新入

生のために催していただき、誠にあ

りがとうございます。新入生を代表し、

心より感謝の意を申し上げます。

　私達は、長く厳しい試練を乗りこえ、

念願の東京大学入学を果たしました。

東京大学の学生として恥じることの

ないよう、特に学外では、自らは東

京大学の顔であるという自覚を持って、

日々の活動を行っていきたいと考え

ております。また、大学において日々

勉学に励み、物事に関して様々な視

点を身につけるのはもちろんのこと、

大学生活を通じて、知性に関してだ

けではなく一人の人間として尊敬さ

れうるよう成長して行きたいと考え

ております。

　様々な分野で研究が進み、日常の

生活においても日々変化が感じられ

る今日ですが、そのような時代では、

主体的に物事を考え、自ら変化を作

り世界を動かしていけるような人物

が求められます。前期教養課程で幅

広い学問に触れ、また世界中から集

まった様々な考えや志を持った人々

と交流していく中で、目まぐるしく

変わってゆく現代において求められ

るような、主体性のある人間になっ

ていきたいと考えております。

　今日の私達があるのは、私達自身

の努力だけではなく、今まで支えて

くれた父母をはじめ多くの方々のお

かげと思います。このことに感謝し

つつ、これから益々自分にみがきを

かけて、よりよい日本社会の一員と

なるための基礎を身につけるべく、

精一杯努力していくことを誓います。

理科Ⅰ類
高宮日南子さん

♬東京大学の歌

「大空と」
作詞・北原白秋　作曲・山田耕筰

大空と　澄みわたる淡
たんせい

青

厳
げん

たり我が旗　高く開かん

仰げよ梢
こずえ

を　銀
いちょう

杏のこの道

蘊
うんのう

奥の窮
きゅうり

理　応じて更に

人格の陶
とうや

冶　ここに薫
かお

る

栄光の学府　巍
ぎ ぎ

々たり赤門　

我が赤門　高く開かん

大空と　新しき淡青

冴えたり我が旗　風と光らん

楽しめ季節を　思慮あれこの道

文明の證　自由と常に

甚
じんしん

深の調和　ここに明る

精神の学府　満ちたり赤門

我が赤門　風と光らん

大空と　揺り動く淡青

生きたり我が旗　雲と興
おこ

らん

羽ばたけ搏
はくりょく

力　どよめよこの道

青春の笑い　爆
はじ

けてすでに

健
けんわん

腕の誇り　ここに躍る

堂々の学府　鏗
こう

たり赤門

我が赤門　雲と興らん
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平成 27年度大学院入学式 総長式辞

五神 真
東京大学総長

　本日ここに東京大学大学院に入学された皆

さんに、東京大学の教職員を代表して、心よ

りお祝いを申し上げます。また、ご家族の皆

様にも、心からお慶び申し上げます。

　本年4月に東京大学大学院へ入学したのは、

修士課程が2,914名、博士課程が1,221名、

専門職学位課程が348名、合計4,483名です。

皆さんは、これからの東京大学大学院におけ

る研究と新たな学びへの期待に胸を膨らませ

ていることと思います。大学院は日本の教育

体系の中で最高位に位置し、中でも東京大学

大学院は、規模の点でも水準の点でも世界有

数の大学院です。この恵まれた環境を存分に

活用して、学問に賭ける夢を育み、叶えてく

ださい。私たち東京大学の教職員は、皆さん

の夢の実現を全力でサポートしたいと思って

います。

　私は、本日の午前中に行われた学部入学式

で、新入生の皆さんに対して、大学で成長す

るために「学び」の姿勢のギアチェンジをし

てほしいと述べました。高等学校までは、与

えられた知識を身につけるという受け身の学

びでしたが、大学では、能動的で主体的な学

びが求められます。新入生に求められるギア

チェンジとは、受け身の学びから能動的で主

体的な学びへ切り替えることにほかなりませ

ん。

　その為に、学部の段階で3つの基礎力を身

に付けて欲しいと述べました。3つの基礎力

とは、「自ら新しいアイディアや発想を出す

力」、あきらめず「考え続ける忍耐力」、そし

て「自ら原理に立ち戻って考える力」です。

さらに、この3つの基礎力をもとに、知の創

造とそこから価値を生み出すための行動を起

こすこと、そのためには、「多様性を尊重す

る精神」と自分の立ち位置を見据える「自ら

を相対化できる広い視野」を持つことが必要

であると、学部新入生の皆さんにお話ししま

した。

　学部を卒業して今や大学院生となった皆さ

んには、こうした学部段階で身に付けた力を

発揮して、新しい知を創り出し、その知から

新たな価値を生み出す「知のプロフェッショ

ナル」となることが期待されています。如何

にしたら「知のプロフェショナル」になるこ

とができるのでしょうか？　それを実践的に

学ぶ場が、この大学院です。大学院に入学す

ることは、新しい知の創造者となるための挑

戦の始まりです。まさにこれからが本番なの

です。自信をもってひるまず前に進んで下さ

い。

　

　東京大学は、2003年3月に、東京大学の憲

法ともいうべき東京大学憲章を定めました。

東京大学憲章は、学術の基本目標として、「学

問の自由に基づき、真理の探究と知の創造を

求め、世界最高水準の教育・研究を維持・発

展させることを目標とする。」と掲げています。

その上で、研究教育を通じて「人類の発展に

貢献することに努める」と述べています。こ

れは東京大学の学術活動を支える、揺らぐこ

とのない基本理念です。自由な発想に基づく、

真理の探究と知の創造、それは我々人間にし

か出来ない、根源的で崇高な活動です。この

人類の知の活動は、様々な技術を生み、それ

を多くの人々が活用する中で成果が共有され、

新しい価値となり、社会に広く浸透していく

のです。

　20世紀を振り返ってみましょう。20世紀

は自然科学のあらゆる分野で飛躍的な発展が

見られ、科学技術の世紀となりました。例え

ば、物理学の分野では、20世紀の初頭に相

対論と量子論が生まれ、物質とは何か、時間

空間、さらには宇宙とは何か、という自然に

ついての認識が一変したのです。そしてその

サイエンスから、半導体エレクトロニクスが

生まれ、そこからコンピューターの急速な発

展が生じたのです。このような科学技術の進

歩によって、人類は大きな力を得て、その活

動範囲は桁違いに拡大しました。高速鉄道や

ジェット機などの新しい交通手段や通信技術

の革新によって、国境を越えた交流が可能と

なりました。特に近年のインターネットやＩ

Ｔ技術の革新はめざましいものがあります。

今や私たちは、世界中の情報を瞬時に手にす

ることが出来ますし、ネット上に流通する情

報は、日々爆発的に増え続けています。

　さて、このように科学技術が進歩する一方

で、資源の枯渇、環境破壊、世界金融不安、

高齢化、地域間の格差など、地球規模の課題

が深刻さを一層増しています。これらの課題

が人類の生活を不安定にしているのです。そ

れは、最近世界で起きている紛争や様々な事

件からも感じ取ることができます。

　私が子供の頃は、「母なる大地」とか「水

平線の彼方」といった表現でイメージされる

ように、地球はともかく、無条件に大きな存

在でした。その地球が有限であるということ

が際だってきているのです。このような “小

さくなった地球”の中で人類はどのような社

会を目指すべきなのでしょうか？　これから

の時代を担う皆さんが、どのような社会を作

っていこうとするのか、それが今まさに問わ

れているのです。

　小さくなった狭い地球で、皆が同じ様に暮

らす均質な社会に向かうべきなのでしょう

か？　20年ほど前に、国境を越えた活動が

活発化する中で、「グローバル化」という言

葉が使われ始めました。そこでは、世界中が

フラットになる、すなわち均質になるという

方向性が、ポジティブに語られていたと記憶

しています。先進諸国における、良い暮らし、

高い生活の質を地球上のすべての人々が享受

“小さくなった地球”で人類は
どんな社会を目指すべきか
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する社会です。しかし、程なく、それは求め

る方向ではないことが強く意識されるように

なりました。「個性を塗りつぶして均質をも

とめる先に、人類全体の幸福、すなわち人類

社会の発展はあるのか？」という疑問です。

地球上には様々な歴史・文化をもった人々が

暮らしています。性別、年齢、国籍を問わず、

様々な立場の人々が、互いの違いや個性を受

け入れ、それを尊重しあう社会を創らねばな

らないのです。その多様性を尊重し合うこと

を活力として、社会をより良くするために

人々が協力するという姿、それこそが求める

べき「グローバル化」の姿であるべきでしょ

う。すなわち、「多様性を活力とした協働」

が活発に行われる社会を、私たちは目指すべ

きなのです。

　皆さんには「知のプロフェッショナル」と

して、知の力をもって活躍し、人類社会に貢

献してもらいたいのです。その「知のプロフ

ェッショナル」となるために、これからスタ

ートする大学院をどのように活用したらよい

のか、そのヒントを二つお話ししたいと思い

ます。いずれも、私自身の経験に基づくこと

です。

　第一は、科学的論理性を一層磨くことです。

　学術研究は、自由な発想を起点とし、自分

自身の論理的な思考の積み重ねによって、普

遍的な真理に迫る知の営みです。新しい知の

創造には「論理的思考」が不可欠です。知識

が論理によって裏打ちされているからこそ、

個人の発見した知識を多くの人々が共有する

ことができるのです。大学院での生活の中で、

この論理的思考力をより高度に鍛える努力を

してください。そのために私が推奨したいこ

とは、皆さんがそれぞれ取り組む研究領域に

おいて、論理的に書かれている論文、とりわ

け研究の出発点とされる原論文をたどり、自

分が納得できるところまでじっくり時間をか

けて徹底的に読み込むことです。原典とよば

れる文献はかならずしも読みやすいものでは

ありません。それはその論文が書かれた時に

はその周囲の学問体系が整っていないため、

理解を進める為の道標となるものが論文の中

に示されていない場合が多いからです。

　私自身の大学院生時代を振り返ってみると、

この様な文献と格闘することが多くありまし

た。幸い、周囲には、同じ問題意識を共有で

きる優れた先輩や後輩がいました。それらの

人々を巻き込んで徹底的に議論をする中で、

一人では読破できない難解な文献を理解する

ことが出来たということを何度も経験してい

ます。このような仲間との濃密な議論は、実

験データの解析や解釈、あるいは共同で論文

を書く場面など、大学院生の研究活動のあら

ゆる場面で、皆さんの研究の科学的論理性を

支えるものとなるでしょう。このような大学

院での学びは、間違いなくその後の人生の財

産となるものです。

　皆さんの中には、大学院を出て、アカデミ

ア以外の分野で活躍する人も多いと思います。

この科学的論理性を追究する中で鍛えた力は、

皆さんがどのような分野で活躍しようと、皆

さんを強く支えるはずです。問題について自

らその原因を辿り、それに従って予断なく合

理的に判断し、次のアクションを的確に提示

するという、問題解決力の源泉となるからで

す。

　第二点として皆さんに伝えたいことは、大

きな野心と夢をもって未踏の領域に進む、

「挑戦の精神」です。

　学術研究は、基礎に立ち返り、論理的な思

考によって足場を踏み固めながら進み、新た

な知識のピースを追加していくという、地道

な作業の積み重ねです。しかし、時として手

にした新たな知によって、それまでの学問体

系の全体像がまるで違った形に見えるような

瞬間に出くわすことがあります。この瞬間の

興奮と感動こそが学問に向かう原動力なので

す。新たに追加された知のピースによって、

それまで常識として定着していた学理体系の

矛盾や欠陥が露わになり、大きな音を立てて

崩れ去ることすら起こるのです。そして、そ

こから新しい枠組みが再構築されます。これ

がいわゆるパラダイムシフトです。皆さんに

は、是非このようなパラダイムシフトにつな

がる研究に向かって挑戦してほしいのです。

このようなパラダイムシフトは、偶然やって

くるものではありません。みずから引き寄せ

るものだと私は考えます。引き寄せるために

は、先ほど述べたように、先人が築いた学問

を基礎に立ち返って理解すること。その上で

それに安住するのではなく、それを疑い、そ

の先を求める野心と夢をもつことです。青色

発光ダイオードの研究で、昨年度のノーベル

物理学賞を受賞された名古屋大学の天野浩教

授の例のように、大学院時代にそのような研

究のきっかけをつかむことは多いのです。

　東京大学においても、そのような例は枚挙

にいとまがありません。ひとつの例を紹介し

ましょう。皆さんは「ヒッグス粒子」をご存

じでしょうか？　宇宙創世の秘密を解き明か

す「神の粒子」とよばれるものです。2013

年のノーベル物理学賞は、 1960年代にこの

「ヒッグス粒子」の存在を提唱したエディン

バラ大のピーター・ヒッグス名誉教授とブリ

ュッセル自由大のフランソワ・アングレール

名誉教授へ授与されました。ところで、質量

の起源を与えるというヒッグス粒子のアイデ

ィアの源泉は、2008年にノーベル物理学賞

を受賞された、本学出身の南部陽一郎教授が

提案された、「自発的対称性の破れ」という

考え方にありました。2013年に「ヒッグス

粒子」がノーベル賞の対象となったのは、ス

イスの欧州合同原子核研究機関（CERN）

の行った実験で、ヒッグス粒子の実在が証明

されたことによります。その実験は、CERN

において、世界中から集まった3,000人を超

える研究者集団によって行われました。そこ

で中心的な役割を演じたのが、本学大学院理

学系研究科の浅井祥仁教授と本学素粒子物理

国際研究センターの小林富雄教授が率いた、

東京大学の大学院生を含む若い研究者グルー

プなのです。ヒッグス粒子の発見は、真空と

いうものは、何もないからっぽの空間ではな

「論理的思考」を磨くとともに
「挑戦の精神」を持つこと

パラダイムシフトは
みずから引き寄せるもの
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く、いまだ良くわかっていない不思議なもの

で詰まっていて、それが相転移し、進化する

ことでこの宇宙が生まれたことを示唆してい

るのです。まさに、我々の世界観に大きなパ

ラダイムシフトをもたらすものです。皆さん

にも、このような感動と興奮をつかむチャン

スが、すぐそばにあるのです。

　

　これまで、知の創造のための「論理的思考」

と「挑戦の精神」を強調してきました。この

ような力を鍛える場として、東京大学は長い

歴史を持っています。東京大学は1877年（明

治10年）に創立され、2015年の今年は創立

から139年目に当たります。今年は第二次世

界大戦終戦から70年目ですから、東京大学

の歴史は、第二次世界大戦の終戦を真ん中に

挟んで、前後約70年ずつに分かれるわけです。

そして、皆さんの「知のプロフェッショナル」

としての人生は、まさに次の70年を担うこ

とになります。そこで、東京大学の発足時の

話を少し、紹介しておきたいと思います。

　東京大学創立の頃は、長い鎖国のあとで、

西洋文明を急いで導入し近代化を進めるため、

各方面の外国人教師を招いていました。皆さ

んは、東京大学の創設時から医学を教え、日

本医学の恩人とされるドイツ人のベルツ博士

をご存じでしょうか。ベルツ博士は詳細な日

記を残しており、ベルツ博士の日記は明治期

の日本の様子を伝える貴重な記録として知ら

れています。その日記に、1901年（明治34年）

11月に小石川の植物園で行われた自身の在

職25年祝賀会のことが記されています。祝

賀会でベルツ博士は、次のようなことを述べ

ています。

　「日本人は科学というものを、たやすく運

んできてそこで仕事をさせることのできる機

械であると誤解している。科学は有機体であ

りその成長には一定の気候・大気が必要であ

る。外国人教師は、科学の樹が、日本の土壌

から自力で育つように種をまく庭師としての

使命感に燃えていた。それなのに日本人は彼

らを果実を切り売りする人として扱った」

　創立からまだ四半世紀という段階ですが、

効率よく知識や技術を移入するだけでなく、

本当の学問を日本に根付かせてほしいという

願いを込めた苦言です。ベルツ博士は日本人

がもっと自分たちの歴史や文化を誇りにし、

大切にすべきだということも他の箇所で述べ

ています。長年、日本の若者に愛情を注いで

きたベルツ博士の思いを感じることができま

す。

　ではベルツ博士の願いは実現したのでしょ

うか。20世紀初頭の東京大学の学術を見ると、

ベルツ博士の願いが実現しつつあったことが

分ります。ベルツ博士が教鞭をとった医学部

を卒業した北里柴三郎が、ドイツで血清療法

を発見したのは1890年です。化学では、高

峰譲吉がアドレナリンの結晶抽出に成功した

のが1900年です。物理学では長岡半太郎に

よる土星型原子模型の発表は1903年です。

人文科学では、東西文化融合の先駆者である

岡倉天心の英文著作「東洋の理想」の出版が

同じく1903年です。西洋のまねにとどまる

のではなく、自然の普遍的な仕組みを探る研

究や、日本の伝統的な考え方や文化を取り込

みながら、東西文化融合の新しい学術に挑戦

し、独自の学術を世界に発信し始めているこ

とが分ります。ベルツ博士の精神はこのよう

にしっかり根付きはじめていたのです。

　世界の不安定化を感じることが多くなって

いる今日において、人類の多様性を活力とし

て、より良い社会を創るために、我々は知恵

を出し合い、協力して行動しなければなりま

せん。この東京大学が培ってきた、東西両洋

に根ざした学術の伝統は、まさに、人類の知

の多様性の表れであり、これこそが真の「グ

ローバル社会」構築の鍵となるはずです。そ

の中心に集う皆さんには、人類に貢献すると

いう責任感と気概、そして野心と夢をもって

挑戦して頂きたいのです。

　これから大学院での生活が始まりますが、

皆さんが安心して最高の学びと研究に打ち込

めるように、私は東京大学総長として、さま

ざまなレベルで大学院の教育研究環境を充実

させていきたいと思っています。また、皆さ

んが「研究する人生」に魅力を感じることが

できるように、研究者の雇用環境の改善に向

けて働きかけをしていきます。

　大学で学び、研究する私たちの果たすべき

役割は、学問を深め、新たな価値を創造する

ことです。私は21世紀を担う皆さんと共に

その現場に立てることを、幸運だと思ってい

ます。共に夢を持って挑戦し、新たな伝統や

学問を一緒に創っていきましょう。

　皆さんが元気に活躍されることを期待して

います。

平成27年（2015年）4月13日

東西両洋に根ざす東大の学術が
グローバル社会構築の鍵になる

研究科長式辞

坂井 修一
情報理工学系研究科長

　このたび、東京大学大学院に入学ならびに

進学された皆さん、本日は本当におめでとう

ございます。また、皆さんを物心両面で支え

てこられたご家族・関係者の方々におかれま

しても、このよき日をお迎えになったことを

心よりお祝い申しあげます。

　これから皆さんは、知の専門家として、さ

らなる一歩を踏み出すことになります。これ

まで学部や修士課程で得た学術的知識、培っ

てきた洞察力や新しい思考法などをさらに高

度なものとし、やがて独自の知的生産を行っ

ていくことになるわけです。

　皆さんは今、希望に燃えているとともに、

「はたして自分に何がどこまでできるのだろ
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うか」という不安をかかえているのではない

でしょうか。また、「将来希望する職業につ

けるだろうか」、「指導教員や研究室の人達と

うまくやっていけるのだろうか」、「学生生活

を長く続けることで家族や恋人に迷惑をかけ

るのではないか」、といった悩みをお持ちか

もしれません。

　私自身もそうでした。

　私は、大多数の皆さんの2倍以上の年月を、

すでに生きております。本学理学部を卒業し、

修士課程・博士課程を工学系研究科で過ごし、

学位を得てから29年、教育研究を職業として、

どうにかやってきました。その私が大学院に

入学するときに抱いていた不安や悩みのいく

つかは、その後、大きく深くなりこそすれ、

解消することはありませんでした。意外に思

われるかもしれませんが、それこそが私自身

の一番大切なことだったと思うのです。

　私自身の専門は、情報システムの構成法と

その応用です。と聞くと、皆さんは私のこと

を、時代の最先端のコンピュータやインター

ネットをやっているばりばりの理系人と思わ

れるでしょう。職業人としての私は、まさに

そういう立場で生きてきました。

　一方で、私は、「人間社会は時代とともに

進歩するものだ」という考えかたを言葉その

ままには受け入れられない、理系では珍しい

タイプの人間でもありました。

　15000年前のラスコーの洞窟壁画を超える

ものを、現代アートの画家達は描いているの

か。我々が使う最新のITデバイスは、はた

して縄文時代の火焔土器を凌駕するものなの

か。精密さや利便性ではイエスであり、その

ことの価値は否定しませんが、精神性や芸術

性においてはどうなのか。私の場合、そうい

う疑問が、何をするときでもやみがたく湧き

上がってきたのです。

　同じことは、1300年前の『万葉集』の詩

歌と今の小説、ベートーヴェンと昨今の作曲

家など、さまざまな場面で問われうることで

しょう。私は、いつもそういう問いを抱きな

がら、情報理工学の研究を、そして教育をし

てきました。

　ここで私は、私見にもとづいて、文明批評

や文明批判を申し上げたいというわけではあ

りません。そうではなく、もし皆さんが、同

様のことや、もっと別のことで悩み、自分の

やっていることに疑問を感じておられるとし

たら、その悩みや疑問のうちでもっとも重い

ものは、たぶん一生皆さんをとらえて離さな

いだろう、ということを、自分の来し方を振

り返って申し上げたいのです。

　私の場合、コンピュータの研究が一段落す

るごとに、こうした「悩み」を軸として物事

を組み立て直し、次の仕事を考えていくのが、

習い性になっております。皆さんぐらいの年

齢から10年間ぐらいは、私の研究テーマは、

速くて便利なコンピュータを作ることでした。

その後、信頼性や安全性が高いコンピュータ、

ヒトに優しいコンピュータ、というふうに、

テーマをシフトさせてきました。そして今は、

ヒトを真に幸せにするコンピュータの研究に

取り組もうとしています。そこには、これか

らの情報理工学が、経済的豊かさだけでなく、

精神的・芸術的豊かさにいかに貢献するべき

か、という大きな問題が含まれているはずで

す。

　文科系・理科系を問わず、学問というもの

は、一般に、これに注力し推し進めることで、

すぐにゴールにたどりつくというものではあ

りません。むしろ、その過程で課題はだんだ

ん大きなものにふくらみ、われわれの抱える

葛藤はより深くなり、時としてわれわれは、

より孤独でより苦しい立場に立たされるので

はないでしょうか。そしてその孤独や苦しみ

こそが、学問の醍醐味ではないかと、私は思

っています。

　さて、皆さんの中には、純粋に学問のこと

だけを考えて毎日を過ごすことのできる恵ま

れた方もいらっしゃるかもしれませんが、大

部分の方は、日々に生活していくための配慮

を、学習や研究の場においてもせざるをえな

いのではないかと思います。これは、現代の

社会システムの中の大学とその構成員の立ち

位置を考えれば当然のことです。自分と家族

の生活を安定させたい、地位や名誉がほしい、

など、大声で言うことではないかもしれませ

んが、人間として自然な欲求です。

　皆さんが実社会においてどのような立場に

立っているのか、あるいはこれから立つこと

になるのかは、たとえばマックス・ウェーバ

ーの『職業としての学問』などを読めば、理

解の端緒は得られると思います。

　また、ひたすらに勉強し、研究するといっ

ても、世俗的な運不運はつきものです。「人

生は芝居のごとし、上手な俳優が貧乏になる

こともあれば、大根役者が殿様になることも

ある」という福沢諭吉の言葉もあります。名

誉や金銭も大切なものではありますが、これ

らにこだわりすぎず、俗世間とは不即不離の

関係を上手に築き、バランス良くつきあうこ

とが大切かと思います。

　ここで、さらによく肝に銘じておかなけれ

ばならないことがあります。人間はもともと

肉体的に弱い生き物ですが、精神的にもとて

も脆いものだということです。いろいろな事

柄についてこれを自覚する必要がありますが、

なかでも研究倫理の問題は、繰り返し自戒し

なければなりません。剽窃するな、捏造する

な、ということは言を俟ちません。こうした

規範とともに、規範を破っても楽をして名誉

や地位を手に入れたいという間違った考えに

陥らないよう、よくよく注意していただきた

いと思います。

　「初心忘るるべからず」とは室町時代の能

楽師世阿弥の言葉です。使い古された言葉で

はありますが、皆さんは、本日ここに出席さ

れている気持ちを、「初心」として忘れない

ようにしてください。倫理にもとる行動は、

初心を生き生きと再現できる精神からは決し

て起こらないものです。いくつになっても初

心を忘れない人こそ、真に優れた人であると、

私も心から思います。

  

　皆さんは、私などの知らない新しい世界を

築く人達です。その皆さんの前には、人類社

会のたくさんの深刻な問題――人口爆発と食

大学院入学時の不安や悩みが
消えなかったことこそが重要

俗世間とは不即不離の関係で
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祝辞
　皆さん、この度は東京大学大学院に入学、

進学まことにおめでとうございます。ご両親、ご

家族の方 に々も心からお喜び申しあげます。東

京大学は、言うまでもなく、世界的最先端研究

を進め、これに基づいた教育を進めている大学

です。皆さんは自らの将来について目標、夢を

もって入学されたことと思いますが、これからの

大学院での勉学・研究に全力を注ぐならば、

皆さんの夢の実現に向けて、大きな一歩を踏

み出すことができるものと確信しております。

 

　さて、私は6年前に定年退職するまで、理学

系研究科物理学専攻におきまして、教育研究

にたずさわっておりました。振り返って見れば、

この時代ほど幸せな時はなかったと申しあげるこ

とができます。それは何をおいても優秀な大学

院生と共に、研究することができたことです。私

の研究は理論の研究ですので毎日の研究活動

は、机に向かって論文を読むか計算をする、ま

た大学院生と議論をすることです。昼食と夕食

は大学院の皆さんとともに生協の食堂でとり、

研究の進捗状況から始まって、研究の動向、

科学論、社会政治問題など議論し、語らった

ものです。

 

　私の専門は、物質世界の最もミクロの世界

を研究する素粒子物理学と、逆に物質世界の

最もマクロな極限、宇宙の研究を進める天文学

との分野融合的な分野、素粒子的宇宙物理学

であります。その中でも、特に力を注いで進め

た研究は、私達の住むこの宇宙そのものの創

生の研究です。私達の住むこの世界、宇宙が

どのように生まれたかということは人類の歴史が

始まった頃から宗教や哲学の課題として問い続

けられたもので、この人文学的課題に物理学

で挑もうとする研究です。　　　　

　現代の科学的宇宙論では、この宇宙は熱い

火の玉、つまりビッグバンで始まったと考えられ

ています。しかし、私が研究を始めた1970年

代には、宇宙はなぜ火の玉で始まったか、まっ

たくわかっておりませんでした。私は2008年に

ノーベル賞に輝いた南部陽一郎先生̶̶南部

先生は東京帝国大学を卒業された皆様の大先

輩ですが̶̶南部先生の素粒子理論とアイン

シュタインの相対性理論を組み合わせて、素粒

子のように小さかった空間が急激に膨張し、こ

佐藤 勝彦
自然科学研究機構長

の急膨張の終わるとき、火の玉宇宙になるとい

う理論を提唱しました。この理論は今日、イン

フレーション理論とよばれ、宇宙論のパラダイム

となっていますが、提唱当時は、まったく理論

物理学の空理空論としか思われませんでした。

　天文観測により宇宙は138億年前に誕生した

ことがわかってきましたが、138億年前の宇宙

誕生の瞬間など観測できるはずがないと考える

のが一般的常識でしよう。しかし、30年後の

今日、観測技術の飛躍的進歩により、大きく裏

付けられるようになってきました。その理由は極

めて簡単です。宇宙では遠くを観測すれば、よ

さん

料やエネルギーの枯渇、先進国の高齢化、地

球温暖化と環境破壊、地域間そして世代間の

経済格差など――が待ったなしで押し寄せて

きています。

　皆さんの中には、あるいは、自分は純粋科

学の徒であって、こうした社会的課題を現実

に解決する人間ではないとお考えの方がいら

っしゃるでしょう。たしかに、自然知・人文

知の原理を探求する立場からは、世俗的な課

題解決は遠いことがらかもしれません。

　しかし、世の中にはじっさいに個々の現場

で解決する役割もあれば、人類社会のための

思想的基盤を構築したり、理学的な真実をつ

かまえたりすることで解決への糸口を提供す

る役割もあります。次の時代に、学問と社会

の間でどういう因果応報が起こるかは、誰に

もわからないことです。両者の関係について

日頃から頭に入れておき、新しい時代を築く

ための想像の翼をいつも広げておくことが、

どんな立場の人にもたいせつと思われます。

　最後に一言だけ。「学問に王道無し」と言

いますが、楽をしたり近道したりすることで、

かえって本物を手に入れられなくなるものだ

ということは、人生そのものについても当て

はまります。ほんとうにたいせつなことは、

苦しみや悲しみを深く経験してはじめて味わ

えるものだ、といっても良いでしょう。

　たとえばレンブラント晩年の自画像に描か

れた彼自身の顔は、美醜が複雑に入り交じっ

た表情をしていますが、こうした高度な芸術

は、苦しみ悲しみを自分のものとしてきた人

でないと味わえないものでしょう。ジャズの

名曲「ラッシュ・ライフ」は我々の欲望がも

たらす人生の機微を語ってくれますが、これ

を理解するには、やはり人間らしい喜怒哀楽

の経験が必要です。絵画だけでなく、音楽だ

けでなく、家族や友人とのささやかな語らい

の場でも、苦労の末にこそ深い幸福感は味わ

えるものです。単純な世俗的成功よりも、む

しろそうした彫りの深さをもつことのほうに、

私などはより大きな価値を置きたいと思いま

すし、こうした思いは、年齢を重ねるとます

ますはっきりとしてきます。

　まだまだ語り尽くせないのですが、もう時

間になりました。これからの皆さんのご健康

とご健闘を心から祈ることで、私の式辞を終

わりにしたいと思います。皆さん、深い悩み

を抱えることがあっても、広い心で悠々とこ

れからの学究生活を楽しみ、さらに人生その

ものを生き抜き、そして自分らしい彫りの深

い幸福を手にしてください。

本当に大切なことは深い苦しみ
や悲しみを経て初めて味わえる

インフレーション理論は当初
空理空論と思われていた
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り過去が見えるからです。例えば、一億光年先

の宇宙を観測すれば一億年前の宇宙を観測し

たことになります。20世紀末から21世紀はじめ

にかけて、アメリカNASAの天文観測衛星は、

極限的遠方から来ているマイクロ波電波を観測

することにより、この理論を強く裏付けました。

さらに、現在、東京大学の研究者も加わった日

本のグループ、またヨーロッパやアメリカのグル

ープによってインフレーション理論を実証する専

用の人工衛星を打ち上げる計画も進んでおりま

す。その結果が待たれるところです。

　つい私の研究の話を長くしてしまいましたが、

幸いにも定年までの四半世紀に、研究室から

40名余の修士過程修了者、30名余の博士課

程修了者を送り出すことができました。多くは

東京大学を始めとする大学や研究機関で、ま

た民間企業で活躍しております。

　私の大学院指導方針は修士課程においては、

まず極めて狭い分野であっても指導教員も越え

るような分野、小さな城を持てということでした。

博士課程における指導方針は、この自分の城

を拠点として、より広い分野の研究者とネットワ

ークを作ること、特に国際的ネットワークを作れ

ということでした。その中で自分の新たな研究

課題を見つける、つまり問題発見能力を身につ

けよと言うことでした。グローバリゼーションの

時代、国際会議も多く開催されます。国際会

議に出席し、自分自身の研究成果を広く伝える

ことは重要なことですが、それ以上に国際会議

出席の意義は、多くの研究者と知り合い、互

いにファーストネームで呼び合うようなネットワ

ーク作ることです。また、大学院時代に、1月

でもより長期に1年でも、外国の大学、研究機

関で研究することも、強くお薦めしたいと思いま

す。私自身も若いころ知り合った同世代の海外

研究者は、今も連絡を取り合う一生の友人とな

っています。若い時代に作られたネットワーク

は一生の財産であり、以後の研究の推進に大

きく寄与します。

　さて大学で進められる学術研究は、知的好

奇心に基づき、自然界の真理を探究し、また

人間・社会の課題を解決し、さらに新たな課

題を発見する研究です。これにより人類社会の

持続的発展の基盤を作り、人類の幸福に寄与

するものです。皆様がそれぞれ進めようとしてい

る、またすでに進めている研究も、実に多様な

ものでしょう。この真理の探究から、人間・社

会の課題解決に至る多様な研究こそが、私達

の国を、誇りある知の国としているのであり、ま

たひいては国力の源となっております。

　日本の学術研究は20世紀後半、日本経済の

成長とともに飛躍的に発展し、21世紀初頭には、

日本発の科学技術の論文の数は世界第2位とな

りました。また、21世紀になってからのノーベ

ル賞受賞数は日本人11名となり、アメリカに次

いで世界2位を誇っております。現在アメリカ国

籍となっている南部、中村先生を加えると13名

にもなります。

　しかし、日本の学術の研究、特に大学にお

ける学術研究は、大きな危機に直面しておりま

す。我が国は、現在少子高齢化、人口減少な

どの深刻な問題を抱えております。国の予算の

およそ3分の1以上が借金でまかなわれています。

　科学研究費の増加は止まり、また国立大学

の運営費交付金は毎年減額されております。さ

らに、日本発の研究論文の数の増加はほとんど

止まり、2010年から2012年までの平均では世

界第5位と落ちこんでおります。

　現在、私は、文部科学省のある審議会＊の

委員を務めておりますが、この日本の学術研究

の危機的状況を克服する方策について、1年を

越えて議論し、この1月にはその結果を発表し

ております。ここはその内容を紹介する場では

ありませんが、皆様の研究を進める上で、重要

なことが指摘されておりますので、ひとつ、紹介

したいと思います。

　今日、多くの研究分野で、学際的・分野融

合的領域の創出や、新たな研究領域の創成が

強く求められております。実際、文部科学省・

科学政策研究所の調査によれば、学際的・分

野融合的研究領域の数が、2008年あたりから

世界で急激に増加しております。しかし、残念

ながら日本からの分野融合的領域での論文数

の伸びは、少ないままになっております。いま日

本の産業再生のために、科学技術イノベーショ

ンの重要性が強調されています。イノベーショ

ンの源泉となるものが学術研究ですが，日本の

学術研究は、分野融合的領域、さらに新たな

研究領域の創成において、大きく遅れをとって

おります。今、新たな研究領域の創成は、日

本の大学に求められている喫緊の課題でありま

す。

　私は、最初にご紹介いただいたように、大学

共同利用機関法人 自然科学研究機構 機構長

として務めております。この法人は個々の大学

単独では設置できない大型設備、施設、例え

ば巨大な天体望遠鏡や高エネルギー加速器な

どを開発・設置し、また基盤的な研究資料、

設備を整備し、大学の研究者に利用していた

だき、世界最先端の研究を実施していただくた

めの法人です。大学共同利用機関法人は4つ

設置されていますが、私どもの自然科学研究機

構はその1つで、宇宙の研究をおこなっている

国立天文台をはじめ、自然科学系の5つの研

究所から構成されています。私は、5年前、大

学共同利用機関法人の任務として、従来の常

識に縛られず、自由な新鮮な発想ができる若手

研究者に、分野融合的研究にチャレンジしてい

ただくために「若手研究者による分野間連携

研究プロジェクト」を立ち上げました。　　　

　ひとつの研究プロジェクトあたり、 年間

一千万円足らずではありますが毎年10件程度

を採用しております。リスクのある研究で、す

べてがうまくいっているわけではありませんが、

初年度に採択したひとつのプロジェクトは、い

ま特許申請の段階まで進みました。このプロジ

ェクトは国立天文台、ハワイのすばる望遠鏡で

天文観測を進めている若手研究者と、基礎生

物学研究所で植物細胞の研究をしている若手

の方が連携し、国立天文台で開発された、空

気の揺らぎによる星のイメージのぼやけを、光

の波面をそろえることによって無くする補償光学

の技術を、植物細胞などミクロ世界を観測する

顕微鏡に応用し、新たなタイプの顕微鏡を開

修士では小さな城を持ち
博士では城を拠点に出撃を

日本の学術は分野融合的領域
において遅れをとっている

＊文部科学省 科学技術審議会学術分科会報告「学術研究の総合的な推進方策について」2015年 1月
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入学生総代宣誓

　本日はこのような素晴らしい入学式

を挙行していただき、心より感謝申し

上げます。

　実は私が入学式という催しに参加す

るのはかれこれ7年ぶりになります。

というのも、私が大学に入学した2011

年には東日本大震災の影響で入学式が

大幅に縮小されてしまったためです。

震災から先月で4年が経ちましたが、

未だ多くの課題が山積みのまま残され

ています。またもう少し昔に目を向け

ると、今年2015年は色々な災害や事件、

あるいは大戦からの節目の年というこ

とも言われております。

　さて、今我々はまさに大学院での学

究の日々の入り口に立っているわけで

すが、その我々が避けて通ることがで

きないのが「その学問がどう世の中の

役に立つのか」という問いであります。

この一見ありふれた問いは、実の所答

えることが非常に難しいものです。と

いうのは、我々の社会が現に直面して

いる問題を解決する上でどのような知

識が有用か見極めることすら時には難

しいのに、その上この世界には我々を

脅かす未知の問題が無数に潜んでいる

ためです。それはちょうど先ほど触れ

た災害や事件のように、我々が予想も

していなかった形で唐突に降りかかる

こともあれば、学問の営み自体が新た

な問題を浮き彫りにすることもありま

す。

　このように考えた時、学問、あるい

は体系的な学知とはまるで、「未知なる

脅威に対する人類の砦」のようだと私

には思われます。東京大学憲章には「学

術によって人類の発展へ貢献する」と

いうことが謳われていますが、私はこ

こでむしろ学術は人類の「存続」のた

めにある、と位置づけたい。思えば、

我々のはるか祖先が初めて言葉を手に

し、知識の蓄積が可能になって以来、

おそらく一貫して知識は我々の生存を

脅かす色々な脅威から我々を守り続け

てきました。大学院で研究を行うとい

うことはいわばこの、未知の脅威に対

する我々の砦の城壁――いつからそこ

にあるとも知れない苔むした土台の上

に築かれた、高い高い壁――に、あら

たな築石を積み重ねる作業に擬えられ

るでしょう。その作業の殆どは学問体

系自体の壮麗さやある種の突出した成

果の華やかさからは程遠い、地道なも

のとなるでしょう。しかし、これから

我々新入生は、その一つ一つの築石の

重みを信じ、引受け、誇り高く邁進し

ていかねばなりません。

　よって私は本学新入生を代表し宣誓

します。学を志すものとしての矜持を

常に忘れず、先人の積み上げた学知に

総合文化
研究科
田中涼介さん

発しようというものです。近い将来、光をゆが

める媒質を通してしか、観測することしかできな

い生物医学分野で、広く使われる顕微鏡にな

るものと期待しております。皆さんも、大学院

生であっても、若手研究者として、常識に縛ら

れない新鮮な発想や、アイデイアを武器として、

是非、分野融合的研究にチャレンジしていただ

きたいと思います。

 

　この場におられる皆さんは、大学院修了後、

大学、教育研究機関のみならず、広く民間企業、

官公庁、また国際機関等、多様な場で活躍さ

れると思います。その場合、その職場での仕事

は直接大学院での研究と関係しない場合が多

いかと思いますが、大学院での学術研究の経

験は、言うまでもなく、そのような場合も仕事に

大きく寄与します。研究を進める過程で身に着

けた問題発見能力、問題解決能力は、分野を

こえて皆さんの力となります。私の研究室で宇

宙物理学の研究をしていた大学院生には、銀行、

保険、シンクタンク会社などで活躍している方々

もおります。宇宙物理学のような純粋学術研究

も、厳しい世界的競争の中で成果を出さなけ

ればなりません。その厳しい競争の中で身につ

けた新しい課題を発見する能力、そして、それ

を解決するために身につけた数理的な解析能

力によって、まったくの異分野でも強力な戦力

となって活躍しております。

　さて、長くなってしまいましたがこれで私の話

を終えたいと思います。この場におられる皆さ

んは将来にたいする不安を感じつつも、目標と

夢を抱いて東京大学大学院に入学、進学され

ました。世界最高レベルの教育研究組織であ

る東京大学大学院で、全力で学び、研究に励

むなら、将来、必ずや皆さんの夢は実現するこ

とでしょう。

　「意思あるところに道あり」、皆さん、どうぞ

頑張ってください。

　本日はおめでとうございます。

「意思あるところに道あり」

奏楽曲の変遷
入学式 卒業式

平成17
～24年
度

ワーグナー作曲「ニュル
ンベルクのマイスター
ジンガー前奏曲」

平成25
年度

レナード・バーンスタイ
ン作曲「キャンディード
序曲」、「ニュルンベルク
のマイスタージンガー
前奏曲」

平成26
年度

ミハイル・グリンカ作曲
「ルスランとリュドミラ
序曲」、「ニュルンベルク
のマイスタージンガー
前奏曲」

平成27
年度

サンサーンス作曲「サム
ソンとデリラより "バッ
カナール "」、「ニュルン
ベルクのマイスタージ
ンガー前奏曲」

平成1 6
年度

バッハ作曲「管弦楽組曲
第一番」

平成1 7
年度

バッハ作曲「管弦楽組曲
第一番」

平成1 8
年度

ヘンデル作曲「王宮の花火
の音楽」より「序曲」

平成1 9
年度

バッハ作曲「管弦楽組曲
第一番」

平成2 0
年度

バッハ作曲「管弦楽組曲
第 3番」より「ガボット、
ブーレ、ジーグ」

平成2 1
年度

ヘンデル作曲「王宮の花火
の音楽」より「序曲」

平成2 3
年度

ヘンデル作曲「水上の音
楽」より「アラホーンパ
イプ」

平成2 4
年度

ワーグナー作曲「ニュル
ンベルクのマイスタージ
ンガー前奏曲」

平成2 5
年度

ワーグナー作曲「ニュル
ンベルクのマイスタージ
ンガー前奏曲」

平成2 6
年度

バッハ作曲「管弦楽組曲第
3番 BWV1068より序曲」

敬意を払い、真摯な学究に努めること

をここに誓います。

　最後に、私自身が虚心坦懐に学び、

自らの研鑽を絶やさぬことを改めて誓

い、宣誓の言葉の結びと致します。

♬
上の音楽」より「アラホーンパイプ」
とヘンデルの曲が3回登場していま
す。さて、来年度はどの曲が演奏さ
れるのでしょうか。

　東大の式典を盛り上げる音楽部
管弦楽団の奏楽。入学式では「マ
イスタージンガー」が定番曲で、
近年はそれに加えてもう1曲を演
奏する形になっています。一方、
卒業式では「管弦楽組曲第一番」、
「管弦楽組曲第3番」より「ガボット、
ブーレ、ジーグ」、「管弦楽組曲第3
番BWV1068より序曲」とバッハ
の曲がこの10回で5回登場。「王宮
の花火の音楽」より「序曲」、「水
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東大ハチ公物語Q
今春、東京大学に新しい名所が誕生しました。ハ
チ公と上野英三郎博士の像です。ハチの飼い主が
東大教授だったことがあまり知られていないとい
う認識のもとに立ち上がった有志たちと、多くの
賛同者の支援のおかげで、ついに再会を果たした1
人と1匹。物語の一端をクイズ形式でお届けします。

ハチ公と上野英三郎博士像建立記念

像の除幕式が2015年3月8日
に行なわれたのはなぜ？

白っぽい毛色、飼い主が駒場
の教員、家が富ヶ谷、育ての
親が獣医学科の教員、とハチ
と共通点が多い有名犬は？

農業土木学の開拓者である上
野博士の主張はいまも日本の
○○に息づいています。さて、
○○に入る言葉は？

像の制作にかかった約1000
万円の費用はどう工面した？

上野博士がハチに対して行な
っていたのは次のうちどれ？

東大の像の建立以前、1983
年に上野博士はハチと再会し
ています。それは？

国立科学博物館にあるハチの
剥製には、あるものが入れら
れています。それは？

像を制作した名古屋在住の彫
刻家・植田努さんの作品とい
えば？

今回のプロジェクトの言い出
しっぺはどの先生？

上野博士の死後、ハチは博士
と交流のあった小林菊三郎さ
ん宅に預けられました。さて、
小林さんの職業は？

東大ハチ公像にはあって渋谷
ハチ公像にはない特徴は？

❶たまたま
❷「みつばちの日」だから
❸ハチ没後80年の命日だから ❶イチ公　❷物性犬　

❸キクマル
❶イヌ　❷イネ　❸水田

❶総長のポケットマネーで　
❷大学の埋蔵金から捻出　
❸賛同者からの寄附で

❶放し飼い
❷断耳
❸化粧

❶渋谷のハチ公像の前に博士
の胸像を運んだ
❷霊媒師が博士とハチの霊を
ともに呼んだ
❸博士とハチのそっくりさん
を探して対面させた

❶制作者の名を書いた紙
❷秋田犬の人形
❸焼き鳥

❶アルプスの羊飼い
❷ケサリアの牛飼い
❸長良川の鵜飼い

❶正木春彦先生（農学生命科学研究科）
❷塩沢昌先生（農学生命科学研究科）
❸一ノ瀬正樹先生（人文社会系研究科）

❶焼き鳥屋
❷植木職人
❸大学職員

❶左耳が立っている
❷首輪をつけている
❸パーマをかけている

教職員なら間違えたくない !

クイズ

A.1／❸　ハチの遺体が見つか
ったのは1935年3月8日のこと。
夕方には死を悼む3000人もの人
が渋谷駅に集まりました。なお、
ハチの好物で有名なのは焼き鳥。
A.2／❸　没後ハチ十年に合わせ
て何か行なうべきだと考えた一
ノ瀬先生が、2010年に当時の佐
藤愼一副学長（現・文書館長）
に相談したのが発端。その後、
一ノ瀬先生と全学委員会で面識
のあった正木先生、上野博士が
属した研究室の現主任である塩
沢先生と賛同の輪が広がり、全
学的プロジェクトになりました。
A.3／❷　小林さんは上野家に
出入りしていた植木職人。ハチ
公がなついており、渋谷から近
い富ヶ谷に家があるということ

で預けられました。小林さんは、
子どもにはコロッケを食べさせ
てもハチには牛肉を与えたとさ
れるほどハチを大切にしました。
A.4／❶　東大の像は若い頃の
ハチがモデルで、耳がピンと立
ち、尻尾は巻き尾。舌を出して
博士に抱きつく様子に喜びがあ
ふれます。渋谷の像は晩年のハ
チの座り姿で、野良犬に噛まれ
てから折れたままになったとい
う左耳が表現されています。
A.5／❶　当時の病理解剖でフ
ィラリア症（犬糸状虫症）とさ
れましたが、2010年末から行な
った臓器のMRI観察で肺と心臓
に悪性腫瘍の増殖巣が確認され、
がんも重要な死因と判明しました。
A.6／❸　長谷川壽一先生（総

合文化研究科）が（を）飼ってい
るスタンダード・プードル。『東
大ハチ公物語』にハチ先輩を慕
う名コラムを執筆しています。
A.7／❶　エスはハチと上野家
時代からいっしょでしたが、八
重子未亡人と世田谷で暮らした
時期、環境変化で性格が悪化し
ハチをいじめたそうです。なお、
ジョンもともに暮らした同僚犬。
A.8／❸　今日、日本の水田は、
短辺30ｍ×長辺100ｍ、短辺側
に農道と用水路があり、反対側
の短辺に沿って排水路があると
いう区画構成が標準。これは上
野博士が著書『耕地整理講義』
（1905年）に記した内容でした。

A.9／❸　すべて賛同者の寄付
で賄われたのが大きな特徴。そ

の額は東大基金と「作る会」の
口座への寄附を合わせて450件
1000万円以上に達しました。
A.10／❶　上野家の敷地は200
坪と広く、イヌは綱でつながれ
ずのびのびと暮らしていました。
部屋にも入れたため、ハチが畳
に脱糞することもあったとか。
A.11／❶　農学資料館にある上
野博士の胸像を渋谷ハチ公像前
に運んで対面させるイベントが、
ハチ没後50年となる1983年の
慰霊祭にて行なわれました。
A.12／❶　剥製師の本田晋さん
が自分の名などを書いた紙をこ
っそり収めたそうです。ハチの
骨は空襲で焼失しましたが上野
博士が眠る青山霊園に「ハチ公
の碑」があり事実上の墓とされ

ています。なお、農学資料館には
ハチの内臓が展示されています。
A.13／❷　第44回日展（2013
年）に出展された「ケサリアの
牛飼い」は、インドの少年が牛
をつれて歩く姿を表現した作品。
ハチ公と上野博士像と同様に、
動物と人の関係が生き生きと表
されています。3月8日の除幕式
に出席した植田さんは、便宜上
別々につくっていたハチ像と博
士像を一日の作業を終える際に
向かい合わせていた、と制作時
の逸話を語ってくれました。

→ハチと博士の物語
を詳しく知りたい人
は『東大ハチ公物語』
（一ノ瀬正樹・正木
春彦編／東京大学出
版会）を読もう！

近年の研究で新たに判明した
ハチの重要な死因とは？
❶がん　❷ショック死　❸餓死

ハチはある時期、同僚のイヌ
にいじめられたといいます。
そのイヌの名は？
❶エス　
❷エム　
❸ジョン

2015年3月8日（日）の除幕式には、生憎の雨にも関わらず
約500人の人々が駆けつけ、ハチと上野博士の再会を祝
福しました。今後、像周辺の環境整備も行う予定。弥生
キャンパスに来た際は、農正門を入ってすぐ左手に注目！
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漁を終えカモメを従えて帰港中、この後水揚げが始まる。

岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬
ほ う ら い

莱島という小さな島があります。
井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称で大槌町の人 に々親しまれてきました。
ひょうたん島から大槌町の復興、そして地域とともに復旧に向けて歩む沿岸センターの様子をお届けします。

漁師さんの船に乗せてもらって思うこと

大槌発!

　大槌の沿岸センターにはサケ科魚類の
研究で震災前から何度か訪問していた。
しかし土嚢を持ち上げて椎間板ヘルニア
で入院し、しばらくは大槌出張メンバー
からは外されてしまった。約1ヶ月寝た
きりになり一生歩けないのではないかと
思った。その自分が今では3ヵ月も滞在
して実験することになるとは……、よく
よく考えるととても不思議である。
　大槌滞在中はほぼ毎朝新おおつち漁協
の定置網漁船に乗せてもらい、サケの行
動を調べている。去年は水揚げでかなり
こき使われてヘトヘトだったが、この冬
は慣れたせいか種々無難にこなしてきた。
漁師さんも毎日船に乗って網を引いてい
る研究者に慣れたようで、とてもよくし
てもらっている、感謝。今年は「サケの
ことを語り合いたい」とかで飲みにも行
った。大してサケの話などしなかったが、
漁師さんのプライベートの姿を見るのは
ちょっと不思議でもあり、呂律が回って
いない姿を見ると面白くもありちょっと
ショックでもあり、でもまた少し距離が
縮まったかなと嬉しく思う。
　私がお世話になっているここ3年は、
サケの水揚げは好調のようである。網を

引き揚げていく途中から大漁かどうかが
なんとなくわかってくるのだが、大漁だ
と網を引くもの大変だし、その後の水揚
げも大変だし、朝飯が11時くらいなん
てことにもなり、不謹慎ではあるがつい
「あちゃ～」と思ってしまう。漁師さん
の中にも私と顔を会わせてニヤっと笑い
「今日はやばいよ!」なんて口に出して言
う方もいるが、それでも大漁旗を掲げて
帰港する時は誇らしげでとても満足気に
見える。この冬に回帰したサケの年齢を
調べたところ、来冬4年魚となり水揚げ
の多くを占めることになるはずの3年魚

第25回

が極端に少ない。来冬のサケの回帰がど
うなるのか？少し不安である。大漁だと
肉体的にはきついが、それでも漁師さん
ががっかりしている姿より誇らしげな姿
を見たい。少しでも多くのサケが大槌湾
に帰ってくるのを祈るのみである。
　毎年少しずつメンバーが入れ替わってい
る。10年後この船のメンバーはどんな風に
変わっているのだろうか？ 大槌の街はどう
変わっているのか？ 時々考えることがある。
そしてその時に自分の研究は何かの役に立
っているのだろうか？ 今はコツコツと成
果を積み上げていくことにしようと思う。

国際沿岸海洋研究センター事務職員の「ぴーちゃん」です。6年前、岩手大学か
ら出向で沿岸センターに着任し、大槌町で3年程過ごすも、震災によりふたたび
岩大に異動。2年の時を経て2013年4月から戻ってきました、がまたお別れです。大変お世話になりました

　早いもので、岩手大学から出向でふた
たび沿岸センターに着任してから、あっ
という間に2年の月日が流れました。私
事ですが、平成27年4月から岩手大学に
戻ることとなりました。
　平成25年4月に異動してきた当初は、
在任中に新センター研究棟完成、とまで
は行かなくとも、建設終盤で後任者にバ
トンを渡せるものと思っておりました。
しかし被災地の復興は思ったようには進
まず、前任者の東大職員である川辺さん

が2年前に大槌を離れて私がまた着任し
た時と状況に大差はないように感じます。
大槌町民の多くは今なお仮設住宅で不便
な生活を続け、新センター研究棟や災害
公営住宅の建設はもう少し先になります。
新センター研究棟完成どころか、建築着
工、いやそれ以前の設計の前に異動とは
残念でなりません。4月からは岩手大学
で被災地への復興支援を続けたいと思い
ます。
　皆様におかれましても、引き続き大槌

ぴ ち ゃ 日 記んー

町ならびに国際沿岸海洋研究センターの
復興にご支援いただけますよう、よろし
くお願いいたします。
　思えば震災前からの長い間、東京大学
の皆様には大変お世話になりました。ど
うもありがとうございました。

「2年間お世話にな
りました」（ぴーちゃ
んこと、本名ピータ
ー君からご挨拶）。
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どうして日本（東大）に来たの？

日本（東大）で困ったところは？

日本（東大）の好きなところは？

ネパールのいいところは？

Q.

Q.

Q.

Q.

婚約者がMEXT奨学金で東大に来ることが
決まっていたんです。だから彼女と結婚して、
僕も一緒に日本に行こうと決心しました。い
ろんな大学の教授にメールを書いたんですが、
やはり東大がいいなと。今の研究室を選んだ
のは英語の情報が充実していたからです。

日本語は難しいです。それから、必要な書類
提出があったり、提出期限が決まってるのに
も戸惑いました。日本にはロボットが溢れて
いると思って来たのですが、成田に着いてみ
たら普通の家があるんだ、と驚きました（笑）。

日本人の礼儀正しいところが好きです。書類
がきちんとしているのも、今となっては納得
です。柏キャンパスは施設が新しくていいで
すね。研究室で英語が話せるので助かります。

海を越えて東大に来た学生に聞きました。

第22回

協力：国際センター本郷オフィス　制作：本部広報課

ブッダやエベレストだ

けじゃないんです！僕
が育った西部ネパール
ガンジは平原なんで
（笑）。ゾウに乗ってサ
ファリもできますよ。

博士課程で何を研究していますか？Q.
雨による土砂崩れの予知です。衛星や飛行機
で収集した画像やデータを分析して土砂崩れ
をよりピンポイントに予知することを目指して
います。卒業後は母国で大学教員になりたい
です。「まだ帰らないの？」が母の口癖で（笑）。

ネパール出身。家族が大切だと
情熱的に語り、クリケットやカ
メラを愛するウッタムさん。困
難も明るさと気力で乗り切る、
「タフな」東大留学生です。

ウッタム・パウデル
Uttam Paudel
新領域創成科学研究科
自然環境学専攻 博士2年

ネパール

さん

人文社会系研究科附属
北海文化研究常呂実習施設の巻 熊木俊朗

人文社会系研究科
准教授

本郷・駒場・柏以外の本学を現場の教職員が紹介
第1回東 京 大 学

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/tokoro/

最北の東大は北方考古学の拠点

　北海文化研究常呂実習施設は、北海道東部のオホー
ツク海に臨む北見市常呂町にあります。最近、カーリ
ングでも注目された常呂町は北緯44°、冬は流氷が押し
寄せる極寒の地ですが、豊かな海産食糧資源に支えられ、
国内でも有数の大規模な先史文化の遺跡群が手付かず
で遺されています。これらの遺跡の発掘調査を、文学
部の考古学研究室は半世紀以上にわたって継続してき
ました。当施設は遺跡調査の拠点として、現在、教員
二名が常駐し、発掘調査の実習など、北東アジア考古
学を主なテーマとする教育研究に取り組んでいます。
　発掘実習では、文学部で考古学を専修する学生が、
施設に併設された学生宿舎に宿泊しながら、一ヶ月に
わたって遺跡の発掘に携わります。タフさが求められ
ますが、研究環境や設備が充実した実習として国内外
から評価を得ており、近年では北京大学などとも協力
し、調査を共にしながら考古学を専攻する学生間の国
際交流を図っています。
　この恵まれた環境と研究の蓄積を活用し、最近では
専修課程の枠を越えた体験型の教育プログラムにも積
極的に取り組んでいます。学芸員養成課程の科目であ
る博物館学実習や、英・セインズベリー日本藝術研究
所と協力した文学部夏期特別プログラム、全学の学生
を対象とした体験活動プログラムなど、先史文化の遺
跡研究を体験できる場を用意していますので、北方の
考古学、そして夏や冬の北海道に興味のある方、機会
を見つけて一度遊びにきてください。

施設に併設された資料陳列館。

1.遺跡には1,000年前の
竪穴住居跡が窪んだま
ま残ります。2.遺跡の
発掘調査。新発見の驚
きと喜びが。3.施設の
ロゴに採用された1,100
年前の偶像。ヒグマで
す。 4.学生宿舎での夕食。

1 2
3 4

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/tokoro
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森 正之

　今回は、日本で登録される商標の種類と、東京大学
の商標の一部をご紹介したいと思います。東京大学の
商標としては、大学商標（大学法人等を示す商標）と
部局商標（部局もしくはその内部組織を示す商標、ま
たは部局もしくはその内部組織がその業務に関して継
続して使用する商標）があります。そのほかに、成果
商標（研究成果について東京大学の業務に関連して教
職員等が使用を希望する商標であり、個人の責任と費
用負担のもと出願できる商標）もあります。
　なお、大学商標の使用には、大学の信用を維持する
ために本部広報室の許可が必要です。
●文字商標：文字からなる商標。例えば、

●図形商標：写実的なものから図案化したもの、幾何
学的模様等の図形から構成される商標。例えば、　

●記号商標：のれん記号・仮名記号・文字を輪郭で囲
んだもの、文字を図案化して組み合わせた記号など。
例えば、　

●結合商標：文字、図形、記号、色の2つ以上を組み
合わせた商標。例えば、　

●立体商標：キャラクターの立体看板・文字やマーク
付きの容器（容器自体を特殊な形状にしたもの）など。
　また、今年4月1日からは、日本で登録される商標
の種類として、動き商標、ホログラム商標、色彩のみ
からなる商標、音商標、位置商標が追加になります。

第113回産学連携本部

商標ってどんなもの？（その4）  

http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/

産業界と大学がクロスする場所から、産学連携に関する
“最旬”の話題や情報をお届けします。

　生活支援チームでは、本学に在籍している約3千人
の外国人留学生へ向けた、住居支援（一部、外国人研
究者含む）・奨学金・在留資格・アルバイト求人票受
付等の業務を担当しています。私が従事している住居
支援業務では、本学保有の各インターナショナルロッ
ジへの入居選考・JASSO東京国際交流館への入居・民
間企業等からの借上契約物件への入退去・留学生が賃
貸物件契約を結ぶ際の大学による連帯保証等を扱って
います。新規渡日された留学生・外国人研究者の方々
に少しでも早く日本に慣れていただくためにも住居は
重要案件ですので、今後もサービス向上を目指してい
きたいと思います。趣味は、一昨年買った一眼レフカ
メラでの風景撮影ですが、なかなか満足できるものが
撮れません。写真道は奥が深いです。本郷キャンパス
は格闘技の聖地である後楽園ホールも近いので、年に
数回プロレス観戦するのも楽しみです。昨今の「プ女
子」増加も大歓迎でございます！

夜の安田講
堂横のクス
ノキ（撮影
者・森）。

職場屋上にて（撮影者・山形職員）。

得意ワザ：寝落ち
自分の性格：照れ屋
次回執筆者のご指名：中川健太郎さん
次回執筆者との関係：東大採用時の先輩です
次回執筆者の紹介：マジメなだけじゃない！

第110回

国際部留学生・外国人研究者支援課
生活支援チーム・主任

留学生・外国人研究者の生活支援

商標登録第4845999号他
（大学商標）

商標登録第4871651号他
〈登録商標：モノトーン〉
（大学商標）

商標登録第5273672号
（医学部附属病院　部局商標）

商標登録第5100158号
〈登録商標：モノトーン〉
（理学系研究科　部局商標）

商標登録第5359380号
（工学系研究科　部局商標）

商標登録第5609843号
〈登録商標：モノトーン〉
（総合研究博物館　部局商標）

商標登録第5623725号他
（大学商標）

東京大学 UTokyo

http://www.ducr.u-tokyo.ac.jp/
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機械と人間は共存するのか？
　話題の映画《イミテーション・ゲーム》を見た。コ
ンピュータの基礎になる計算理論を発展させ、計算機
を作成したイギリスの数学者、アラン・テューリング
の劇的な生涯を描いた名作だ。未見の方は、是非。
　80年ほど前にテューリングが蒔いた種は大きく育ち、
今や人工知能は人間の能力を凌駕しそうなところまで
に成長した。何も指示していないのにネコの姿を認識
できるようになったり、クイズ番組で優勝したり、チ
ェスや将棋でチャンピオンを破ったり、人と機械の間
の壁は次々と突破されている。人工知能といえばホラ
吹きの代名詞みたいに思われていたが、ビッグデータ
解析と深層学習という二枚看板を伴う今回の波は、さ
すがに今までとはちょっと違うような雰囲気が濃厚に
漂っている。2045年には人工知能が人間の知性を凌
駕する技

シ ン ギ ュ ラ リ テ ィ

術的特異点を迎えるという人もいるぐらいだ。
　ブラックホールの理論などで画期的な業績をあげた
「車椅子の天才」スティーヴン・ホーキング博士は、
完全な人工知能は人類を破滅させるかもしれないと発
言をして話題を呼んだ。彼の不安は、的中するのだろ
うか？
　2045年かどうかはさておき、いずれ人工知能が人
間の能力を上回る日が来るのはたしかだろう。しかし、
それが直ちに人類の破滅につながるとも思えない。人
間の多くはペットのように可愛がられるかもしれない
し、その時点でも残るであろう機械の苦手な分野を引
き続き人間が担当することもありそうだ。
　大事なことは、今から来るべき日々について、あれ
これ考えておくことだろう。自動車が発明されて人よ
り早く動けるようになったことや、飛行機で空が飛べ
るようになったことと、人工知能が人間より頭が良く
なることとは、何が同じで何が違うのか？　あるいは、
家畜動物と人間はどのような関係を築いてきたのか？
　そもそも、機械や人工物について、人間はどのよう
な関係をもってきたのか？
　科学と社会と文化と人間とが、どのような関係を綾
なしてきたのか、これからしていくのか。科学コミュ
ニケーションにとっても、真価の問われるシミュレー
ション作業になるだろう。

救援・
復興支援室
より

第47回第93回

佐倉 統情報学環  教授
教養学部附属教養教育高度化機構
科学技術インタープリター養成部門 

本学の救援・復興支援室の最近の状況や、
遠野分室の日々の活動の様子をお届けします

http://science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp/
科学技術インタープリター養成プログラム

http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/info_j.html
Email： kyuenfukkou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp　　
内線：21750（本部企画課） 

 3
月
福島県大熊町学習支援ボランティア、福島県相馬市「寺子
屋」学習支援ボランティア、東日本大震災スタディツアー

佐藤 克憲文：本部企画課係長（遠野分室勤務）

救援・復興支援室の活動（3月）

（左）遠野市総務部長（当時）による、後方支援活動の説明。
（右）漁業体験出発前に、港の被災状況の説明を受ける。

ザシキワラシの日常
　
　以前本コラムにおいて、昨年度から「学習支援ボラ
ンティア」経験者により設立された学生団体UTVCが、
同ボランティアへの学生派遣等の運営を大学と共同で
行っていることを紹介しました。より学生の目線に立
った形で運営が行われているものの、「未経験者がい
きなり学習支援ボランティアに参加するのはハードル
が高い」、「被災地の復興は進んでいて、もう支援の必
要はない」、と思っている学生も少なからずいるようで、
運営サイドではボランティア活動とは別の形で、「震
災を風化させず、学生が震災を考えるきっかけとする」
企画を検討してきました。その結果、遠野市及び陸前
高田市をフィールドとした「スタディツアー」を実施
することとなり、遠野東大センターを拠点に本年2月
27日から3月2日の3泊4日で、UTVCの学生3名を含む
12名の学生の参加を得て実施されました。
　私は初日の遠野市総務部防災危機管理課からの被災
地後方支援に関する説明と、3日目の日中の活動（漁業
体験、葡萄園兼飲料工場及び自動車学校兼農園見学）に同行し
ました。被災地の現状を目の当たりにし、現地の方の
生の声を聞いたことは、UTVCのブログに掲載されて
いる感想を見ても、参加学生が被災地について考え、
行動するためのモチベーションになったのではないか
と思います。また、実際に毎日拠点に戻ってからの「振
り返り」の意見交換は、白熱のあまり時間を忘れて明
け方近くまで行われた日もあったようです。
　現時点において次の開催は未定のようですが、被災
地でのボランティア活動などに関心がありつつも一歩
を踏み出せない学生の方には、次の機会には是非参加
してみることをオススメします！
　今回もお読みいただき「オアリガトガンス！」。

http://science-interpreter.c.u-tokyo.ac.jp/
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/info_j.html
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掲載日 担当部署 タイトル 実施日

3月13日 柏地区共通事務センター 柏キャンパスから東大の未来を考える　～東大を先導する実験キャンパス～　
シンポジウム開催

3月4日

3月18日 本部施設企画課 懐徳館庭園、国の名勝に指定される 3月10日

3月18日 医科学研究所 ノーベル賞受賞者リチャード・ロバーツ博士による特別講演が開催されました 3月2日

3月27日 本部総務課 平成 26年度卒業式・学位記授与式を挙行 3月24日

3月30日 本部学生支援課 平成 26年度　学生表彰「東京大学総長賞」授与式の挙行  3月23日

3月31日 教育学研究科・教育学部 教育学部グローバル・リーダー育成、スウェーデン研修プログラム 3月8日

4月2日 宇宙線研究所 宇宙・素粒子スプリングスクール 2015が開催されました 3月3日

4月10日 カブリ数物連携宇宙研究
機構

一般講演会「超新星から探る宇宙の姿と運命」を開催 3月29日

4月10日 カブリ数物連携宇宙研究
機構

CERNが舞台のドキュメンタリー映画「Particle Fever」上映会を開催 4月5日

4月 13日 産学連携本部 2014年度 第 15期 TLF個別課題発表会 3月27日

4月13日 産学連携本部 2014年度「第 15期 TLF修了式」 3月30日

4月13日 産学連携本部 東京大学産学連携協議会「アドバイザリーボードミーティング」「年次総会」を
開催

3月16日

4月15日 本部総務課 平成 27年度入学式・大学院入学式を挙行 4月13日

全学ホームページの「トピックス」（http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/news/topics/）に掲載した情報の一覧と、その中からいくつかをCLOSE UPとしてご紹介します。

トピックス

お知らせ 

掲載日 担当部署 タイトル URL

4月1日 人材育成課 人事異動 http://www.ut-portal.u-tokyo.ac.jp/wiki/index.php/ 人事異動

4月1日 広報室 五神真新総長が就任 http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/news/notices/notices_z0508_00004.
html

4月1日 広報室 部局長の交代のお知らせ http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/news/notices/notices_z0508_00005.
html

人事異動情報など全学ホームページ「お知らせ」（http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/news/notices/）・東大ポータル等でご案内しているお知らせを一部掲載します。

新部局長 前部局長

大学院医学系研究科長・医学部長 宮園 浩平 （再任）

大学院人文社会系研究科長・文学部長 熊野 純彦 小佐野 重利

大学院理学系研究科長・理学部長 福田 裕穂 五神 真

大学院農学生命科学研究科長・農学
部長

丹下 健 古谷 研

大学院総合文化研究科長・教養学
部長

小川 桂一郎 石井 洋二郎

大学院教育学研究科長・教育学部長 大桃 敏行 南風原 朝和

大学院新領域創成科学研究科科長 味埜 俊 武田 展雄

大学院情報理工学系研究科長 坂井 修一 （再任）

大学院情報学環長・学際情報学府長 佐倉 統 須藤 修

新部局長 前部局長

医科学研究所長 村上 善則 清野 宏

地震研究所長 小原 一成 小屋口 剛博

東洋文化研究所長 高見澤 磨 （再任）

社会科学研究所長 大澤 眞理 石田 浩

生産技術研究所長 藤井 輝夫 中埜 良昭

史料編纂所長 山家 浩樹 久留島 典子

分子細胞生物学研究所長 秋山 徹 （再任）

大気海洋研究所長 津田 敦 新野 宏

附属図書館長 久留島 典子 古田 元夫

2015年4月1日付で下記のとおり部局長の交代がありました。新部局長の略歴・前部局長の退任挨拶は上
記「お知らせ」のURLをご覧ください。

部局長交代のお知らせ
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　3月4日（水）、伊藤国際学術研究センター伊
藤謝恩ホールにおいて、「柏キャンパスから東
大の未来を考える～東大を先導する実験キャン
パス～」のシンポジウムが開催されました。大
和裕幸副学長（柏地区整備推進担当）を座長と
した「柏地区構想検討WG」が、「教育改革」、「卓
越大学院」などをキーワードとして、東大の進
むべき方向を考えて、柏キャンパスを実験的な
キャンパスとして位置づけ、全学的な観点から
議論をとりまとめたものを報告するものです。
　濱田純一総長の挨拶の後、大和裕幸副学長か
ら柏地区整備推進構想について報告があり、続

いて、瀧川仁物性研究所長から「卓越大学院の
新たな展開」、堀田昌英教授（新領域創成科学
研究科）から「新たな教育システムを目指す国
際学生村」、雨宮慶幸柏図書館長から「リサー
チコモンズを目指す柏図書館」、保坂寛フュー
チャーセンター推進機構長から「社会連携ステ
ーションの構築」、三牧浩也柏の葉アーバンデ
ザインセンター（UDCK）副センター長から「地
域でつくる国際キャンパスタウン」と、それぞ
れ報告が行われました。最後に、武田キャンパ
ス計画室柏地区部会長（新領域創成科学研究科
長）の閉会の挨拶をもって終了しました。

柏キャンパスから東大の未来を考えるシンポジウムを開催CLOSE UP （柏地区共通
事務センター）

（医科学研究所）

　平成26年度学生表彰「東京大学総長賞」授
与式が、3月23日（月）午後5時から小柴ホール
において、実施されました。
　今年度は、課外活動・社会活動等の分野では、 
震災復興支援のウェブサイト等で発信を続けた
「おいしい三陸応援団」、『このミステリーがす
ごい！』大賞で優秀賞を受賞した 神部 あかね
さん（法学部）、「超小型深宇宙探査機PROCYON

プロジェクトチーム」、ダブルダッチ競技の世
界選手権大会で部門優勝したチームである藤本 

征史さん（理学系研究科修士課程）・角野 為耶さん（学
際情報学府修士課程）・新井 俊樹さん（文学部卒）・
田野崎 はるかさん（教育学部）・簑原 凜さん（工
学部）・松崎 尚史さん（工学部）の4件が、学業分
野からは、 豊田 良順さん（理学部）、新津 健一郎
さん（文学部）、足立 真輝さん（工学系研究科修士課
程）、渡邉 要一郎さん（人文社会系研究科修士課程）、
秋山 和徳さん（理学系研究科博士課程）、江崎 貴裕

　3月2日（月）、医科学研究所にて、1993年ノ
ーベル医学生理学賞受賞者のリチャード・ロバ
ーツ博士の講演会が開催されました。講演会で
は、"Bacterial Methylomes" のタイトルで、
バクテリアのDNAメチル化転移酵素に関する
最新の研究成果についてご紹介いただきました。
学生を交えたラウンドテーブルディスカッショ

さん（工学系研究科博士課程）、蔦谷 匠さん（新領域
創成科学研究科博士課程）の7名が受賞しました。
　また、本学の名誉を高め、学生の範となる功
績が特に顕著であった団体・個人に授与される、
「東京大学総長大賞」には、課外活動・社会活
動等の分野で、発展途上国の社会問題を工学的
に解決するため行動した 青木 翔平さん（工学系
研究科博士課程）、学業分野では、免疫に関する機
構を明らかにし高い評価を受けた 丹治 裕美さ
ん（薬学系研究科修士課程）が受賞しました。
　総長から表彰状と記念品、お祝いの言葉が贈
られた後、各受賞者が今回の受賞内容に関する
プレゼンテーションを行いました。式には約
140名が参加し、それぞれの活躍と功績を讃え
ました。授与式の後、山上会館で懇談会が開催
され、受賞者や本学役員、教職員が親しく交流
し、互いに良い刺激となりました。受賞者のこ
れからのさらなる活躍が期待されます。

ンでは、研究内容にとどまらず、科学に興味を
持った子供時代のお話、研究者としての姿勢や
卒業後の進路のアドバイスなど、多岐に渡りお
話をいただき、ノーベル賞受賞者に直接質問で
きるという学生にとってまたとない機会になり
ました。講演会には本学教員・研究員・大学院
生を中心に115名の参加がありました。

「東京大学総長賞」授与式を挙行   （本部学生支援課）

ノーベル賞受賞者ロバーツ博士の特別講演を開催

CLOSE UP

CLOSE UP

授与式受賞者集合写真。

リチャード・ロバーツ博士。

世界選手権大会で部門優勝したダブ
ルダッチのパフォーマンス。

挨拶を述べる濱田総長。シンポジウ
ムには約200名の参加がありました。

　本郷・弥生キャンパスが舞台となる五月祭は、3・

4年生が主体のため、研究展示が盛んでアカデミッ

クな雰囲気が魅力。国際色豊かな模擬店にも注目で

す。秋の学園祭シーズンとは違う時期での開催とい

うこともあって注目度が高く、参加団体は約500、

昨年の来場者数は15万人超と、全国屈指の規模を誇

ります。今年の開催は5月16日（土）～17日（日）。今

第88回 五月祭開催のお知らせ
回のキャッチコピーは「知識の扉を、開ける夏」。テ

ーマソングは今年も唱頂の大員の「五月の風」。公式

マスコットのめいちゃんは、解雇されるかもしれな

いとの穏やかならぬ噂が流れるなか、ぬいぐるみ（公

式グッズ）になったり、キャンパスの名所を紹介す

る「めいさんぽ」というコラムをFacebookで連載し

たりと不憫に奮闘中。がんばれ、めいちゃん！
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淡青評論

「国際化」は「英語化」にあらず

東京大学広報室
2015年4月23日no.1467

　教養学部入学以来、私学に務めた5年間を
除いてずっと東大で過ごしてきた。勤務部局
も文、教養、教育の3つにわたる。東大とは
34年の付き合いだ。東大に対する思いの深
さは人後に落ちるものではないが、ここ数年
の学内改革にはさすがに疲れた。
　英語を専門にする者にとって困るのが、
「国際化」や「グローバル化」を理念とする
プログラムの増殖である。実際には大学を
「英語化」せよということらしく、それらを
中心になって運営する委員の多くが、ただで
さえ忙しい駒場の英語教師たちだ。数年前ま
でその職にあった私も、何かと駆り出される。
昨年度はPEAKと「国際総合日本学教育プロ
グラム」の合併授業を引き受けたが、英語化
政策に対して懐疑的な私の授業が一番多くの
留学生を集めていたというから（ちょっと自
慢）、実に皮肉なものである。しかも、後者
の学部横断型プログラムについては教育学部
教員として協力したつもりが、授業の本体が
PEAKであるために同学部の貢献と見なされ
ていないらしい。何とも理不尽だ。
　大学の真の国際化とは、学生、教職員がそ
れぞれの持ち場において世界に誇れる学問研
究、教育行政を行うことであって、英語を使

う必然性もない部局に英語を多用せよと圧力
をかけたところで、教育の非効率化と教職員
の疲弊を招くだけである。一方で、本当に語
学を必要とする学生に対する支援態勢すら体
系的に整えられていない現実を考えると、部
局間の連携を密にして、既存の語学プログラ
ムの効率的な運用と充実を図るべきであろう。
　たとえば、駒場の英語部会と言語情報科学
専攻を運営母体とする「東京大学英語教育プ
ログラム」（東大の博士の院生に大学英語教
育の技術を仕込むための課程）の修了生を各
部局の英語指導者として雇用する手もある。
私の研究科の国際交流室では英語による学会
発表の指導を行っているが、そのような指導
に対する需要は全学的に大きいのではないか。
ゆくゆくは留学生への日本語指導も請け負う
多言語対応の語学支援センターのようなもの
ができればいいと思うが、うかつな提案をす
るとまた会議が増えるので、ここでこっそり
つぶやくに留める。

斎藤兆史
（教育学研究科）
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